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　──「常識」なんてものはとても脃もろい。

　なぜならこの世界は、壊こわれものなのだから。










　……でも、「この世界はおかしい」と思えることは幸せなんだろうか？











とある修理屋の実体験、そして悩なやみ。









　第一壊：そんなふたりの厄やつ介かいな関係







　──昔から、壊れたものを見ると我が慢まんがならなかった。




　それは育ての親である祖母の影えい響きようが大きいのだろう。

　祖母は古い人で、とにかく物を大切にする人だった。

　たとえ壊れても、直せばまた使える。決してむやみに捨てたりしない。「物には魂たましいが宿るのだから」と、よく付つく喪も神がみの話なんかもされたものだ。

　だから少年は十六歳になった今もこうして、修理に明け暮れているのだろう。

「類るいさん類さん、終わりましたってば」

　──と。作業に集中するあまり、自分を呼ぶ小さな声に気づかなかった。どうやら何度も声をかけられていたようだ。

　けれど類と呼ばれた少年は、

「終わったって何が？」

　とだけ返して、顔を上げることもなくそのまま作業を続行した。愛あい想そも何もなく。

「嫌いやですね。何って、校門前の掃はき掃そう除じですよ」

「……また余計なことをしたのか」

　しかし、結局はその言葉に手を休めざるをえなくなった。もう少しで修理が終わるところだったのに、と非難がましい目で声の主を見上げる。

　そこには、またどこから調達してきたのか制服の上にエプロンドレスを着用し、さらには竹たけ箒ぼうきまで装備した、擬え似せメイド姿の女子生徒がいた。

　仮にも校内だというのに──今日はいったいどういう趣しゆ向こうなのか、と類は呆あきれる。

「余計なこととはひどいですね。ここは丘おかの上にある学校。春とはいえ、落ち葉を落とす樹きはたくさんあります。綺き麗れいにしてある方が、生徒のみなさんが登校されたときに気持ちがよろしいでしょう？」

「それには賛成だ。だが俺が訊きいているのは、掃除している最中に箒を折ったとかちりとりを割ったとか、ありえないことではあるがすっ転んで校門にぶつかって門ごと横転したとか、そういう余計なことをしていないか、ということだ」

「そんなことあるはずないではありませんか。わたしをなんだとお思いです」

　本当になんなんだろうな、と類は心底思う。

「何も起きなかったのならそれでいい。さあ、もう少しで修理が終わるんだ。邪じや魔ましないでくれ」

「おやおや、類さん。何かお忘れではありませんか？」

「何が？」

「早朝から労働に従事した良い子に、何か言ってあげることはないんですか？」

「ないな」

　即そく答とう。「それが善意からしたことならともかく」と、類は再び修理と向き合う。

「類さん。いくら高校二年生になったからって、そう律りち儀ぎに高二病に罹かからなくてもよろしいんですよ。そんな世の中を斜ななめから見るような真ま似ねをしないで、素す直なおにありのままを受け入れましょう」

「心配するな。とても純じゆん粋すいな気持ちで受け取った結果だ」

「では、わたしが善意以外のどんな理由で行動したというんです？」

「そうだな。たとえば──俺に対する点数稼かせぎとか」

「ぎっくう」

「それから口の周りにさつまいもらしき欠片かけらがついているが、お前、ほんとに掃除したのか？　したはしたかもしれないが、焼やき芋いも分の落ち葉が集まった時点でやめたんじゃないか？　焼き芋で頭がいっぱいになって忘れたなんてことはないか？」
















「ぎくぎっくう」

「で、俺が何を忘れてるって？」

「お、お待ちください。またそうやって𠮟しかる。たまには褒ほめてみましょうよ。甘やかして伸のばすというのも、なかなか有効な手段なんですよ？」

「ほう、なるほどな」

　ゆらりと。いよいよ、類は作業を中断して立ち上がる。

　すると今度は、身長差のせいで類が少女を見下ろす格好となった。それどころか、類の影かげに少女がすっぽりと入ってしまうほどだ。

　同い年の二人ながら、類はずいぶんと長身で、少女はずいぶんと小こ柄がらだった。

「──なあ、祇し良ら堂どう。俺がこんな朝っぱらから何をしていたと思う？」

「修理ですね」

「そうだな。今日は五月とは思えないほどやたらと肌はだ寒ざむい風が吹ふくっていうのに、外に面したこの旧校務員室の前で修理作業だ。ここは、住み込み制度があった頃ころに使われていた部屋だからな」

「よっぽど修理がお好きなんですね」

「……いったい何を直しているように見えるんだ？」

「扉とびらのようですね。状じよう況きようから察するに、このお部屋の扉でしょうか」

「そうだ。昨日、誰だれかさんが勝手に泊とまったらしき、この部屋の扉だ。今日は用があって早めに登校しただけだったのに、うっかり扉が壊れているのを見つけてしまってな。無視することもできず、ここでこうして修理をしている」

「類さんは壊れたものを放ほうっておけませんからね」

「まあ、それはいい。問題はだ」

「はい」

「いったいどこの誰がこの扉を壊したのか、ということだ」

「きっと、よっぽどの事情があったんでしょう。犯人が見つかっても責めるような真似はなさらず、まずはお話を聞いてあげるべきだと思います」

「祇良堂は優やさしいな」

「はい。類さんも犯人に優しくしてあげてください」

「ははは」

「えへへ」

「ちょっと手を出してみ」

「──え。あの、なんですかその瞬しゆん間かん接せつ着ちやく剤ざい。親指と人差し指が離はなれないんですけど。あれ、おかしくないですか？」




　　　　一




　ふわふわとした綿わた菓が子しのような季節──それが五月だ。

　上じよう旬じゆんこそ中間テストが実じつ施しされ慌あわただしいものの、嵐あらしが過ぎ去った今となっては、来月には始まる文化祭に心を躍おどらせるのみ。

　節目と節目の間にあるからこそ、どこかふわふわとした、けれど心ここ地ちの良い落ち着かなさを感じる──五月の中旬とは、そんな時期だ。

　そんな中にあって、

「まったく冗じよう談だんじゃない」

　教室へ入るなり自分の座席に深く腰こしをかけたのは、気苦労の絶えない類。今日もまた、朝からとんだ一苦労だった。

　しかも、なんとか遅ち刻こくはせずに済んだと思いきや、担任は遅おくれてくるというし。急いで修理したというのに、いきなりのダブルパンチだ。

　私立弐そえ地ち高校──

　雄ゆう大だいな景色を望む小高い丘の上からこの弐地の街を見守り、そしてこの街の歴史と共に歩んできた、古い伝統を持つ高校。

　二つの町が合がつ併ぺいされ、地方都市と呼ばれる発展を見せながらも、地元の人間はいまだに古い地名を使っている。

　そんな地元民にとって誇ほこりともいうべき名が冠かんせられた学まなび舎やだ。




　──その学び舎には、ひとりの女子生徒が住み着いていた。




　とはいっても、幽ゆう霊れいの類たぐいではない。

　上級生から下級生へと代々受け継つがれている息の長い怪かい談だんでもなければ、過去にそれにまつわる凄せい惨さんな事件があったわけでもない。

　れっきとした人間だ。しかも、ここ最近の話だ。

　名前は、ちず。祇良堂ちず。

　ただ、タチが悪いという意味では怪談とあまり大差がない。

　なぜなら、この祇良堂ちずという少女は──

「なんだい。また、ちずっちゃんが何か仕出かしたのかい？」

　そんな類に声をかけたのは、隣となりの席のクラスメイト。

　一目、類の様子を見ただけでだいたいの事情を察したのだろう、そのクラスメイトはそれほど長い付き合いとなる。

「残念ながらユーの言う通りだ。だけど、もう直した」

　類はいつもながらの落ち着いた口調で応じる。

　冷たいというほどでもないが、あまり愛想のない声。けれど、言動から滲にじみ出る礼れい儀ぎ正ただしさが愛想のなさをカバーしているような、そんな声だった。

「さすがはルイだ、仕事が早い。それで、今度はいったい何が壊れたんだい？」

「モノは旧校務員室の扉。けど、今度は大だい丈じよう夫ぶだったみたいだな」

　主語がありながらないような会話。しかし、この二人には意味が通じていた。

　だからこそ、ユーが意外そうな顔を見せた。

「何も起きなかったのかい？」

「気づくような変化はなかったな。すぐに直したせいかもしれない」

「へぇ……そいつは残念だ」

　にやにやと状況を楽しむような態度に、類は「勘かん弁べんしてくれ」と返した。
















　相変わらず、ユーは異性を感じさせない女の子だ──夜空に最初に輝かがやく星のようにぱっちりとした瞳ひとみも、すっと筆を落としたかのような気持ちのいい鼻筋も、まるでそれらを納めるべくして整えられたかのような丸顔めいた輪りん郭かくも、各パーツは非常に女の子らしい、それどころか厳選された部類のそれであるというのに、異性を感じさせない──それは、どことなく少年めいたその雰ふん囲い気きのせいだろうか。

　動くのに邪魔だと言わんばかりに髪型も小ざっぱりとしているし、言動も女の子女の子したものからはかけ離れている。

　ちなみに『ユー』というのは名前ではない。彼女のあだ名だ。

　どうにも下の名前が好きになれないらしく、昔から苗みよう字じ、あるいは苗字をもじったあだ名の『ユー』で呼ばれることを好んでいる。

「何、類。お前またなんか修理してたのか？」

　そんな会話に割り込んできたのは、この春から同じクラスになったばかりの男子生徒、千せん田だだった。

　他ほかの誰かに意味がわかる会話ではなかったはずなのだが、恐おそらく「直す」という部分に食いついたのだろう──千田は前々から、類のそこに興味を示していた。

「一年のときから噂うわさにゃ聞いてたけどさ、類ってほんと、四六時中なにかを修理してるのな。クラスの奴やつらの壊こわれたシャーペンやら、スクールバッグの持ち手やらさ」

「そうか？　でもまあ、まだまだ使えるものだったしな」

　やはり類は、ただ静かにそう返す。彼としては、当たり前のことをしているだけに過ぎない。

「俺には完全にぶっ壊れてるようにしか見えなかったけどな。それをまるで魔ま法ほうみたいに、ちょちょいって感じで直しちまってよ。この前なんか、校務員と一いつ緒しよにぶっ壊れた校門を直してなかったか？」

「いや、それは無理言って手伝わせてもらっただけだ。いつも仕事の邪魔をして悪いとは思っているんだが」

「お前はどこへ行こうとしてるんだよ……」

　呆あきれたように閉口する千田。そこに助たすけ舟ぶねを出したのはユーだった。

「仕方ないんだよ、千田。ルイはね、壊れているものを見ると我が慢まんができないんだ。直さずにはいられないんだよ」

「なんだそれ。汚よごれていると掃そう除じせずにはいられないみたいなもんか？」

「なかなか的を射た指し摘てきだね。方向性の違ちがう潔けつ癖ぺき症しようというか──何せルイは、ホームセンターを『聖地サンクチユアリ』と呼ぶレベルのバカだからね」

「バカ？」

「そう。業務用だプロ用だと、人が変わったようにはしゃぎまくるんだ」

「なるほど、修理バカなのか」

　助け舟でもなんでもなかった。ユーは面おも白しろがっているだけだった。

　しかしこれが何一つ間違ってはいないから、反論の余地もない。

「ふーん、なるほどねぇ。いやでも、なんか安心したわ」

　すると何やら納なつ得とくした様子の千田は、妙みようなことを言う。

「なんか類ってさ、いつも冷静っていうか、すごい常識人って感じじゃんか。やけに大人びてる雰囲気があるっていうか」

「俺が？」

「自覚ないのかよ。でもなんかそーゆー変な趣しゆ味み？　ガキっぽいっつーかそういうところの一つや二つあると、やっと同い年って感じがするっつーか」

「何を言ってるんだ」

　修理は別におかしな趣味じゃないぞ、と「そこかよ」的なことを思いつつ、俺ってごくごく普ふ通つうだよな、と幼い頃からの自分を知るユーに同意を求める。

　しかし千田は、

「ユーは類との付き合いが長いから他の面も知ってるのかもしれないけど、このクラスで一緒になったばかりの俺から見ればそんな感じだよ」

　そして当のユーはといえば、

「おっと千田、ルイの上着には触さわらない方がいいよ。ルイがひとたびその上着を捲まくれば、そこからはドライバーやらスパナやら、無数の工具が飛び出すからね」

「マジか！」

　さらに話を広げていた。どうやら面白ければなんでもいいらしい。

「あ、そういやお袋ふくろが台所の蛇じや口ぐちから水みず漏もれしてるとか言ってたな。もしかして、応急処置の方法とか知ってたりするのか？」

　恐らく千田としては、そんな会話の流れとして軽く話を振ふっただけなのだろう。

　しかしその瞬間、類の目に激しい光が点ともった。

「──水漏れ？　蛇口のタイプは？」

「蛇口のタイプ？　……よくわからんが、左に捻ひねるやつだ。多分、よくあるやつ」

「なら、恐らくパッキンがダメになったんだろう。消しよう耗もう品ひんだから仕方ないんだ。それじゃ、直しに行くからお前の都合のいい日を教えてくれ。あと、メーターボックスの場所を調べておいてくれるか」

「え、直せるのか？　とりあえずどうすりゃいいのか教えてくれればと……」

「パッキンの替かえぐらいならいつでも鞄かばんの中に入ってるぞ！」

「そ、そうか」

「メーターボックスの中は見たことがあるか？　止し水すい栓せん、ハンドルのついてるタイプなら助かるんだが」

「……メールボックスなら、一応、毎日確かく認にんしてるぜ？　着信は全然ないけどな」

「──まずは水を止めないといけないんだ。でないと、作業中に水が噴ふき出してしまう。だから止水栓を使うんだけど、止水栓はたいていメーターボックスの中にあるから──」

　止まらない。

　そんな類の饒じよう舌ぜつに、ユーは今度こそ助け舟を出した。

「ルイ、その辺にしておこうよ」

　さすがに千田が引いてる、と暗に指摘され、類ははっと我に返った。

「ねえ千田。ルイが行ったら勝手に捜さがすけれど、それで構わないかい？」

「お、おう。任せたぜ」

「だってさ、ルイ」

「……すまん」

　またやってしまった──どうにも修理のこととなると抑おさえが効かないのが、類の欠点だ。

　おずおずと自分の席へと戻もどっていく千田をなんとも言えない気持ちで見送っていると、それと入れ違いに一人の女子生徒がこちらへとやってきた。

　ちず──祇良堂ちずだ。

　今朝方のメイドらしき装備はすでに脱ぬぎ捨て、ユーと同じ女子の制服姿になっている。

「おはようございます」

　その声は、静かで落ち着いた──ふとすれば、そよ風にさえ攫さらわれてしまうかのような小声だった。

　彼女をはじめて目にする者は、まず「いったいどこのお嬢じよう様さまか」と息を吞のむことだろう。

　その印象は清せい楚そにつきる。それも、浮うき世よ離ばなれした清せい廉れんさだ。

　透すけるような白い肌はだにかかる、切り揃そろえられた長い黒髪。そこから連想される日本人形のような繊せん細さいな美しさを、その小こ柄がらな身体からだが補完するように受け止めている。

　恐らくは、どこぞのお屋や敷しきで大切に大切に、まさしく世せ俗ぞくに触ふれる機会など一度としてないままに育てられた箱はこ入いり娘むすめではあるまいか──

　それだけに、話しかけることさえためらわれる。

　純じゆん粋すい培ばい養ようされたお嬢様には、自分たちの世界の言葉など毒にしかならないようで。

　どれだけ注意を払はらっても、些さ細さいな一言が彼女の清らかな心を傷つけてしまうかのようで──

「おや、ちずっちゃん。おはよう。……やっぱり昨日も学校に泊とまったのかい？」

　そんな壊れもののような美しき少女に気安く応じたのは、ユーだった。後半はやや小声だったが。

　そしてちずは、やはりその消え入りそうな声で、

「はい、もちろん。もはや弐に高こうはわたしの実家と言ってもいいでしょう」

　と、その印象に相応ふさわし──くない、まるでどこに何があるのかすべて把は握あくしています、とでも言いたげな図ずう々ずうしい言葉をその芸術の粋すいを集めたかのような唇くちびるから垂れ流した。

　いやそれどころか、自分が生活しやすいようにばんばん配はい置ち換がえもしています、という意図が露ろ骨こつに透けて見えるあたりに、類は軽い眩暈めまいを覚えた。

「なあ、祇良堂。前にも言ったけどな」

　そう前置いた類の声は、さきほどまでより一段低かった。

「祇良堂なんて水みず臭くさいですよ、類さん。どうか、ちずと、そうお呼びください」

「わかったよ祇良堂。それで、ちょっと聞いてくれるか」

「はいはい。なんでございましょう」

　些細な一言が彼女の清らかな心を傷つけてしま──う様子はまるでなく、ちずはいつもと変わらない表情を浮うかべる。

　憂うれいを含ふくんだ瞳はすべてを見通すかのように深く。

　浮世とは異なる時間の流れの中で生きているかのように滅めつ多たなことでは動くことのない、その、表情。

　祇良堂ちずという少女は、まるで深しん窓そうの佳か人じんそのもの──

「祇良堂、前に言ってたよな。この弐高に住む許可を、お祖ば母あちゃ……理事長からもらったって」

「ええ、そう申し上げました」

　私立弐地高校──略して「弐高」。それが生徒たちの間での通つう称しようだ。

「確かに、あの人なら言ったかもしれないよ。行くところがないなら、学校に泊まっていくくらい構わないって」

「はいはい。確かにそうおっしゃってくださいました」

「でもそれは、行くところがなくて困ってるなら一日二日くらいいいよって意味であって、まさか三ヶ月も学校に居座り続けるとは思ってもみなかったと思うんだ」

「言葉とは難しいものですね。なかなか他人に自分の気持ちが伝わらない」

「いや、だから──いい加減に出て行けよ、家いえ出で娘むすめ」

　ぴしゃりと。容よう赦しやのない一言。

　けれど類の追つい及きゆうに、当の深窓の佳人はといえば、

「わかっておりますよ。ですから日々こうして、類さんに認めていただこうと頑がん張ばっているのではありませんか」

　などと平気な顔をして言うのだ。

「なぜそっちに頑張る。少しでも早く出て行く方向に努力してくれ」

「今朝のアレでは駄だ目めですか。わたしとしては異例の早起きもしましたし、かなり頑張った方だと思うのですが」

「仮にそれを認めるとしても、部屋の扉とびらを壊こわしたことで帳消しだろう。いや順序としては、扉を壊したことを誤ご魔ま化かすために掃除を始めたとも受け取れる」

「そういえば、この前百円ショップに『金運が上がる石』が売っていたんですが、アレってどうなんですかね」

「おい。図星か」

　どうやら、今日も不毛な問答に終わりそうだ。ちずはそのまま類の前にある自分の席に着くと、机を抱だき締しめるように猫ねこよろしく丸まってしまった。

「わたしはこの弐高を愛しているのです」

「学まなび舎やとして愛してくれ。家として愛すな」

「ああ、しかし寒い。今日はほんとに風が強いですね」

「……そうだな。どこかの学校に番長っぽい転校生がやってきたんだろうな」

　そうしてちずの逃とう走そうを手助けするかのようにようやく担任がやってきて、ＨＲが始まってしまった。おのれ、と類は舌打ちの一つもしたい気分に駆かられる。

　しかし、そんな一幕を遠目に見ていたクラスの男子連中は、「いいなぁ、あいつ。また祇良堂さんとあんなに親しげにして」と、明らかに羨せん望ぼうの眼まな差ざしを送って──いや、呪じゆ詛その類たぐいか。できるだけ多くの不幸があいつの身に降りかかりますように、と一人一人の希望を詰つめ込んだら逆に具体性がなくなった黒い祈いのりが感じられる。

　呪詛を放ちたいのはこっちだ──この全身詐さ欺ぎめ、と類は苦々しく前の背中を見る。

　清楚なお嬢様？　誰だれだよそんなことを言い出したのは。

　そもそも、こいつの表情に変化が乏とぼしいのは「表情を変えるのもめんどくせぇ」からだ。決して浮世とは異なる時間の流れとかそんなご大層なものじゃない。声が小さいのも同上。

　憂いを含んだ瞳ひとみ？　四六時中、眠ねむたそうにしているだけだろ。

　コレは決して、お嬢様やら無表情キャラやらのカテゴリに分類してはいけない──ただのぐうたらではた迷めい惑わくな家出娘に過ぎないのだ、と。

　祇良堂ちずの本ほん性しようを知る類は、力いっぱいそう主張したいのだった。




　　　　二




「学校に住み着いている女の子がいる」

　最初にその連れん絡らくを受けたとき、類は深夜に忘れ物を取りにきた女子生徒がいるくらいにしか思わなかった。

　何せ彼女は黒く染め上げたセーラー服に浮かび上がるような鮮あざやかな黄色いスカーフと、この高校の制服を実に着慣れた様子で身にまとっていたのだから。

　しかしよくよく考えてみれば、あの富とみ岡おかがそんなことで連絡をしてくるはずがない。

　富岡は恐おそろしいことにこの高校の生徒全員の顔、身長、体重、その他もろもろのプロフィールをすべて把握しているのだ。

　その彼女が「夜間、校舎に侵しん入にゆう者がありました」と報告してきた時点で、それは間ま違ちがいなくこの高校の生徒ではなかったのだ。

　ただ、もしもそれだけであれば、わざわざ類が呼び出されることはなかっただろう。

　富岡は秘書としていつものように見事な手て際ぎわで事態を収拾し、翌日にでも何かのついでに報告をしてくるだけだったはずだ。

　そうならなかったのは、その女子生徒──祇良堂ちずが「許可をもらっている」と言い張ったからに他ほかならない。

　ここ、私立弐地高校への宿しゆく泊はくを認める許可を。

　そんな馬ば鹿かな話があるか、とは富岡でなくとも思ったことだろうが、そこで出された名前に驚おどろいた。

　誰が認めた──かの祖母が。

「あのお婆ばあ様、この高校の偉えらい方ですよね。行くところがないのなら泊まっていくくらい別に構わないと、そうおっしゃってくださいましたよ」

　祖母の名を出されて、さしもの富岡も困こん惑わくした。

　何せ自分の雇やとい主ぬしだ。いや、元雇い主ではあるが、富岡にとっては祖母の意向に沿うことがこれまでの生活のすべてだったのだ。それは今でも変わらない。

　それに、祖母の性格を考えれば「もしや」と思うところもある。

　かくして、判断つきかねた富岡が連絡をしてきたというわけだった──その孫である、類に。

「ときに祇良堂」

「はいはい。なんでございましょう」

「……なんでお前までついてくるんだ？」

　そしてそれ以来、類はちずに付きまとわれている。

　昼休み。教室から出た類の後を、ちずがついてきた──いつものように。

　二人並んで歩くと、身長差のせいでなかなか滑こつ稽けいな絵え面づらとなる。ただでさえいつも中学生と間違えられるちずは、自分の身長の低さが顕けん著ちよとなるその状じよう況きようを嫌きらってか、やたらと類の前を歩こうとする。

　とはいえ、勝手についてきただけなので行き先がわからず、毎度ちずが立ち止まっては後ろの類にぶつかる、という一連の流れを繰くり返す破目になるのだが。

「嫌ですね。類さんのあるところ、わたしあり。そろそろ慣れてください」

「なんでだ？」

「……その、心の底から『なんで？』というお顔。ちょっとした凶きよう器きですよ？　気をつけてくださいね。わたしのように類さんをちゃんと理解している人間でないと耐たえられませんから」

　理解しているのなら、さっさと荷物をまとめて学校から出て行ってほしいものだ──胡う散さん臭くさい世話女によう房ぼうぶりに辟へき易えきしながら、類は言う。

「ついてくるのは構わないが、学食は後回しだぞ？　先に中間試験の結果を確かく認にんしに行くんだからな」

「お食事の前にそんなものを見たがるなんて、類さんの被ひ虐ぎやく的な嗜し好こうにはほとほと参ってしまいます」

「さり気に聞き捨てならないキャラクター性を付ふ与よするな。本当は朝確認するつもりだったんだけど、誰かさんのせいで時間がなくなったんだよ」

　今日は、以前執とり行われた中間試験の結果が発表される日だった。

　校舎の各階の廊ろう下かには、それぞれ掲けい示じ板ばんが設けられており──普ふ段だんは一階昇しよう降こう口ぐち付近の掲示板が使われるのだが、弐高では生徒全員分の成績が貼はり出されるため、試験結果に限ってはそれぞれの学年ごとに分けて各階に貼られるのだ。

　本当は、込こみ合う前に確認しようと早めに家を出たのだ。何せ登校時間近くになると、生徒たちで掲示板前がごった返してしまい、落ち着いて確認ができない。

　なのに今朝方はまあいつものアレだったというわけで、こうして昼休みに確認する破目になってしまったというわけだった。

　しかし落ち着いて確認という意味では、昼休みはなかなかの穴場だったようだ。

　みんなすでに確認を終えたのか、それとも食事の時間を削けずってまでわざわざ昼休みに来ようとは思わないのか、生徒の姿はほとんどない。

「……相変わらず、血は争えないというか、なんというか……」

　いつも通りの位置にユーがいることを確認しつつ、類はその下から自分の名前を捜さがして成績順位表を追っていった。

「うーん。しかしこうやって成績を貼り出すというのは、どうなんでしょうね」

　すると、横合いのちずがそんなことを言い出した。

「ああ……まあ、これはこの学校の方針だからな」

　類はやや曖あい昧まいに頷うなずく。確かに、こういったことをする学校は最近少ない。

「お祖ば母あ様の方針ですか？」

「いや、これはこの学校の基き礎そを築いた曾ひいお祖じ父いちゃんの方針だったんだ。お祖母ちゃんは、曾お祖父ちゃんがこだわった部分はそのまま残したから……お祖母ちゃんも古い人だったけど、その父親なら尚なお更さらって感じだったらしくてな。こうすることが生徒たちの励はげみになるって、そういう考えの人だったんだよ」

　歴史ある学校──しかも私立となれば、伝統という名で現代社会にそぐわないやり方が継けい承しようされていくことはままある。これはその一つといえるだろう。

「なんだ祇良堂。成績で生徒の価値や基準を決めているみたいで嫌だって、そう言いたいのか？」

　類が尋たずねると、ちずは、

「いえ。権力って素す晴ばらしいなと」

「は？」

「権力──実に。身み震ぶるいするほど実に素晴らしい響ひびきです」

「相変わらず見た目を見事に裏切る中身の低てい俗ぞくぶりだな」

「しかし権力を持たないわたしは、権力者にすがるしかないのですよ」

「はぁ」

　いったいなんの話だ。

「ちなみに類さんはどうお思いですか？　こういうやり方に対して」

「俺はお祖母ちゃんの影えい響きようが強いからな……でも、自分の順位なんて本人だけが知っていればいいと思うし、それでやる気を出すかどうかなんて、それこそ本人次し第だいだとも思う」

「なるほど。では、類さんの思うがままに弐高を変えてしまいましょう」

「バカ言うなって──と、あった。俺の名前」

　なかなかだった。頑がん張ばりに対する結果としては、自分で納なつ得とくできる成績。

　類は日ひ頃ごろから、それなりにきちんと勉強をしている。目標があるからだ。

　ある人についていけるよう──いや、これ以上置いていかれないように、というべきか。

「そんなことをおっしゃらず。せっかくの権力がもったいないとは思わないのですか？」

「あのな。学校の仕組みは俺みたいなガキが場当たりの感情で決めていっていいようなものじゃないんだよ。それより、祇良堂の名前が見当たらなくないか？」

　念のため、最下位まで追ってみたが見当たらない。

　本人を見てみると、すっ、と、目を逸そらされた。

「……まさか、テスト用紙に名前を書き忘れたのか？」

「まったくもって遺い憾かんです。名前がないだけで、こんなふうに生徒を差別するなんて」

　名前がなければ一発アウトだ。そもそも試験を受ける気がないと見なされる。

　試験の開始前に、たいていの教師は毎回そこを注意してくれるはずなのだが──どうやら聞いていなかったらしい。聞いていなくても、普通は名前欄らんがあれば書き込むものであるが。

「差別というか区別するためのものだよな、名前って。それがないんじゃな」

「まあ、仕方ないですよね。ミスなんて誰にでもあることですから」

「自分で言うとこんなにも胸に響かない言葉だったんだな。貴重な発見だ」

　祇良堂ちずという少女が現れてから、およそ三ヶ月。

　その整いすぎた外見、そしてそれが醸かもし出す常とこ世よの雰ふん囲い気きのせいで、周囲は優等生とすら見ている向きがあったが──ついに化けの皮が剥はがれるときがきたか。

「とりあえず──補習決定、おめでとう。祇良堂」

　補習担当は『吸きゆう血けつ鬼き』の異名を持つ、生徒指導の新しん砂すなだ。

　血を一いつ滴てき残らず吸い出された気分になると評判のあのねちっこくしつこい指導にさらされることを思うと、さすがに不ふ憫びんではある。

「新砂先生、なんだかわたしを目の敵かたきにされている気がするんですよね」

「あの先生は生徒の弱点を見み抜ぬく天才だからな。弱味を見つけると、徹てつ底てい的てきにそこを突ついてくる」

　だからあまり評判のいい教師とは言えないのだが、しかしその特異な能力が発揮されたとき、彼が受け持った生徒の学力はメキメキと向上する。弱点ばかりを責められることで、ついにはそれが克こく服ふくされるのだ。

「人間としては最低だが、俺にとっては最高の教師だった」とは、昨年、念願の高倍率大学に見事現役合格を果たしたとある先せん輩ぱいのお言葉である。長所なら自分で伸のばせるが、短所は自分ではなかなか克服できない、ということらしい。

　恐おそらく、やたらと周囲に勘かん違ちがいされがちなちずに「指導の甲か斐い」とでもいうべき何かを感じ取っているのではないだろうか──そう考えると、その能力は侮あなどり難がたい。

「そこで類さんにお願いがございます」

「断る」

　なるほど。ようやくちずの魂こん胆たんが読めた。

　さっきから何が言いたいのかと思えば、まぁ。

「類さんの権限でなんとかしてください」

「だから断るって」

「なんでですか。この学校の今の理事長は類さんなんですから、なんとでもできるでしょう？」

「──おい」

　しーっ、と、類は慌あわててちずの口を塞ふさいだ。

　一いつ瞬しゆん、焦あせったが、人がまばらな上にちずの小声では、聞こえた生徒もいなかったようだ。

「人前で言うなって何度も言ってるだろ」

「ふみまへん」




　　　　三




　──類は幼い頃、祖母に引き取られた。

　この学校の歴史は古く、その前身は江え戸ど時代の寺子屋にまで遡さかのぼるという。そこから今の学校の基礎を築いたのが曾そう祖そ父ふ──

　そんな曾祖父が遺のこした場所を守ろうと、理事長として誰だれよりもこの学校を愛していた祖母に、類は引き取られた。

　以来、ずっと二人で暮らしてきた。自分を祖母に押しつけていなくなった実の親の顔など、もう思い出すこともなくなるまでに。

　そんな祖母が曾祖父のもとへといってしまったのは、三ヶ月前のこと。

　それは当時高校一年生だった類にとって、はじめて味わうとても大きな感情だった──けれど、嘆なげいてばかりはいられなかった。

　なんと祖母の遺ゆい言ごん状じようには、後任の理事長に孫の名前が書き記してあったのだ。

「嘘うそだろ？」というのが真っ先に飛び出した感想だったが、あの祖母がこんな手の込んだ冗じよう談だんをするとは思えない。

　類としては、これまで祖母の秘書として身を粉こにして働いてくれた富岡が継ついでくれればと思っていた。

　彼女であれば人格的にも能力的にも申し分ない。祖母の愛した学まなび舎やを守ってくれる。そう思った。

　けれど富岡は、

「とんでもありません。自分はあくまで、大恩あるあのお方に尽つくすだけでございます」

　とやんわり辞退し、

「どうか、これからは新理事長であらせられる類様にお仕えさせていただければと。それこそが、あのお方へのご恩返しとなりましょう」

　と、うやうやしく頭を下げる始末だった。富岡は少し時代錯さく誤ごな性格だ。

　かくして、現役高校生の新理事長は誕生した──が、もちろん学校の運営などできるはずもないから、富岡には世話になりっぱなしだ。

　それに高校生の、しかも在校中の生徒が理事長などと知れ渡わたるのは学校にとってデメリットしかない。類はそう考え、表向きは富岡に新理事長の振ふりをしてもらっている。

　教員たちも、校長などのごく一部を除いては富岡が後任だと思っている。あくまで類の立場は秘密というわけだ。

　しかし、それがバレてしまった。

　よりにもよって──この、祇良堂ちずという厄やつ介かいな少女に。

「類さん類さん、ご覧ください。これ、わたしが一人で綺き麗れいにしたんですよ」

　それ以来だ。類がちずに付きまとわれるようになったのは。

「どうですか。わたし、役に立つとお思いになりませんか？」

　どういうわけか、ちずの頭の中では「新理事長→一番えらいひと→気に入ってもらえればずっと学校に住んでいてもいい」という図式になっているらしく、彼女は連日、類に自分アピールを怠おこたらないようになった。

　それはもう露ろ骨こつに。あの手この手で。

「学校に仕えるメイドって新しくないですか？　マスコットキャラとして置いておく手もございますよ？」

　先日はそんなことも言っていた。それを受けての今朝のアレだ。まさか本当に実じつ践せんするとは思ってもみなかったが。

　恐らく、理事長だから学校の役に立てば喜んでくれるだろうと単純に考えたのだろうが──確かに、それは別に間ま違ちがってはいない。

　類としても、祖母の愛したこの学校を守りたい気持ちは強い。まして自分の通っている高校だ、愛着のないはずがない。

　その役に立ってくれるというのなら、類としてはありがたい話だ──ありがたい話ではあるのだが。

　しかし祇良堂ちずには問題がある。

　大きな大きな問題がある。

「おや。おやおやおや？　これはもしや、もしかして？」

　そのこれ見よがしな声は、ちずのものに他ほかならない。自分の成績も確かく認にんしたことだし、さてそろそろ学食にでも向かうかと類がその場を離はなれたとき。

　隣となりにいたはずのちずはまだ掲けい示じ板ばん前におり、何やら首を傾かしげていた。

　……嫌いやな予感。しかしない。

「よく見たらこの順位表、傾かたむいているではありませんか。しかも皺しわが多い。いけませんね。みなさんがご覧になるものなんですから、もっと綺麗に貼はらないと。こう、びしっと」

　どうやら、掲示板に貼りつけてある順位表の傾きに言いがかりをつけているようだ。

　恐らく教員の誰かが貼ったのだろうが、そりゃあれだけ大きな紙だ。綺麗に貼るのは難しい。皺の一つや二つ、つこうというものだろう。

　普ふ段だんは聞こえるか聞こえないかも微び妙みようなくらいの小声のくせに、ちずはこんなときだけやけに通る声を出す。

「これは誰か、気のつく生徒が貼り直してあげないといけませんねー」

　ちらり。そう言って、類が自分の方を見ていることを確認してから手を伸ばした。

　いやらしい。本当にいやらしい。

　誰も知らない、そして類の知っている祇良堂ちずがここにいる。

「待て祇良堂、お前が余計なことをすると──」

　貼り直すために紙を止めている画が鋲びようを抜こうとしていたちずを見て、類は慌てて駆かけ寄った。

　恐らく──今、祇良堂ちずは考えている。

　いかにして最小限の労力で事を成すか考えている。

　それは少数とはいえ他の生徒たちも見ているのだからいかに手早く作業を終わらせられるかだとか、そのための効率化を図ってだとか、そういった高こう尚しような意図ではまるでなく。

　ただ、めんどくさいから。

「あれ、画鋲が取れな……なんですかこれ、刺ささってるというより埋うまってるではないですか。誰ですかこんなに深く刺し込んだのは。取るときの苦労も考えてほし……ああもう、爪つめが」

　その証しよう拠こに。意い気き揚よう々ようと取りかかったくせに、ちずはもう不満を垂れ始めていた。

「だから余計な真ま似ねはするな。いいか祇良堂、お前がまた何かを『壊こわし』たりしたら、とんでもないことに──」

「あ」

　ぐしゃっ、と。

　深く埋まっていた画鋲だ。手間を惜おしんで力ずくで回そうとすれば、弾はずみでこうもなってしまう。最初に入っていた皺など問題にならないくらいの無残な皺が広がっていった。

「あわ」

　ちずはやや慌てた様子を見せたが、もういよいよめんどくさくなっていたのだろう。

　彼女はその繊せん細さいな指先で広がった皺を直そうとして、しかし繊細さとはまるで縁えん遠どおい雑な動作で紙の表面を擦こするように──

　びりぃぃっ。

　そんな小気味のいい音を奏かなでた。しかも複数。

　しっかりと画鋲に止められていた各所が、杜ず撰さんに引っ張られたことで破けたのだ。

　自然、紙は丸まるようにして倒たおれてくる。

　二年生分だけとはいえ、全生徒の名前が記された順位表の大きさはそれなりのものであり、そのままちずをすっぽりと覆おおい隠かくしてしま──
















「あーもう」

　これがいけなかった。

　恐らくは条件反射だったのだろう。身長にコンプレックスを持っているらしきちずは、何かの陰かげになることを好まない。

　そのまま、倒れてくる紙を受け止めるためではなく、払はらい除のけるようにして手を伸のばしたのだ。

　──両断。

　それは今まさに追いつこうとする軍勢から民たみを逃にがすべく海を割った預言者の如ごとく。

　しかも間が悪いことに、そのときちょうど開いていた窓から強い寒風が吹ふき込んだ。

　二つに分ぶん離りした順位表が風に舞まい──そのまま吸い込まれるようにして、窓の外へと消えていった。

「…………」

　奇き跡せきだった。神が降りたといってもいい。

　ちずの取った一連の行動は、まるで計算されつくしたコントのようで。

「順位表を綺麗に貼り直そうとした」というだけのほんの小さな出来事をここまでの大惨さん事じへと昇しよう華かできるのは、もはや才能と呼ぶ他ない。

「……祇良堂。お前、いくら補習が恨うらめしいからって……」

「わ、わざとではありませんよ。ほんとです」

　ああこりゃうっかりだ、どじっこさんだなぁ──未み曾ぞ有うの。

　──なんて冗談を言っている場合ではない。

　類は迅じん速そくに行動した。彼はすぐさま窓まど際ぎわに寄ると、そこから身を乗り出すようにして順位表の行方ゆくえを追った。

　しかし、この寒風吹き荒すさぶ中、しかも相手は紙だ。

　ひらひらと浮ふ遊ゆうする紙々は、まるではじめての飛行体験を楽しむかのように風に身を任せたまま──仲良く校舎裏へと消えていった。

「……冗談だろ」

　呟つぶやいたときには、すでに階段を駆け下りていた。

　あの風の勢いでは、どこまで飛んでいってしまうかわかったものではない。

　一階の廊ろう下か──そして昇しよう降こう口ぐちを抜けてさきほどの窓の下までたどり着いた。そのまま順位表が姿を消した校舎裏へと足を踏ふみ入れるが、すでに影かげも形もない。

　弐高は、小高い丘おかの上に建っている。

　──フェンスの向こうには、この街の景色が広がっていた。

「…………」

　絶句。

　だから余計なことをするなと言ったんだ、なんて言葉も出てこない。

　とんでもないことになってしまった。

　順位表の紛ふん失しつ。生徒たちの成績に関して記されたものが、誰だれとも知れぬ赤の他人の目に触ふれる可能性が出てしまった。

　それももちろん問題だが──それよりも何よりも。

　最大の問題は、「祇良堂ちずが順位表を破った」ということ。

　破った、砕くだいた、燃やした──あるがままの物体に、ちずが「壊した」と言える変化を加えたということ。

　それはつまり──




　　　　四




「みんな待ちくたびれただろう。さあ、君たちの大好きな授業を始めようか」

　午後、最初の授業は数学からだった。

　教室中に嫌な緊きん張ちよう感かんが満ちる。生徒による「嫌きらいな教師ランキング」堂々の第一位、『吸きゆう血けつ鬼き』の異名を取る新砂の担当授業だったからだ。

　あの後、念のために校舎裏周辺を捜さがしてはみたものの、二つに分かたれた成績順位表は片方だけしか見つからなかった。

　やはりもう一枚は街の方へと飛んでいってしまったのか、と考えると絶望的な気分だ。

「その前に、だ──祇良堂くん。君に一つ、言っておきたいことがある」

　授業の前に前置きをするのは、新砂の授業では恒こう例れい行事だった。

　今日、新砂に名指しで呼ばれたのは、ちず。

　恐おそらくは例の名前の書き忘れの件だろう、本人にだけ言えばいいものを新砂は生徒一人のミスをわざわざクラス全員の前で発表する。

　しかも授業の終わりならともかく、開始の時点で行うあたりがいやらしい。嫌でも生徒たちの記き憶おくに残る。さすがは女子生徒による「生理的に受けつけないランキング」堂々の第一位、二に冠かんの栄冠に輝かがやく教師だ。

　教室中に湿しめっぽい空気が流れる。悲しいとか泣きたくなるという意味ではなく、なんだかべちょっとしたものに触れたときのような、嫌けん悪お感かんによる湿っぽさだ。

　しかし──

「エクセレンッッッ！」

　と、なんで数学教師なのに英語教師みたいなことを言うのか、というのはいつもの奇き行こうなので誰も気に留めなかったが、なんと、ちずを絶賛し始めたのだ。

「名前を書き忘れるなんて素す晴ばらしい！　なんで他の生徒たちは、そんな簡単なことができないんだろうか？　僕は疑問でならないよ！」

　嫌いや味み──ではない。

　新砂は本気で絶賛していた。

　なぜなら新砂は、生徒を褒ほめるときは本当に手放しで褒めるからだ。

　嫌味な口調で弱点ばかりをねちねちと責めるくせに、なにくそと奮起して好成績を収めた生徒を、新砂はまるで自分の息子むすこを自じ慢まんするかのように褒め称たたえる。拡声器を与あたえたら、それはもう街中を練り回るような勢いで。

　だから新砂は、嫌われてはいるもののあまり問題教師として槍やり玉だまに上がらない。好成績といっても高得点のことではなく、その生徒なりの、現状からの脱だつ却きやくとしての努力をきちんと見ているからだ。

「あいつムカつくよな」と生徒の誰からも言われながら、実は意外と慕したわれている。隠れランキング「なんなのあいつ新手のツンデレなの？」栄光の第一位でもあるのだ。

「ほら、君たちも勉強なんかしてないで、祇良堂くんを見習って名前を書き忘れるくらいしたらどうかね！」

　しかし、これはいったいどういうことだ。

　どうしてちずが褒められているのか──新砂の冗じよう談だんというわけではないだろう。そもそも冗談など滅めつ多たに言わない男ではあるし、努力した生徒を称える際に下手に横から茶々など入れようものなら逆に一いつ喝かつされるくらいだ。

　──おかしい。明らかにおかしい。

　しかも何がおかしいといって、クラスのみんなが新砂の言動に驚おどろいていない。

　それを当たり前のこととして受け入れている──誰もが「おお、すげぇ！」「なるほど、その手があったか！」などと感心している。それが何よりおかしかった。

「いや、やっぱりちずっちゃんはすごいね。名前を書き忘れるなんて、思いつきもしなかったよ」

　隣となりのユーも、そんなふうにしきりに感心していた。

　教室中が沸わき立つ中、「なんてこった」と頭を抱かかえていたのは類だけだった。

　──「始まり」がいったいどこからだったのかはわからないが、とにかく始まった。

　始まってしまった。

　またまたちずがやってしまったのだ。

　これを異常事態だと感じていたのは、類だけ。

　恐らくはこの世界でただ独り。

　事態はすでに──手て遅おくれ。

　そう。すでにこの世界は、『壊されてしまっていた』のだ。




　祇良堂ちずの手によって。




　それからの授業はひどいものだった。

　新砂の絶賛は鳴り止やまず、そればかりか授業がすべてちずを中心にして行われるのだ。

　たとえば今日の授業は返へん却きやくされた中間テストを受けての答え合わせが中心だったのだが、まず最高点とされたのが、ちずの点数。

　ちずは名前を書き忘れたので言ってしまえば０点扱あつかいなのだが、新砂曰いわく、

「いや、すまないね、君たち。さっきはつい興奮してしまったが、よくよく考えたら自分の名前を書き忘れるなんて真似、祇良堂くんレベルでないとできないことだ」

　などというよくわからない一言から始まり、

「高望みをしても仕方がない──いやはや、まったくもって仕方のないことだが、このままでは授業にならないからね」

　と散々にいつもの嫌味な口調で念を押された上で、「祇良堂ちずのテストを採点した場合どうなるのか」を中心に答え合わせが行われた。

「すまないね、祇良堂くん。退たい屈くつだとは思うけれど、少しだけみんなのレベルに合わせた授業に付き合ってもらえるかな？」

　──採点した場合、ちずの点数は四十八点だった。

　普ふ通つうに考えれば「もっとがんばりましょう」な成績なのだが、今このときにおいては、

「神の数字だ……！」

　と、感極きわまった新砂の台詞せりふよろしく、それこそが最高点とされた。

　数学教師として神様云うん々ぬんはどうなんだ、というのはこの際さて置き、四十八点を下回っているのはもちろん、上回っていても間ま違ちがいとされる。

　何せ、九十点台や百点を取った生徒たちが新砂に嫌味を言われているのだ。

「なんでこんなに高い点数を取るんだね！　テストをいったいなんだと思っている！」ということらしい。

　褒められていたのは、四十点台や五十点台という、ちずと僅きん差さの生徒たち。

「実に惜おしかった。次は一点、減らしたまえよ」などといよいよわけのわからない賞賛を受け、けれど生徒たちは嬉うれしそうに席へと戻もどっていく。

　みんながそれを当たり前のこととして受け入れていた。

　そう。新砂の言っていることは何一つ間違っていない。

　今、このときのこの世界においては。

　──そういう世界へと変わってしまったのだから。







　祇良堂ちずが物を壊こわせば、それに伴ともなってこの世界も「何か」が壊れる。

　たとえば──以前、祇良堂ちずが女子トイレの鏡を割ってしまったときには、人々が自分の顔を忘れてしまった。

　たとえば──以前、祇良堂ちずが保健室の体重計を壊してしまったときには、世の中から重力がなくなってしまった。

　たとえば──

　そうして今度は、「成績順位表」。







　ようやく放課後となった。

　続く授業も似たようなもので、ちずは王か神かという扱いを受けていた。

「いやはや、優等生というのも楽ではありませんね」

　ちずはすっかり調子に乗っていた。

　もともと単純な性格だ。「こういう世界」ということになってしまえば、彼女の取る行動など予想の範はん疇ちゆうから出るものではない。

　しかも、授業が終わるとクラスメイトたちが一いつ斉せいにちずのもとに集まり、勉強を教えてくれと懇こん願がんするありさまだった。「私にも頼たのむよ」と、ユーまで一いつ緒しよになって。

「よろしいですともよろしいですとも。ほらみなさん、順番ですよ」

　その増長は止とどまるところを知らない。どう聞いても間違っている数式をさも得意げに教えだす。

　祇良堂ちずはまさに、時の人と化していた──

　そんな彼女をものすごく冷めた目で見ていたのは、この世でただ一人、正常な世界の「常識」を持ち続けたままの生徒。

「おや。これはこれは、テストで八十五点も取ってしまわれた類さんではないですか」

「よう。四十八点の祇良堂」

「ああ、まさか類さんがわたしのことをそんなに褒めてくださるだなんて」

　……ああ、そうか。今の世界だとそういうことになるのか。失言だった。

「神っておられるんですね。あ、鏡を見るといつも映ってましたっけ」

　うざい。とてもうざい。

　周囲は当然のこととしてちずを褒め称えているが、類だけはその常識の「外」にある。

　もちろん、ちずもだ。

　祇良堂ちずは、わかっていてこの状態に便乗している。

「いい加減にしろ、祇良堂」

　類はちずの腕うでを引っ張って廊ろう下かに連れ出した。教室からはブーイングが起こったが、構わず連れていく。

「なんですかなんですか。せっかくいい気分でしたのに」

「お前な。自分が原因でこうなってるって自覚があるのか？」

「わかっておりますよ。でも、この世界はその、なんていうかですね」

「……もしかしてお前、このまま世界を元通りにしなくてもいいとか思ってるんじゃないだろうな？」

「…………」

「おい、こら」

「もう少し。もう少しだけ、このままにしておきましょうよ」

「あのな。だいたいお前、そんなこと言っていつも──」

　類が苦言を呈ていしようとしたとき、しびれを切らした様子のクラスメイトたちが廊下へと雪な崩だれ込んできた。

　そして「もういいだろ。いつまで祇良堂さんを独どく占せんしてるんだ」と、教室の中にちずを連れ去られてしまった。

「…………」

　類は再び、軽く眩暈めまいを覚える。

　またこのパターンかよ、と。

　事態の張本人のくせに、あいついっつも協力しないよな──

　仕方がない。幸いにして今度は「何」が壊されたのか一いち目もく瞭りよう然ぜんなのだし、順位表の半分は自力で回収するとしよう。……あまり遠くへ飛んでいっていないといいが。

（しかし、今度はいったい──）

　順位表を破っただけなのに、どうしてこんなことが起こってしまったのか？

「壊された」──それは間違いない。

　そこにあった世界が。

　常識が。概がい念ねんが。認にん識しきが。

　祇良堂ちずが成績順位表を「破った」ことで、世界が「壊され」てしまった。

「そこにあった世界」は「かつてあった世界」になってしまった。

　──これでいったい何度目だろう。

　祇良堂ちずが巻き起こす騒そう動どうは、これまでも枚挙に遑いとまがなかった。

　ありえない事態が、これまで何度も引き起こされてきた。

　今度は見ている限り、ちずのやることなすことすべて正しい──そんな世界になってしまっているようだが……。

　原因はわかるが、根こん拠きよがわからない。どうにも関連が不ふ透とう明めいだった。

　成績順位表が「壊された」ことで、いったいこの世界の「何」が「壊された」のか──

　少し考えて、類は携けい帯たい電でん話わを取り出した。

　まだ使えるのにもったいないと、もともとは通話とメールだけがぎりぎり可能な古い機種で踏ふん張っていたのだが、最近ついにガラケー派であることを諦あきらめ、スマートデバイス付きのものへと屈くつしたばかりだ。

　それは移動先でも、とあるサービスが使えるように。

『すみません、先せん輩ぱい。今、大だい丈じよう夫ぶですか？』

　そうして、そのチャットサービスへと入り、相手側に呼びかける。

　どうせ後で「報告」することになるのだし──と、自分を納なつ得とくさせるかのように。

『なぁに、ルイ君』

　返事は即そく座ざに返ってきた。相手は恐おそらく今日も、ＰＣの前から動いていないのだろう。

　それに対する思いはいつも通り胃液のように込こみ上げてくる。気分が悪いという意味ではなく、自然と口がへの字になってしまうかのような──歯は痒がゆくもやるせない想おもい。

　けれど今は、そのことを言げん及きゆうしているときではない。類はこれまでの事情を手短にまとめると、相手に向かって送信した。

『ふふっ。相変わらず、殺さっちーは大活かつ躍やくのようね』

　それが最初の感想。状じよう況きようを愉たのしんでいるのが文面からも読み取れた。

　だがあえてそこは無視して、類は問いかける。

『でも、ただ成績順位表を破っただけなんですよ。なんでこんなことに？』

『なんでって、生徒全員の名前が記き載さいされていたからじゃない？』

　先輩は簡潔に──けれど、即答だった。

『どういうことです？』

『ほら、ルイ君の高校って上位成績者だけでなく、生徒全員の順位を記載するでしょう。キミの曾そう祖そ父ふの方針で』

『はい、そうです』

『上位成績者だけなら、こうはならなかった。けれど、生徒全員分の名前が順位と共に記載されていたものが「壊された」──だからこそ、よ』

　いまいち意味がわからず、類は問い返す。

『でも、学年別ですから破ったのは二年生の分だけですよ？　全員といっても』

『それはどうでもいいのよ。肝かん心じんなのは、「全員分の名前を順位と共に記載する」という方針であること。その方針に則のつとったものを、殺っちーが「壊した」──それは、「基準の崩ほう壊かい」を意味するわ』

　──そうか。類はようやく納得した。

『なるほど。だから、そういう基準である世界が壊されて……』

『そう。そして、たまたま名前を書き忘れた誰だれかさんだけが載のっていなかった。本来なら、何位であれそこに名前があるはずだった生徒の名前が。だから、崩壊した基準はたった一人残ったその生徒に合わせられることになった』
















　相変わらず、迅じん速そく、的確な状況分ぶん析せきだった。

　類一人の力ではとてもこうはいかない。

『ありがとうございました。アニャト先輩』

『あら、さっそく取りかかるの？』

『もちろんです』

『それじゃ、結果はいつものように教えてね。楽しみにしてるから』

　そうしてサービスからログアウトする。

　なるほど、考えてみれば──言ってしまえば順位表がバラまかれるに等しい不ふ祥しよう事じが起こっているにもかかわらず、取り立てて騒さわぎにもなっていない。

　それはきっと、「祇良堂ちずが行ったこと」だからだろう。

　これはむしろ素す晴ばらしいことなのだと、皆みなが模も範はんとするべき善行とすら──今はそんな世の中になってしまっているのだ。

　……考えれば考えるほど、頭が痛くなってきた。

「あれ？　類さん、どちらへ行かれるんです？」

　廊下から移動しようとした類の姿を、教室のちずが見み咎とがめた。

「飛んでいった順位表の回収にな。まずはモノがないと、直すも何もない」

「ちょ、ちょっとお待ちください類さん。まさか『修理』するおつもりですか？」

「当たり前だろ。何を言ってるんだ」

「いやいやいや。いつものオモシロ世界ならともかく、こんなにも素晴らしい世界を直す必要がどこにあるというんです？」

「……お前の一番の問題は、その無責任さだよな」

　類は一つ嘆たん息そくすると、こう言った。

　我が慢まんができない。

　我慢ができないのだ、と。

　それがなんであれ──たとえ『世界』であったとしても。

「壊こわれたまま放ほうっておくなんて、俺には我慢ができないんだよ」




　　　　五




　もちろん、おかしくなっているのは弐高の中だけに止まらない。

　街に下りて成績順位表を捜そう索さくしている最中、類は見た。

　たまたま通りがかった、とある商社前──

「聞いたよ。君、また営業回りをサボって漫まん喫きつで時間を潰つぶしていたんだって？」

「ぶ、部長。その……これにはわけが……」

　そこではどこか寝ねぼけたような顔をした若手のサラリーマンと、その上司と思わしき厳いかつい壮そう年ねんの男性が会話をしていた。

　若手はばつの悪い顔をして、険しい表情をした上司の顔色を恐る恐る窺うかがっていたのだが……。

「偉えらい！　君は社員の鑑かがみだよ！」

「え？」

「どうしたら他の社員たちが君を見習ってくれるんだろう。営業成績一位の山やま本もと君だっけ？　彼なんか特にそうだ。いつも仕事ばっかりしておるのだよ！　けしからん！」

「は、はあ……？」

「そうだ！　これから研修会を開こうじゃないか。みんなに、君の仕事のやり方を教えてやりたまえ！」

「え？　え？」

　最初は上司の突とつ然ぜんの賞賛に戸と惑まどっていた若手のサラリーマン。

　しかし彼も、徐じよ々じよに染まっていく。

「──いいでしょう。働き者の社員たちに、この私のやり方を教えてやりますよ！」




　それからまた、通りがかったとあるファミリーレストラン前──

「あっ」

　ガシャン！　と、外まで聞こえる小気味のいい音。

　窓から店内の様子を窺うと、どうやらウェイトレスが食器を下げる際に、誤って床ゆかに落としてしまったようだ。

　すると──

「「「わああああああああ────────────!!」」」

　その場にいたお客、従業員が拍はく手しゆ喝かつ采さい。

　のみならず、一いつ斉せいにスタンディングオベーション。

「やった！　今日もやった！」

「何枚だ？　いったい何枚いったんだ？」

　すべてが渾こん然ぜん一体となった店内。湧わき上がる歓かん声せい。

「じゅ、十三枚！　新記録ですよ店長！」

「ああ──あああっ！　君はこの店の誇ほこりだよ！」




「──どうすれば僕のようになれるのかって？　簡単なことです。何も考えなければいいんですよ」

　そしてとあるカフェテラスでは、インタビューらしきものが行われていた。

「みんな、物事を深く考えすぎなんです。見てください。僕なんて、本当に何も考えていない。強しいて考えていることといったら、そうだなぁ──どうやったら上う手まくサボれるのか、いかに効率的に手を抜ぬけるのか、それぐらいのものです」

「なるほど、私も見習わないといけませんね」

「ほら、だからあなたは駄だ目めなんです。見習うだって？　今だってこうして真しん剣けんに僕の話を聞いてしまっている。そんなことではいけないんですよ」

「そ、そうか。確かにそうですね」

「緊きん張ちようなんて馬ば鹿からしい。注意力なんて捨ててしまえばいいんです。そうすれば、ほら、世界はあの流れる雲のように──あるがままでいい」

「しかし、それがなかなかできるものではないんですよ。みんな、自分が負っている責任からはなかなか逃のがれられない」

「──責任。はっ、そいつは僕がこの世で一番嫌きらっている言葉さ」

「聞きましたか、みなさん。名言が出ました。名言です。私たちはこの言葉を胸に、明日あしたから彼に近づけるよう生きていきましょう！」




「……要するにこれ、祇良堂がどんな奴やつかの見本市だよな」

　呟つぶやきながら、類が立ち止まったとある電気屋の前では。

「──株式市場が大混乱しています。投資家たちが成長めざましい企き業ぎようを一斉に見切り、倒とう産さん寸前の企業の株を買いあさって──」

　……急ごうか。




　　　　六




「ようやく捕つかまえた」

　結局、片割れを回収した頃ころには、すでに太陽は東の空に沈しずみかけていた。走り回ったせいか、夕焼けがやけに目に染しみる。

「ちょっと待て。東の空？」

　そういえば、前にちずが「太陽って西に沈むんでしたっけ？　東でしたっけ？」なんて言ってたな、と思い出す。

　最終的に出した結論がこれだということだ。少し調べればすぐにわかることだってのにまた面めん倒ど臭くさがって、と類はため息を吐つく。こんなところもちず基準になっているのか。

　そうして、やっとのことで学校へと戻もどってきた──その足で真っ先に向かったのは、技術室。別にどこでもよかったのだが、長机が欲ほしかったのと、弐高の技術室は間取り的に隙すき間ま風かぜも入ってきにくい位置にあったためだ。

　窓の戸と締じまりを確かく認にんし、長机の上に破れた紙を広げる。作業中に風で紙が動いたら元も子もない。

「──さて」

　類は手術患かん者じやに向かい合う医師よろしく、両手に手て袋ぶくろをはめていた。

　自分の手汗あせで紙をよれさせることのないよう、かつ作業の邪じや魔まにもならないビニール製の薄うす手での手袋を。

　そうして静せい寂じやくを友とするかのような思考に沈む。

　セロハンテープでの補修──駄目だ。

　綺き麗れいに貼はる自信ならある。それにお手軽で便利な手段だ。しかしセロハンテープはどうしてもすぐに劣れつ化かしてしまう。酸化、紫し外がい線せんによる変化。黄ばみ、溶とけ出した接着面によるベタベタ。

　では、本の修理などに使うページヘルパーはどうか──それも悪くはない。

　劣化は大きく避さけられるし、表面も目立たない。紙の質に合うよう国内産の和紙だけではなく海外産のものも取り揃そろえているし、選せん択たくとしては無難。

　だが。

　類は、この紙の破れにわずかな「ちぎれ」がある点に着目していた。

　限りなく「元」の状態に。

　そう考えれば、選せん択たく肢しは一つしかなかった。

「糊のり付づけする」

　紙の補修に糊付けをする──あまり聞かないことではあるが、実はそれほど珍めずらしい話ではない。しかし、そのためにはちぎれ、つまり紙が破けた際に生じるそれぞれの断面の差、のりしろとなる部分が必要であった。

　しかも、よくよく見なければわからないほどのわずかな代しろ物ものだ。

　けれど、類ならば。

　この程度あれば──充じゆう分ぶん。

「すぐに、また働けるようにしてやるからな」

　類は語りかける。

　いずれは処分してしまう成績順位表にそこまで徹てつ底ていした補修は必要ないかとも思うが──

　それは彼自身が許せない。

　何より、そうでなくてはならないのだ。

　見せかけだけ整えた修理では、そんな中ちゆう途と半はん端ぱな修理では、決して「元」には戻らない。

　それがルール。

　だから緻ち密みつ。けれど繊せん細さいに。

　自ら削けずり上げ、手に馴な染じんだ竹たけ串ぐしと水で薄うすめても腐くさらないよう調合した速そつ乾かん性の糊。

　仕上げには、クッキングシートを被かぶせた上からアイロンで。

　その瞬しゆん間かん、回復という名の奇き跡せきは起こる──




　祇良堂ちずが何かを「壊す」ことで、この世界はどこかおかしくなってしまう。

　けれど、その壊れた何かを「直す」ことで、世界もまた元通りになる。

　それがこの世界の法則ルールだ。

　ならばこそ、ここは類の腕うでの見せ所。

　そうして今度も。




『修理』完かん了りよう──世界は正しく動きだす。




　教室へ戻ると、ちずを取り囲んでの騒そう動どうはまだ続いていた。

　類は呆あきれつつも、しばらくその様子を眺ながめていたが──

「あれ？」

　不意に、ユーが小首を傾かしげた。

「……もしかして、また何か起きていたのかい？」

　その台詞せりふに、類はようやくすべてが元に戻ったことを実感する。

　他ほかの生徒たちも同様だった。みんな一様に首を傾げ、不思議そうな表情を浮うかべている。

　どうやら「その間」の記き憶おくは曖あい昧まいになるらしい。

　正常でいられる類にはわからないことではあるが、自分が何をしていたのか、世界がどんな様相を呈ていしていたのか、まるで目覚めと同時に薄れていく夢の記憶のようにあやふやとなってしまう。

　ただ、前に事情を聞かされているユーだけは、「なぜそんなことが起こったのか」を知っている。

　だから夢の波が引いていくときに残留する違い和わ感かんめいたものから、また祇良堂ちずにまつわる何かが起こったのだろうと当たりをつけることができた。

　そうでなければ他の大多数の人々と同じように、「あれ？　さっきまで何してたんだっけ？」という反応しかできなかっただろう。

「うはっ。本当かい？　そんな面おも白しろいことになっていたんだね」

　今度は何が起こったのかを聞かされて、ユーは大笑いした。

　そう──笑い話だ。

　こうなってしまえば、すべてが。

「あれ？」

　そうして、その元げん凶きようたる祇良堂ちずはといえば。

「……類さん。もしかしてもう直してしまわれた……とか？」

「ああ」

「そんなぁ」

　周囲の反応でようやくそのことに気づいたのだろう、ちずががっくりと肩かたを落とす。

　しかし、やがてすっくと席から立ち上がって、教室から出て行こうとした。

　恐おそらくは──

「無む駄だだぞ。意図的に『壊こわして』も例の現象が起こらないのは実証済みだろ」

　そう。この現象は、あくまでちずが「意図せず」壊さなければ起こらない。

　昼間のように偶ぐう発はつ的に、うっかりミスでなければならず──つまり、狙ねらって起こせるものではないのだ。

　それもまたこの三ヶ月で判明している法則ルールだった。

　だからこそ、祇良堂ちずの自己アピールはどうにもこうにも厄やつ介かいなのだ。

　役に立とうとするあまり、ああいう事態を引き起こしてしまうのだから。

「それより祇良堂、こんなところにいていいのか？」

「何がですか？」

「何がって……ああ、もう手て遅おくれだったか」

　そのとき、こちらへと近づいてくる人ひと影かげがあった。その姿を見て、周りにいた生徒たちが帰り支じ度たくを始める。

「ルイ、ちずっちゃんへのお仕置きもほどほどにね。それから──毎度のことで悪いけど、また姉さんの相手、頼たのむね」

「ああ、わかってる」

「それじゃ、帰ろうか」

「そうだな。帰ろう」

　ユーに応じて、類もまた帰り支度を始めた。

「え？　な、なんですか？　なんでみなさん、急に」

　まだ状じよう況きようがつかめていないらしきちずに、類はジェスチャーで後ろを見るよう促うながした。

「後ろって──あれあれ、新砂先生ではないですか。本日もご機き嫌げん麗うるわしく」

「じゃあな、祇良堂。補習頑がん張ばってな」

「ちょ、ちょっとお待ちください類さん。新砂先生、なんだかとってもお怒いかりですよ？」

「そりゃもうこんな時間だもんな。お前、補習も出ずに何やってたんだ？」

「な、何をしていたんでしょうねぇ……？」

「それじゃ、また明日あしたな」

　丁度いい機会だから、たっぷり絞しぼられてこい──

　そんな捨て台詞ぜりふを残して、類は教室を後にした。







　第二壊：ここではない世界の住人







　──賢けん者じやはいつでもお腹なかを空すかせている。

　ありあまる知識と磨みがき抜ぬかれた知性とを持て余すばかりに、退たい屈くつという名の空腹に苛さいなまれているのだ。

　その好こう奇き心しんを満たすものだけが、ご馳ち走そう。

　しかし賢者は来客を嫌きらう。彼らは隠いん者じやでもあるからだ。

「世の中と折り合いが悪い」のだと──他者との接せつ触しよくを避け、交流を突つき放し、孤こ独どくを好む。

　それゆえにご馳走は遠ざかる。

　好奇心とは、その多くが経験によって満たされるものだからだ。独りの世界に閉じ籠こもり、日がな一日同じ景色を眺めて過ごす隠者に、体験と発見の悦よろこびはない。

　だからこそ──

　賢者にとって、好ましい来客こそが宝なのだ。

　それは賢者にとって数少ない、あるいは唯ゆい一いつの友人であり、その偏へん屈くつで独善に満ちた人生に起こった限りない奇跡とさえ呼べるほどに、気の置けない相手。

　賢者は、そんな友人の土産みやげ話ばなしを何よりも楽しみにしている。




　　　　一




『なんてことがありました』

　一日の締しめ括くくり。

　類るいはいつものように就しゆう寝しん前にはＰＣに向かい、今日一日の出来事を綴つづっていった。

　それはもうずいぶんと前から変わらず、そして絶えず続いている日課に等しい。

　けれどそれは、日記ではない。

　なぜなら、本人が読むために書かれているわけではないのだから。

『──キミは本当に墓場から縁えん遠どおい』

　即そく座ざに。読み手からのチャット反応は、やはり早かった。

『日常なんてものは、本来、墓の下にいるのと大差ないというのに。それがこうも刺し激げきに満ちているというのは、やはり──キミもまた「特別」だということね』

　チャットで「──」とか使うのはさすがにやめませんか、と類は反射的に打ち込みそうになったが、どうせ言っても無駄だろうと自制した。

　どうにもこんな日々が続くようになってからというもの、キーボードを叩たたく速度ばかりが上がってしまって困る。いよいよ生活の一部となってきて、油断すると脊せき髄ずい反射で返事をしてしまいそうになるのだ。

　しかしどうやら、本日の内容は「彼女」に気に入ってもらえたようだ──そう考えると、自然と口元が緩ゆるんでしまう自分がいた。

「彼女」と繋つながっているのは、とあるチャットサービス。

　平面立体クオータービユーの視点で描えがかれた仮想世界で自分の分身アバターを操あやつる、今となってはありふれたタイプのものだが、発表当時はブラウザさえあれば誰だれでも簡単に参加できるお手軽さとデザインのキャッチーさが受け、若者を中心に百万人以上の登録者数を叩き出した。

　中高生ならば誰でも一度は参加したことがあるといわれるほどであり、今でも接続者数は多い。日進月歩で進化し、次から次へと入れ替かわっていくこの手のサービスとしては、運が良かったといえるだろう。いまだ時代の波に淘とう汰たされることなく、老舗しにせとして数多くの現役ユーザーを抱かかえたまま稼か動どうし続けている。

　しかし、サービス開始当初から続けている古参ユーザーであっても、類の画面を見たら首を傾かしげざるをえなかったであろう。

　そこには「教室」が広がっていた。

　このサービスは渋しぶ谷やや新しん宿じゆくなどを模した街中、公園などの日常の風景をベースとしたマップでチャットをするのが基本であり、それに加え、日々コンテンツを消費していくユーザーを飽あきさせないよう海や山といったバカンスポイントや、イベントなど期間限定で開かれる城や教会、果ては宇宙ステーションなんてものまで存在する。

「教室」はその中でもごくごくありふれたマップの一つだ。それ自体は取り立てて珍めずらしいものではない。

　だが──

　すでに多くのアバターたちが談だん笑しように興じる教室の中に、類はいた。類のアバターは、このサービスに登録する際、性別で「男性」を選ぶと提供される、飾かざり気のないデフォルト状態のまま。

　その前には、教きよう壇だんに腰こしかける少女の姿。

　──ただのデータと割り切るにはあまりにも艶つやのあるその瞳ひとみは、高圧的にして。

　この世を俯ふ瞰かんするかのようなその眼まな差ざしのまま、口元に浮うかべた微び笑しようには今にも血と生いけ贄にえを欲ほつするかのような残ざん酷こくな艶えん気げに満ち満ちて。

　なのに風もないのに揺ゆれ動く、アバター特有の動作を伴ともなう長き髪かみは白く──それどころかまるで光の糸で編まれてでもいるかのようにその顔も身体からだも輪りん郭かくさえもすべてが白く、透すき通るようだった。

　その白さは、黒と赤こそが何よりも似合うであろう少女を、まるでこの世の神秘を結集したかのように神こう々ごうしく仕立てていた。

　肉付きのよい身体も、劣れつ情じようと神聖の狭はざ間まで愚おろかな男どもを飼い殺すかのように。

　それは言うなれば、暗あん澹たんたる底の底に堕おちた女め神がみの如ごとく。

　──なのに。純じゆん朴ぼくさを表すかのようなその薄うす手でのワンピースがこれほど似合うのかと感かん嘆たんするまでに、少女はどこまでも限りなく「少女」で。

　色白の肌はだ──という言葉はすでに通り越こしてしまったかのように、色素さえも失われてしまった少女は透とう明めいとさえいえた。

　いや、実際に少女は透明だった。

　首を傾かしげるべきはそこだ。

　その少女のアバターは、まるで類の画面にしか映っていないかのようだった。

　事実、会話をしているはずなのに少女の言葉は他ほかのどのチャットログにも残らず、類の履り歴れきにしか表示されていない。

　端はたから見ればその光景は奇き怪かいに他ならなかった。類という少年が操るアバターは、他の誰にも見えない相手と会話をしているのだ。周囲が遠巻きに「あいつ独りで何やってんだ」「気持ち悪い」と、距きよ離りを置いているのも無理からぬことだった。

　しかし、それも含ふくめて類には慣れたもの。

『殺さっちーが一ひと度たびその「力」を解放すれば、キミの日常には夜明けが訪おとずれる』

　白銀の頭上に『アニャト』のハンドルネームをまるで冠かんむりのように表示させている、少女との会話を続けていた。

『楽しくて仕方がないでしょう？　彼女が現れて以降の高校生活が──』

『祇し良ら堂どうですか？　いえ、楽しむどころか大いに迷めい惑わくしてるんですが』

『ふふっ、人は非日常に対してついついそんな反応を返してしまうもの。そうして普ふ通つう、などという常識人たちのありがたいうわ言に耳を貸してしまうのね。けれどキミの本音はわかっているから大だい丈じよう夫ぶよ、心配しないで』

『はぁ』

　わかっている──そう、先せん輩ぱいはわかっている。

　わかっていてこの遊ゆう戯ぎに興じている。

「いつまでこんなことを続けるんですか、先輩」

　思わず独りごちる。もうどれだけ、アニャト先輩の顔を見ていないだろう。

　いつからかひきこもってしまった先輩との接点は、チャット上でだけ。

　家が隣となり同どう士しだというのに。

　物心つく前から、幼なじみとして顔を合わせてきたというのに。

　類の部屋の窓を開けると、その真向かいにあるのが先輩の部屋だというのに──当人曰いわく「ベタすぎてむしろ珍しい」関係はもうずいぶんと昔に停てい滞たいしたまま、決して普通ではない関係に落ち着いてしまった。

　先輩がひきこもって以来、類は毎日のように彼女とこうしてチャットをしている。

「今日はこんなことがありました」と、土産話のように自分の日常を伝えがてらその様子を見ている。

　そうして折に触ふれ、

『まあ、それはともかくですね。いい加減、ユーにくらい顔を見せてあげてくださいよ。実の妹でしょう？』

　こうして、先輩をひきこもりから脱だつするべく説得を続けている。

『実の妹──というと、そういう設定プロフイールを作り上げてあたしを監かん視ししている、敵性たる神族から送り込まれたあの子のことかしら？』

　はいはい。と、いつも通りの反応に嘆たん息そく。

　設定というのなら、それこそが先輩の「設定」だ。

　しかしそう言いながらも、いつもよりほんのわずかにチャットの反応が遅おくれたのは、もうずいぶんと顔を合わせていない妹のことを気にかけてくれたから──と思っていいのだろうか。

　そんなわずかな部分に希望を見み出いだし、まだ決して遅おそくはないですよと、類は続ける。

『あのですね。ユーはむしろ、先輩のそういうところを理解しようとしているから、今のこの状じよう況きようも受け入れようとしているんですよ。本当はすごく心配しているんです。いいから、たまには顔だけでも見せてあげてください』

　なぜなら、こうしてアニャト先輩との接触が許されているのは類だけなのだから。

　一いつ緒しよに暮らしている家族にさえ満足に顔も見せないくせに、チャットを通してとはいえ類だけが先輩とコンタクトを取ることが許されている。

『キミはまだ、あたしをひきこもりという言葉で括ろうとしているのね』

『他にどう表現すればいいのでしょうか』

『それはキミが信じる日常に照らし合わせて、あたしの日常がそれから外れたものだと決めつけているだけ──真実がどちらにあるのか確かめることもなく。本当は、こうしているあたしの方が正しいかもしれないというのに』

『確かめるまでもなく、現実は現実です。先輩、いい加減にこの遊びはやめましょうよ』

『──しかしあたしは、あたしの真実を信じている。キミがキミの真実を妄もう信しんしているように。さて、キミは学校経営者という表の顔を持っていたわね？』

『ええ、まあ』

　別に表の顔でもなんでもないが。

『キミがひきこもりと表現したその行こう為いに、あたしは情熱を注いでいる──それが世界の真実であるがゆえに。意見が異なるからといって若者の情熱を頭から否定するというのは、学校経営者としてどうなのかしら？』

『すみませんね。まだまだ富とみ岡おかさんがいないと何もできない未熟者でして』

　そう返すと、アニャト先輩は可お笑かしそうに、

『ふふっ、キミがあたし相手に皮肉とはね。あの小さかったルイ君が』

　またそうやって都合よく子供扱あつかいする。類は少しだけ膨ふくれたような表情を見せた。

『しかしそれでは、「そちら側」を捨てた者には届かない。あたしはきっと、「そちら側」からすれば世捨て人なのでしょう。隠いん者じや、と言い換かえてもいい──自らを取り巻く世界の健全さを疑わない者は、そんな人間に関かかわらない方が身のためよ』

　しかもさり気なく「ひきこもり」ではなく「世捨て人」、さらには「隠者」という言い方への訂てい正せいを要求してきた。そっちの方が先輩好みなのだろう。

　──いつもこんな感じだ。いまだに説得に成功した例ためしはない。

　しかし、世捨て人──か。その意図はともかく、確かにアニャト先輩をただのひきこもりと呼ぶのは少し違ちがうのかもしれない。

『俺はただ惜おしいと思っているだけですよ。かつては神童とまで呼ばれた先輩が、こんなふうに才能を埋うもれさせていることが』

　気を取り直し、類はそう切り返した。みんなが心配しているとか下手に直球を投げても先輩には逆効果であることは、いい加減に学習してもいい頃ころだ。

『神童。それは多くの場合、非常に想像力の豊かな親を持った子供のことである──』

　恐おそらく何かの引用だろう。先輩の頭にぎっしりと内容の詰つまった事典が開かれたのだ。

『先輩の才能は親の贔ひい屓き目めを差し引いてもずいぶんと余るでしょう。引くどころか割ったっていいくらいだ』

　しかし負けじと類は食い下がる。

『それは買いかぶりよ。あたしはただのインテリ。インテリとは、理解できないと安心する人間であるってね』

　……どういう意味だ？　類の思考の一いつ瞬しゆんの空白に、アニャト先輩は続けざま言葉を投げかける。

『ある人々の持っている図書室は、宦かん官がんが持っているハーレムのようなものなのよ』

　それは理解の助け。思考の導き。

　ああなるほど、となんとなく理解できたときには、すでに主導権は奪うばわれている。

『先輩はそれには該がい当とうしないでしょう。使いもしない事典やら専門書やらを棚たなに飾っては悦えつに入っている「知識人」とやらとは根本的に違う』

　しかしそこから食い下がっても、やはり先輩には届かない。ただ煙けむに巻かれるだけだ。

　それはまるで、人ひと里ざと離はなれた森の奥底に隠かくれ住む賢けん者じやとの問答であるかのように。

『ね。そんなことより、殺っちーの話の続きをしてよ』

　そうして言われてしまう。

　賢者のもとを訪れた愚ぐ者しやは、賢者をどうにかして世の中に連れ出そうとあれこれ知ち恵えを絞しぼるのだが、いつも賢者に言い包くるめられてしまう。

　そうして、賢者が喜ぶ旅の土産みやげ話ばなしを提供する役割に留とどまってしまうのだ。

「……そんなこと、か」

　賢者が最も喜ぶ旅の土産話。

　アニャト先輩の最近の興味は、殺っちー──先輩がそう呼ぶ人物、祇良堂ちずに集中している。

『殺っちーもまた、「こちら側」の住人に他ならないのだから。どこの神がなんの目的で遣つかわしたのか、あるいは彼女自身になんらかの目的があるのか、あたしは探さぐらねばならない──』

　自らが神であるという、アニャト先輩の設定。

　そんな「遊び」に嘆息を覚えながらも、類は催さい促そくに応じて、その後の展開を伝えていく。

　ちずを中心とした世の中になった後は、これこれこうなって──と、できるだけ面おも白しろい話になるようにと自分なりにも工く夫ふうをしながら。

　結局、こうなってしまうのだ。

　類の本心がどこにあろうと、最終的にはアニャト先輩を喜ばせるために尽つくしてしまう。

　もちろん事実を曲げるつもりなどないし、嘘うそをつくつもりもない。しかし、他人の話が面白く聞こえるかどうかなんて言い方しだいだ。どんなに面白い話でも言い方しだいでは非常につまらないものになってしまうし、その逆もまた然しかり。

　そこまで言ってしまうと極きよく端たんかもしれないが、先輩がせっかく食いついてくれたのだから──工夫することでより面白く聞こえるのなら、彼女により楽しんでもらえるのなら、その努力は惜しみたくないのだ。

　……言いたいことはもっと他にあるはずなのに、とわかってはいながらも。

　その言葉を吞のみ込んで、今日もまた日記を記すかのように、類はアニャト先輩に己おのれの一日を報告する。

　彼女に娯ご楽らくを提供するために。

　興味を持ってくれるだけまだマシだとわかっているから。

　なぜならば。

　彼女がこうしてひきこもってしまった理由は──




「この世界に飽あきてしまったから」に他ならないのだから。




　　　　二




　実に不思議なものだが──

　学校という場所には、人の出入りが極端に少ない部屋というものが存在する。

　本来はなんらかの用よう途とがあって設けられた部屋であるにもかかわらず、まるで忘れ去られてしまったかのようにほとんど使われもしない部屋が。

　そうなった背景には学校側からすれば様々な事情が絡からんでくるのであるが、いかなる事情があるにせよ、それが不ふ憫びんな話であることには変わりがない。

　物にはそれぞれ役目というものがある。部屋も同じだ。与あたえられた役割を果たせないのであれば、そこに存在する意味までもが失われてしまうのではないか──

「ですからわたしがですね、家として使ってあげているわけですよ」

　しかしながら、その主張はどうだろうか。

　放課後。本日の祇良堂ちずの居城はここ、視し聴ちよう覚かく室にあった。

　授業でもあまり使われることのないこの部屋は、放課後ともなるといよいよ誰だれも寄りつかない。今日はそこに目をつけたようだ。

「よくもまあ、毎度毎度こんな穴場を見つけてくるものだな」

　呆あきれる類に、ちずはふふん、と得意げに胸を張ってみせる。

「この世に誰にも必要とされないものなんてない。それを必要とする人間は必ずいる。いつも類さんがおっしゃっていることです。さあ、類さん。褒ほめてください」

「よくやった祇良堂。じゃあ、出て行ってくれ」

「なんでそうなるんですか。また、わたしの居場所を奪うおつもりですか」

「お前の居場所じゃない。人の出入りが少なかろうが今は使われていなかろうが、ここは学校だ。お前が住むための場所じゃない」

　類はちずの曲解した主張を捻ねじ伏ふせる。確かにそういう趣しゆ旨しのことは言ったが、それとこれとは話が別だ。

「──類さん。学校というのは、生徒のためにあるものではないんですか？」

　しかしちずは食い下がる。屁へ理り屈くつという名の武器を手に。

「その通り。ただし、生徒が勉強するためにある場所だ。生徒が宿しゆく泊はくするためにあるものではなく、まして家とするためにあるものでもない」

　武器の穂ほ先さきが曲がっているようだったので、正しい形に言い直してやる。

「……女の子の部屋にどかどかと乗り込んできて、何も彼もを奪っていく。類さんはほんと、生きつ粋すいの鬼き畜ちくさんですよ」

「俺が悪い流れに持っていっても、お前に出て行ってもらうことに変わりはないぞ？」

　やれやれだ。本当に──毎日毎日、よくも飽きないものだ。

　たまたま見つけた空き教室を皮切りに、ずいぶん昔に茶さ道どう部が廃はい部ぶになって以来使われていなかった和室、どうして第一しか使われないのに第二があるのかわからない音楽室、住み込み制度があった頃の旧校務員室、などなど、ちずが探し出してきた空き部屋は数え上げれば切りがない。

　終しまいには校舎の屋上にテントを張ってまで──そのテントはワンダーフォーゲル部から勝手に拝借していたものだということが後に判明したが。

　ちずのこういった部分がいまだ問題になっていないのは、奇き跡せきといえた。

　今のところ、生徒たちはそれほどおかしく思わずいてくれているようだが──いつ限界がくるとも知れない。

　他ほかの誰でもない、祇良堂ちず自身の奇き怪かいな行動のせいで。

　だからこそ、その度たびにこうして拠きよ点てんを突つき止め、追い出すの繰くり返し。

　しかし、まるで効果がない。

　そんな二人のいつものやり取りを見て、ぷぷぷぷと身を震ふるわせていたのはユー。

「笑い事じゃないぞ、ユー」

「いやいや、他の生徒には見せられない姿だなぁと思ってね。ちずっちゃんに憧あこがれている男子生徒がどれだけいるか──いや、男子だけではなく女子もだよ。ああ謎なぞに包まれたお嬢じよう様さま、私たちとは住む世界の違うお方、いったい普ふ段だんはどんなことを考えてらっしゃるのか──その答えのすべてがここにあるんだ」

「聞いたか祇良堂。ユーが良いことを言った。お前の人気が地の底まで落ちる前に、この状じよう況きようを改善するべきだとは思わないか？」
















「いえ、別に。勝手に勘かん違ちがいされているだけですので、バレても特には困りません」

　困れよ！　という水みず掛かけ論。暖簾のれんに腕うで押おし。糠ぬかに釘くぎ。

　脱だつ力りよくする類に、ユーが言う。

「なんかアレだね。放課後になるとこうしてちずっちゃんを捜さがすのは、ルイの日課みたいになってきたね」

「それには俺も驚おどろいている。まさか祇良堂がこんなにしつこいとは……なんでこう毎日違った場所を見つけてこれるんだ」

「ふふん。まだまだストックはありますよ。明日あしたはさて、どこに居るでしょうね？」

「祇良堂さてはお前、楽しんでるだろ？」

　そんなやり取りを見て、ユーが再び大爆ばく笑しようする。

　一刻も早くこんな日々に終しゆう止し符ふを打ちたい類としては笑い事ではなかったが、どうにも終わりが見えない。なんだこのエンドレスゲーム。もう三ヶ月にもなるぞ。

　先日、いつの間にやら扉とびらを壊こわしていた旧校務員室のときなんか、その前日に追い出したはずなのに翌日には同じ部屋に舞まい戻もどっていた。「──いつから退いたと錯さつ覚かくしておられたんですか？」とドヤ顔をしていたちずが憎にくらしい。

「なんだか、こういう部活みたいだね」

　やがてユーが言った台詞せりふに、類はいよいよ激しく脱力した。

「笑えない冗じよう談だんだ。何が悲しくて学校に立て籠こもろうとしている奴やつを捜すことに青春を費やさないといけないんだ」

「野球みたいに甲こう子し園えんとかあるとよかったんだけど。ルイならかなり勝ち抜ぬけそうだ」

「……ユー。そういやお前、この祇良堂捜そう索さくという苦行に毎日付き合ってくれてるけど、実はお前も楽しんでたりした？」

「今いま頃ごろ気づいたのかい？」

　なんてことだ。味方が一人もいなかった。

　そういやいつぞやもユーは、「素す直なおに退いたと見せかけて、ルイがいなくなってから再びもとの部屋へと戻る──この技わざは確か、ルールブックに記き載さいされていた『ブラックタイガー』なる高等技術……！」とか一人で盛り上がっていた。

　何がブラックタイガーだ。響ひびきが面白いだけで、それエビの種類じゃないか。

「お聞きになりましたか類さん。どうやらわたし、お役に立っているようですよ。娯楽を提供しているのです。言わば、高校生活に彩いろどりを与えているわけではないですか」

　そして、ちずがここぞとばかりにアピールしてくる。

「このお役に立ちっぷりは、類さんの中でいったい何理事長分のカウントになってしまうのでしょうか」

「なんのカウントだよそれ」

　呆れるも、そこへすかさずユーが乗ってくる。

「面白いんだからいいじゃないか。ねえ、ちずっちゃん」

「ですよねですよね。ユーさんは話がわかります」

「面白いか面白くないかの基準で決めるな、ユー。それと祇良堂を甘やかすな。こいつは際限なくつけ上がる」

「はいはい」

　頷うなずくも、まったくわかっていなさそうな顔に、類は再びため息を吐つく。







「──結局、ここからも移動ですか」

「誤解するな。移動じゃない。学校から出て行くんだ」

　間ま違ちがいを訂てい正せいしてやり、ちずを視聴覚室から追い出した。

　弐に高こうでは安全面の問題から、基本的に教室などの内鍵かぎはかからないようになっている。

　視聴覚室などの特別教室もまた然り。だからちずが立て籠もったところで、見つけ出してしまいさえすればさほどの問題もなく──

　仮に鍵をかけて籠ろう城じようされたところで、類は理事長としてマスターキーを保有している。本当はすべて富岡に預けたのだが、「自分はあくまで代理ですから」と返されてしまったのだ。

「そうだ、祇良堂。前にも言ったけど、あそこにだけは近づくなよ？」

「校庭の隅すみにある物置ですよね。わかっておりますよ」

　ちずは返事だけはいい。そのくせ、また明日には違う部屋に居座っていることだろう。実に不毛なやり取りだった。

「あそこは鍵が壊れている上、老ろう朽きゆう化かのせいもあって取り壊し予定なんだ。迂う闊かつに入ったら閉じ込められる可能性だってあるんだからな？」

　しかし類は挫くじけず念を押す。

「物置の前には生徒たちにもわかるように注意書きの看板を出してあるけど、お前はそれを無視しそうだから言ってるんだぞ？　わかってるな？」

　横合いのユーが「それはなんだかフラグにしか聞こえないね」と不ふ吉きつなことを言った。しかも当の本人と来た日には、

「わかっておりますわかっております。あそこにだけは近づくなということは、つまり他の場所は許可が下りたと、そう受け取ってよろしいんですよね？」

　などと言う。そしてユーが笑う。いつもの連れん鎖さ。

「……だいたい祇良堂な、お前、いつまで家出してるつもりなんだ？」

　失望よりも尚なお深い絶望の海に突き落とされて、類は核かく心しんを突く。

「何があったか知らないが、もうそろそろ帰った方がいいんじゃないか？　親おや御ごさんだって心配しているだろう？」

「家出ではありませんよ。類さんが勝手に人を家いえ出で娘むすめ扱あつかいしているだけではないですか」

「家出じゃないなら、なんで学校に住み着こうとしてるんだよ」

「家がないからです」

「ほらみろ、家出じゃないか」

「違いますよ。家出ではなくて、家がないんです。どこへ帰ったらいいのかわからないんですから」

「またそれか」

「こればかりは仕方ないではありませんか。覚えていないんですから」

　──これだ。この話の行き着く先は、いつもここ。

　ちずが言うには、自分はある日突とつ然ぜん、着の身着のままで道の真ん中に立っていたという。

　それ以前のことは、何一つ覚えていないまま。

　途と方ほうに暮れた彼女にとって、唯ゆい一いつの手がかりとなるものといえば身につけていた制服くらいのもので、そこから通っていた学校を捜し出し──そして今に至る。ということだったのだが。

「記き憶おく喪そう失しつとか、作り話にしてもベタすぎるんだよ」

「事実というのは、意外と辻つじ褄つまが合わなかったりするものなんですよ。完かん璧ぺきなアリバイの方が、逆に作られた臭くさいです」

　類はちずのそんな主張を信じていなかった。

　そこまでして家に帰りたくないのか──しかもベタな上、やけに詰つめの甘い設定だ。どうせ嘘うそをつくなら、もうちょっとディテールに凝こってもらいたい。

「それより類さん。実はですね、お尋たずねしたいことがあるんです」

「なんだ？」

「それが……ちょっと訊ききにくいことで」

「……なんだよ。俺で答えられることだったら、答えるよ」

「ほんとですか？」

「ああ」

「ではお尋ねしますけど、類さんの弱みってなんなんですかね？」

「……試ためしに、知ってどうするのか言ってみてくれ」

「そんなの、弱みを握にぎればわざわざアピールするために働かなくて済むからに決まっています。あとあと、弱みを利用して類さんに甘やかしてもらうんです」

「画期的なアイデアだな」

「そうでしょう。わたしは日夜、いかにすれば楽に生きていけるかを考えております。昨日だって、寝ねずに一晩考え──ようとしたらめんどくさくて寝てしまったんですが、起きたときに思いつきました。天才かもしれません」

「わかった。弱みっていうのは、つまり他人に対して後ろめたく感じていることだよな。それなら俺の弱みはお前だ。お前のような生徒を弐高に通わせていることが、他ほかの生徒たちに対して申し訳なくて仕方がない」

「…………」

「わかったら、今日こそ家に帰ってくれ」

　言ってやるも──どういうわけかちずは類から遠えん慮りよがちに目を逸そらし、その頬ほおを赤く染めていった。

「まさか、こんなにも熱ねつ烈れつな愛の告白をされるとは……」

「何を勘違いしているんだ。どうして自分の都合のいいようにしか受け取らない」

　まったく──

　一つだけはっきりしていることといえば、祇良堂ちずがこの私立弐そえ地ち高校の生徒であることに間違いはなかった、ということだ。

　これに関しては富岡も首を捻ひねっていた。彼女は「理事長のお役に立つこともあるかもしれない」なんて理由で、全校生徒の名前と顔はもちろん、身長体重性格素行家族構成もろもろすべて記き憶おくしているような人物だ。

　その彼女が、ちずの顔を知らなかった──だからこそ学校に住み着き始めた当初「侵しん入にゆう者」だと判断されたわけだが、どういうわけかちずがこの高校の生徒であるという書類が存在したのだ。

　書類では、一年前の春に入学している。つまり現在は類と同じ二年生なのだと。

「祇良堂ちず」という名前は、それによって逆輸入されたものだ。本人はあくまで「覚えていない」と主張しているがために。

　祇良堂といえばこの街の有名な名家であるが、しかしそこへ確かく認にんしても「そんな子は知らない」と言われる始末。

　念のため、捜そう索さく願いは出ていないかと、そっちの線でも当たってみてはもらったものの──結果は空から振ぶり。

　本当によくわからない。

　祇良堂ちずとは、いったい何者であるのか──

　もう三ヶ月だ。

　それなりに付き合いも長くなってきた類ではあるが、これが一向にわからない。




　　　　三




「ま、実際はその辺どうでもよかったりするんだけどね」

　ユーが言うところの「部活」が終わった頃ころには、すでに日が暮れかけていた。

　確かに、どっと疲つかれて家路に着くという意味でいえば部活に似ているかもしれないが、心ここ地ち良い汗あせとは無む縁えんすぎる。今すぐ退部届けを出したいので顧こ問もんを教えてほしい。

「ちずっちゃんが家いえ出で娘むすめかどうかなんてことより、なんであの娘こが物を壊こわすとあんなことになってしまうのか──問題はそこだよ」

　ユーがそう言ったのは、帰宅の道すがら。アニャト先せん輩ぱいと家が隣となり同どう士しということは、つまりその妹であるユーと類もまた幼い頃からのお隣同士ということだ。

　ちずの居座り問題は類にとって別にどうでもよくはなかったのだが、しかし一番の問題がそこにあるのも確かだった。

　なぜ、祇良堂ちずが物を壊すとこの世界まで壊れてしまうのか？

　それは彼女が持つ、なんらかの力なのか？

　その関連性は？　彼女の正体は？

　何もかも、わからないことだらけのまま。

「……姉さんはなんて言ってる？」

　そこから続いたユーの問いには、僅わずかに遠慮がちな響ひびきがあった。

　実の妹なんだから、直接訊けばいいのに──なんて言えるはずもない。類はまるで気にしていない様子を装よそおって答えた。

「『殺さつ概がい者しや』──だってよ」

　ちずが何を壊そうともその影えい響きようを受けず、変容する世界に染まらず、本来あるべき世界の「常識」を持ったままでいられる類。

　変わってしまった世界を、どういうわけか「おかしい」と感じることのできる類。

　その類から話を聞いて、誰だれより歓かん喜きした人物こそがアニャト先輩であった。

「ただ、『殺概者』になんてルビを振るかはまだ決めかねているそうだ。そうこうしているうちに、殺さっちーとかいうわけのわからない呼こ称しようで定着した。あくまで先輩の中でだけだが」

「あっはっは。姉さんらしいよ」

　その言葉を聞いて、ユーが笑った。

　アニャト先輩は、その嗜し好こうとして昔から神秘的なものを好んできた。

　まるで膨ぼう大だいな知識を有する賢けん者じやのように、そして人ひと里ざと離はなれて隠かくれ住む隠いん者じやのように──まさに神秘主義者の如ごとく、彼女はこの世の不思議を愛してきた。

　……といえば聞こえはいいが。

「相変わらずかい？　姉さんは」

「ああ、相変わらずの中二病アレだ」

　しかしどうにも、病気その一言であの人を括くくってしまうのには抵てい抗こうがある。

　確かにもともとはそうだ。先輩は昔からコミックやライトノベルをこよなく愛してきた。

　今では彼女のハンドルネームとなっている『アニャト』というのも、その発はつ祥しようはあだ名として使われていたもの。

　その開花は小学校低学年と早く、類曰いわく「急に自分がどこだかの神様の生まれ変わりだとか言い出した」というエピソードに端たんを発する。

　ちなみにそんな名前の神など、世界中どこを捜さがしてもいない。

　要は早すぎるとはいえアレ真っ盛さかりの少女が壮そう大だいな名乗りを上げようとしてテンションが上がりすぎ、その結果、壮そう絶ぜつに名前を咬かんだだけなのであるが──このあたりは彼女としても譲ゆずれないラインであったらしく、「生まれ変わってこういう名前になった」と意地になってしまった。

「懐なつかしいね。あの姉さんが、珍めずらしくちょっと涙なみだ目めだったもの」

「ああ。あれ以来、あの名前で呼ばないと反応しなくなったよな」

　そんな昔話。だから周囲も仕方なくその名前で呼んできた、というわけで。

『殺っちーもまた、「こちら側」の住人に他ならないのだから。どこの神がなんの目的で遣つかわしたのか、あるいは彼女自身になんらかの目的があるのか、あたしは探さぐらねばならない──』

　そうして現在。

　祇良堂ちずの存在を知って以来、アニャト先輩は喜々としてそんなことを言い始めた。

　自らが神であるという設定の中で生きるアニャト先輩にとって、祇良堂ちずという謎なぞの塊かたまりである少女は降って湧わいた「神秘」そのもの。

　アニャト先輩曰いわく、神々には太古の昔から世界各地の神話の垣かき根ねを越こえての争いが起こっているらしく──ちずはそのどこかの神話の神がなんらかの目的で送り込んだ存在ではないか、あるいはいまだその存在さえ知られていない勢力からのメッセージなのではないか、などと。

　要するに、祇良堂ちずという存在を自らの設定に組み込んで愉たのしんでいる有り様だ。

「けどねぇ」

　ユーが唸うなる。

　その思春期特有の病やまいというか、誰しも経験のある、しかしやがては誰もが己おのれの黒歴史として目を背そむけていく苦い過去。

　その言動に振り回される周囲としてはやれやれと思いつつも、高校二年生という分別ある年ねん齢れいとなった今にしてみれば、いまだその病に冒おかされる患かん者じやを微笑ほほえましく見守っていられる──はずだったのだが。

「『表』なら時間が解決してくれるかもしれないけれど、姉さんは『裏』中ちゆう二に病びょうだから」

　アニャト先輩の場合はそうはいかない。

　中二病それには表と裏の棲すみ分けがある。

　表はといえばすでに市民権を得ている感のあるもので、年齢不相応な背せ伸のびから始まり、やがては不良ぶったりするＤＱＮ系やらサブカル系やらファンタジー系やらケミカル系やら、土台となる設定は多た岐きに亘わたるものの、概おおむね「何かの影響を受け、それに染まっている自分に酔よって」おり、そして「そんな自分を疑いもしない」状態を指す。

　だからこそ、後にその頃の自分を振り返ったときに身み悶もだえするような恥はずかしさに襲おそわれ、過去を封ふう印いんしようとする──

　つまりはとても健全な中二病だ。高校、大学と進学していき、やがては社会人として巣立っていく中、いつしか現実との折り合いをつけて自己を確立し、病から卒業、あるいは一歩引いてただの趣しゆ味みとして落ち着いていく、あくまで一過性の病。

　けれど、「裏」は違ちがう。そこからさらにもう一歩踏ふみ込んだ状態にある。

「風か邪ぜもそうだけど、やっぱり病って拗こじらせると厄やつ介かいだよね」

　ユーの言う通りだ。

　裏は「そんな自分を自覚」しており、もはや一周して「そんな状態にある自分を面おも白しろがっている」という、ある意味、自分自身さえも俯ふ瞰かんの対象とするかのような遊ゆう戯ぎに興じている状態を指す。

　だからそれは一過性の病ではない。開き直りにも近いその開眼に終わりはなく、言うなれば精神的には成熟した状態にありながらも中二病を卒業しなかった大人──卒業できなかったのではなく、あえて、意図的に、卒業しなかった大人。

　つまり、ダメな大人のことを指す。

「まあ、ユーの言わんとしていることはわかる」

　類はほぼ毎夜となる、アニャト先輩とのチャット画面を思い出す。

　常つね日ひ頃ごろ、若者たちで賑にぎわう大規模なチャットサービス──にひどく酷こく似じしたデザインとインターフェースを持ちながらも、実際は「別物」であるその空間。

　そこにこそ、アニャト先輩の『部屋』は築かれる。

　あれは既き存そんのサービスを利用しているのではない。アニャト先輩によって「似せて」作り出されたものだ。

　教室の中に配置された類以外のアバターはすべてアニャト先輩のプログラムによって動かされている。

　類が「自分にしか見えない少女と話している」状じよう況きようを奇き怪かいに思い、気味悪がり、ひそひそと噂うわさしている──その状況自体が作り出されたものなのだ。

「アニャト先輩のは、こう……なんていうか、一回りどころか二回り三回りはしている感があるからな」

　自分が「そう」であることなど、もはや当たり前。

　だからこそ自分ではなく、まるで類が中二病になっているかのような状況を演出して愉しんでいる──こちら側へおいでと手招きするかのような「遊び」。

　末期まで拗らせた快楽主義者。この世すべてが彼女の遊び場。

　タチの悪さでいえば、祇良堂ちずに引けを取るものではない。

「悪いね、ルイ。いつも迷めい惑わくかけて」

「気にするなよ。俺も先輩のことは放ほうっておけないからな」

「…………」

「ん？」

「いや。すまないけど、これからも頼たのむよ。ひきこもってからこっち、姉さんにとって現実との接点はルイとのチャットだけだ。もしもそれがなくなったら、あの人、どこへ行ってしまうかわからないからね」

「ああ、わかってる」

　もうこんな状態が続いて久しい。

　ユーは心配を顔に出さないよう気き丈じように振ふる舞まってはいるものの、本当はどれだけ姉の状態を案じているのか類は知っている。

　だからこそ、類もまたほぼ毎日となる「報告」を怠おこたらずにいるのだ。

「あら、こんばんは類くん」

　そんな、どこかもやもやとした空気を切り裂さいてくれたのは、馴な染じみの商店街を通りがかったときにたまたま向かいからやってきた主婦だった。夕飯の買い物帰りなのだろう、ネギの飛び出した買い物袋ぶくろをぶらさげている。

　類は姿勢を正して会え釈しやくすると、

「こんばんは、北きた川がわさん。この前直したエアコンの調子はいかがですか？」

　そう言った。目上の人間に対して失礼のないようにと、類は厳しく躾しつけられている。

「すっごくいいわよ。類くんに頼んでよかった。聞いていた通りね。ほんと、ありがと」

「いえ、僕の方こそ夕飯をご馳ち走そうになってしまって」

「そんなのいいのよ。あ、そうそう。今度、東とう條じようさんもお願いしたいって言ってたけど、頼んじゃってもいいかしら？　ほら、三丁目のまとめ役の東條さんの奥さん。なんでも、空気清せい浄じよう機きの調子が悪いんですって」

「もちろんです。僕で直せる範はん囲いならいいんですけど」

　そんな会話を交かわし、機き嫌げんよく去っていった主婦の背を見送りながら、ユーが尋たずねた。

「……今のって、町内会会長の北川さんのところの奥さんだよね」

「ああ。この前、エアコンの修理を頼まれてな。原因は室外機の方だったんだけど──なんでも西にし田ださんの奥さんに聞いたとかで」

「その西田さんは、南みなみさんに聞いたって言ってたよね」

「ああ、そうらしいな」

「ルイはアレかい、学校のみならずこの街の影かげの支配者にでもなるつもりなのかい？」

「なんだそれ？」

「この世で一番敵に回しちゃいけないのが誰だか知ってるかい？　それは警察でも政治家でもヤクザでもない、ああしてルイが着々と票を集めている人たちだよ」

「……なんの話だ？」

「ルイは自分が築いているその絶大な信しん頼らいがどれほどの武器になるのかわかっていない。わからずに黙もく々もくと武器を砥といでいるルイが怖こわい。一生、友達でいよう。絶対だよ」

「大おお袈げ裟さだな。わざわざ業者を呼ぶまでもない修理を引き受けただけだぞ。別に俺じゃなくたって、休みの日にダンナさんがやれば済む程度の内容だよ」

「いや、普ふ通つうのダンナさんはエアコンの掃そう除じならともかく、修理方法なんか知らないから……しかも室外機とか」

　自覚のない類に呆あきれながら、

「ま、もっと怖いのは、いまだに苦情がロクに出ていないことだけどね。ああいう人たちは、問題が起きると速そつ攻こうで掌てのひらを返すからね。タダでやってもらったくせに、やっぱ子供に任せちゃ駄だ目めねぇとか言って」

「ユーは奥様方に何か恨うらみでもあるのか？」

「ルイの修理の腕うで前まえがおかしいって話だよ。ホントに高校生かい？　もう修理バカってレベルじゃなくなってきてるよ」

「だから大袈裟だ。前にも言ったけどな、ユー。修理なんてそれほど特別な技術が必要なものじゃないんだ。積み重ねなんだよ。いいか？　まず、」

「まず基本は『分解』から、だろう？　前にどころかもう何度も聞いたよ」

　肩かたをすくめつつユーは言った。

　修理というのは基本的に、まずは「分解」することから始まる。修理するためには、何より修理するものの構造を知らなければならないからだ。

　そうして理解したら、一つ一つを徹てつ底ていして直して、わからなければ調べて──それはやがて他ほかの物への応用となる。

　機械だって紙だって、材質がなんなのか、何がどうなっているのか把は握あくすれば誰だれだって直せる。類としてはそうして積み重ねているうちに、今に至ったというだけだ。

「あのね、ルイ。じゃあ分解するまではいいとしよう。でも普通は、元に戻もどせないものなんだよ。単純なものならともかく、複雑になればなるほど、どこに何があったのか、どことどこがどう繋つながっていたのか、どんな働きをしていたのか、わからなくなるんだ」

　ずいぶん前だけど姉さんも言っていたじゃないか、とユーはやはり呆れつつ、

「ルイは空間における物体の配置を記き憶おくする能力がずば抜ぬけている──そればかりか少し見ただけでどことどこがどう繋がっているのか、何がどうなっているのかわかってしまう、言うなれば構造把握能力が異常に高いんだ、って」

「まだ言うのか。それだったらミスなんかしないだろう。何度も失敗している奴やつに言う台詞せりふか」

「それってアレだよね。ルイの計算じゃ一時間は修理時間がほしいところだってのに半分も時間がもらえなかったとか、すごく急せかされたとか、そういうときにネジ留めが一つ甘かったとか、そういうレベルの話だよね」

「ミスはミスだ。気をつけるようにはしているんだが」

「……ルイの修理に対するプライドはわかってるつもりだけど、ちずっちゃんが現れて以降、なんかますます自分に厳しくなってないかい？」

　それは──確かにそうかもしれない、と類は苦く笑しようした。

　何せ祇良堂ちずが「壊こわした」物の修理には、誤ご魔ま化かしが通用しない。

　修理とは「復元」ではなく、「可能な限り元の状態に近づける」ことがその本質──乱暴な言い方をしてしまえば、たとえば電化製品などは「動いてくれればいい」のだ。

　しかし、そんな程度の修理では「元」には戻らない。

　修理が中ちゆう途と半はん端ぱであると、ちずが物を壊したことによってどういうわけか連れん鎖さ的に「壊れ」てしまう世界は元の状態に回帰しないのだ。

　ネジ一つの緩ゆるみも、ナットの締しめの甘さも、まるでそれが世界を構成する部品の一つであるかのように──緩んだままの世界として在あり続ける。

　だから類としても気が抜けないのだ。

「でもまあ、そんなルイがいるからなんとかなっているようなものだよね。ルイみたいな修理魔まのところにちずっちゃんがやってくるなんて、世の中ってのはホント上う手まくできてるよ」

「今、まるで運命みたいに言ったか？　それなら俺は運命を乗り越こえてみせるぞ」

　そんな談笑に興じながら、帰路を歩いていく。







　……ちなみにアニャト先せん輩ぱいが「生まれ変わり」だと叫さけんだ神とは、古代カナン人が信しん仰こうしたというウガリット神話の女め神がみ『アナト』である。

　多くの神話における最高神とは自らの絶大なる力を誇こ示じすることによってその玉座を守ってきたが、この神話における最高神はどうやらとても奥ゆかしい性格だったらしく、実質的な権力をすべて息子むすこが握にぎることをよしとしていた。

　そのためその神話の主人公は──神話を誰かの主観で紐ひも解とくのならば──あくまでその息子とされている。

　そして、その妹であり妻でもあった女神こそがアナト──類たぐい稀まれな美び貌ぼうを持つ豊ほう穣じようの女神でありながら、戦争の女神とも呼ばれるほどの狂きよう気きを内側に潜ひそませていた。

　その内面はすさまじい。彼女は兄でもある夫を深く、深く、溺おぼれるほどに愛しており、手段を選ばぬ献けん身しん振ぶりを見せた。

　たとえば夫が自らの神しん殿でんの建設を望めばすぐさま主神のもとへ赴おもむき、懇こん願がん──という名の恫どう喝かつ。「ねえ、お父様。その髪かみも、その髭ひげも、あなたの血で染めてみせましょうか？」と、自らの父でもある主神を相手に。

　また夫が度たび々たび争い続けた死神についに敗北を喫きつしたときには、嘆なげき悲しんだ挙句にその死肉を手づかみで喰くらい、最後は血を一ひと滴しずくも残さず飲み干したという。

　そして仇かたきに復ふく讐しゆう。真っ二つに切り裂き、火を点つけ、それでも飽あき足らずに最後は野にばら撒まいて鳥や獣けものの餌えさとした──と、枚挙に遑いとまがない。

　つまるところアナトという女神は、人類史上最古のヤンデレであり、おまけにブラコンの属性まで装備している、時代を先取りしすぎたニューヒロインなのである。

　小学校低学年時にこの神の逸話エピソードを読んで感かん銘めいを受けたという時点で、多分、先輩はなんだかもう色々と手て遅おくれだったのではないだろうか。

　なんて思っていることはもちろん、類の胸だけに秘めておく一生ものの秘密であるが。




　　　　四




　この私立弐地高校の生徒会役員は、少しばかり変わった形で決定される。

　それは上は生徒会長から下は書記まで、学年を問わず純じゆん粋すいに知能指数によって人員が決定されていく方針が取られていることだ。

　それもまた類の曾そう祖そ父ふが築き、祖母が受け継ついできたこの学校の伝統だった。

　とはいえ同じ高校に入学している以上、成績であればともかく知能指数にそう極きよく端たんな差というものは生じづらいようで、結局は同じような数値であれば、学年を考こう慮りよに入れた上で選ばれていくというのが実情であった。

　よっぽど極端に知能指数が高い生徒でもいなければ、他の学校の生徒会と大差ない、年功序列でそれなりに優ゆう秀しゆうな生徒が役員となっていく。違ちがうところといえば、選挙を前提とする他者の推すい薦せんや内申を狙ねらった立候補などの目もく論ろ見みが介かい入にゆうする余地もないということくらいか。

　だからこれまで、この採用方式に問題など起きなかったのだ。

　しかし──ここ数年、生徒会長トツプの座は揺ゆらいでいない。

　数年、だ。

　かつて入学したその日に前生徒会長を副会長の座に追いやった、脅きよう威いの一年生の前代未聞の交こう替たい劇を最後に。

　そのときはじめて、この採用方式に問題が生じた。

　似たような生徒を比べた場合ならば人格や素行などの付加要素も採点対象となろうものであり、歴代の生徒会長は軒のき並なみ優すぐれた人格者であったが──

　そうではない、本来の基準で飛び抜けていた場合はそれらが考慮されない。

　つまり、

「──生徒会長は生徒会の仕事をいったいなんだと思っているのかな？」

　口調こそ抑おさえ気味であったものの憤ふん慨がい冷めやらぬ様子なのは、生徒会副会長の譲ゆずり。

　責任感の強さが度の強さに表れんばかりのメガネの奥で、その実直な目を尖とがらせていた。

　そしてその前にたたずんでいるのは、ユー。その横には類もいた。

　場所は二人の教室。他に人ひと影かげはほとんどない。放課後の喧けん騒そうを楽しんでいたクラスメイトたちは、譲副会長の話が始まったときに「ついにきたか」とばかりに状じよう況きようを察知し、蜘く蛛もの子を散らすように退散していった。

　類とユーの二人は、静かにだが確かにヒートアップしていく譲の𠮟しつ責せきに対し、恐きよう縮しゆくしいしい頭を下げ続けるばかりだった。

「生徒会は決して暇ひまではないんだよ」「数多くの行事には、生徒会が中心となって取り組まなければならない」「そもそも僕たちは生徒の代表として選ばれた」「なのにその自覚が──」

　そんな言葉の数々。

　しかしそれは、

「実にごもっともなお話で……」

　まったくもって反論の余地もない正論だった。

　この弐高の名物会長──その入学即そく日じつの伝説は、あれから数年が経たった今でも色いろ褪あせることなく語り継がれている。
















　他の役員たちが卒業し、新たに若い生徒が役員として選ばれる中、最高学年となった今でも変わらず生徒会長の座に君臨し続けている。

　君臨し続け────……こうして迷めい惑わくをかけ続けている。

　人格、という問題もあった。本人はそもそも生徒会長のような責任ある立場を喜ぶようなタイプではない。

　というより、責任というものが生理的に嫌きらいだ。特に「みんなのために」とか「この学校の生徒を代表して」とか、そういうものが吐はき気がするほど大嫌いだ。

　徹底した個人主義者。およそ生徒会長が務まるような人物ではない。

　しかし、それだけならまだよかった。

　言い方は悪いが、この学校における生徒会役員の採用方針がそれで、その上で決まった以上、それでなんとか動いていくしかない。組織とはそういうものだ。

　本人がどれだけ嫌いや々いやであろうが周りがフォローするしかないし、言ってしまえばフォローすれば済む話であれば問題はあるが問題ないのだ。日本語として難しいが。

　ただ、それもこれも、生徒会長がそこにいればの話。

「生徒会長が学校に登校してこないなんてことがあるかい!?　君のお姉さんは、いったいどうなっているんだ！」

　つまり問題の焦しよう点てんはそこである。

　生徒会長はユーの姉──そう、アニャト先輩。

　それがこの弐高に三年間君臨し続ける生徒会長である。

　そして、そのせいで苦労まみれの副会長生活を送る破目になっているのが、同じく最高学年であるこの譲。

　──高潔。彼を一言で表現するのならば、まさにその言葉こそが相応ふさわしいだろう。

　もしもこの学校が特とく殊しゆな役員選出方法を取っておらず、一いつ般ぱん的な、いわゆる推薦などによる投票制を実じつ施ししていたのならば、誰だれもが文句なく生徒会長に選んだであろう人物だ。

　副会長として選ばれていることからもわかるように学業優秀は当然として、その性格は質しつ実じつ剛ごう健けん。

　中性的な顔立ちをしており、女子の人気も上々。「あまり異性の壁かべを感じさせないのが魅み力りよくの秘密」──というのは余計な情報かもしれないが、印象としてはやや堅かた物ぶつながら、そのじつ思し慮りよ深ぶかく、いつだって周りのことばかり考えているような男だ。

　その度量の広さたるや「本当に高校生か？」と疑いたくなるレベルというのはもっぱらの評判で、それは「これまでアニャト先輩の補ほ佐さを務めてきた」ことで実証されている。

　就任以来、彼はアニャト先輩のせいで気苦労が絶えなかった──普ふ段だんの言動からして周囲を煙けむに巻くのもさることながら、生徒会長としての職務をめんどくさがって問題を先送りにするのは当然、気づけば逃にげ出していることもしばしばだった。

　そのフォローは、すべて彼が行っていたのだ。アニャト先輩をよく知る類としては、絶賛したいほどの忍にん耐たい強づよさである。

　──そんな彼が、ついに「いい加減にしてほしい」と言ってきている。

　つまりはそういうことなのだ。

　そんな日々のあれやこれやも、まだアニャト先輩がそこにいるから耐たえられた。類のみならず譲もまた知っているのだ。自分たちの通う高校の生徒会長が、万事においてどれほどの才覚を有しているのか──

　本人は嫌々やっていたに過ぎないが、終わってみれば何もかも解決している。誰もが思いもつかなかった革新的なアイデアを出し、想像もしなかった見事な結末を迎むかえている。

　そんなアニャト先輩だからこそ、自分は日ひ陰かげ者ものとして補佐に徹てつするという役回りにも耐えられたのだ。恐おそらく、そこには尊敬という気持ちもあったのだろう。

　しかし、今は違う。

　そしてその結果、生徒会長がやるべき仕事がすべて副会長である譲に回ってきてしまっている。

　本来は補佐であるはずの彼が矢や面おもてに立たされ、責任者として問題に取り組み、場合によっては非難も苦情も受けなければならない。

　それ自体はいい。彼はアニャト先輩の対極にいるかのような責任感の塊かたまりだ。

　そうしなければならない、となれば彼はその実直な性格を遺い憾かんなく発揮して職務に取り組むだろう。実際にそうしている。アニャト先輩が登校しなくなってからこっち、もはや生徒会長は彼だと言っても生徒は誰も異議を唱えないだろう。

　けれど、だからといって納なつ得とくできるかどうかは別問題だ。

　しかも譲は当初、アニャト先輩を心配していたのだ。急に学校に登校しなくなって、何かあったのかと──あれだけ苦労させられたのに。

　しかしアニャト先輩はもともと不登校気味であり、その理由が「雨が降ったから」だの「昼ドラがいよいよドロドロの展開になってきて見み逃のがせなかった」だの、挙句は「起きたら学校が終わってる時間だった」だのであったことは彼も承知のことで、ついには外に出るのも嫌になったというのがその延長線上にしかないことを知り、まあ──抑え込んでいたものが爆ばく発はつしてしまったのだろう。

「……と。どうか、君のお姉さんにそう伝えておいてくれるかい」

　最後にそう言い残して、きっちり三十分後。譲は教室から出て行った。

　相変わらず生き真ま面じ目めな先せん輩ぱいだ。三十分だけ、と時間を決めておいたのだろう。何しろこの時期、生徒会は忙いそがしい。

　限りなく抑え気味な口調ではあったが、もはや我が慢まんの限界であることは会話の最中のその怒いかりがかった肩かたに表れていた。

　その背中を見送りながら、ユーと類は対照的に肩の力を抜ぬいた。しかし、ほっとしたという気持ちよりも、申し訳ないという想おもいが先立つ。

　何せ、譲は何も悪くない。本当に何一つ悪くないのだから。

「いやー、いつ聞いてもアニャト先輩はすごいです。尊敬します」

　そして、そんな譲に体力をごっそりと奪うばわれ疲ひ労ろう困こん憊ぱいとなった二人にさらに追い討うちをかけるのが、ちず。

　この話になると、彼女は瞳ひとみを輝かがやかせながら力説する。

「その無責任さ、見習いたい。まるですべてがどうでもいいかのようなその態度、実に見習いたい」

　わたしも働きたくないでござる、と。どうやら、ちずにとってアニャト先輩とは人生の手本とするべき先せん達だつらしい。

「類さん類さん。わたしにも是ぜ非ひ一度、アニャト先輩とお話をさせてくださいよ」

「前から言ってるだろ。本人は誰とも会いたがらないんだよ」

　それができるなら苦労はない。件くだんの生徒会長は肉親ですら会おうとしないのだから。

「いえいえ、類さんがやられているチャットで構いませんよ。アニャト先輩にその人生の秘ひ訣けつをご教授願いたいんです」

「それはこの前断ったろ」

　断った、というか断られたというか。

　実は、あんまりにもちずがしつこかったので、類はアニャト先輩に訊きいてみたことがあるのだ。確か、ちずが成績順位表を破った前日──その日は旧校務員室に居を構えようとしていた彼女を発見、また追い出そうとしていたらそんな話になってしまい、仕方なくその場で携けい帯たいからツールを立ち上げて、アニャト先輩本人に尋たずねてみた。

　答えはＮＯ。

　少し意外だったのは、アニャト先輩はもしかしたら喜ぶかもしれないと思っていたからだ。何せ祇良堂ちずは今の先輩の最重要興味対象である。

　けれど、それとこれとは話が違ちがうらしい。「自分は世の中と折り合いが悪いから」と、アニャト先輩はいつもの口くち振ぶりで、今の類を通してちずの話を聞く関係で満足しているからと断られてしまった。

　しかし、やる気のない瞳を珍めずらしく輝かせながら返答を待つちずに、類は本人が嫌がっているとは言いづらく、けれどアニャト先輩の性格の偏へん屈くつさを理解してもらうのも難しいと思い──

　つい、「駄だ目めだ。これは俺の役目だからな」と言ってしまった。最近はいい調子だったのに、下手に他人を介かい入にゆうさせたりしてこれまでの苦労が水の泡あわになったりしたらどうする、と適当な理由をでっち上げて。

「またそうやってアニャト先輩を独どく占せんしようとして。ズルイですよ」

　そのときもちずは唇くちびるを尖とがらせてそう言っていたが、今日もまた同じことを言われてしまった。

「チャットしている画面も見せてくれないですし。わたしもアニャト先輩がどんな発言をしておられるのか気になるのに」

「あのな。チャットしている画面なんて他人に見られたくないものだろ、普ふ通つう」

　そう言ってはみたものの、どうにもちずの指し摘てきに胸の奥で何かが鳴ったような、そんな感かん触しよくを類は覚える。

　……それがなんであるのかの自覚は、年とし頃ごろの男子としては、なんとなくわかっている。

　するとそんな類に対して、ちずはこう言った。

「あの。前から思っていたんですけど、類さんってもしかして」

「ばっ──」

　思わず閉口。

「馬ば鹿かなこと言ってんなよ。俺はただ、昔からの馴な染じみとしてだな。ユーだって心配してるし、それにほら譲先輩だって困ってるみたいだし、だからアニャト先輩には少しでも早く登校してきてもらおうと思ってるだけで」

　しかしすぐさまその気持ちを押し流すかのように、喉のどの奥から大量の言葉が溢あふれてきた。

「はぁ」

「とにかく違うぞ。そんなんじゃない。そんなんじゃないからな！」

　などとらしくもなく慌あわてながら、「反省したらトイレに行きたくなった」とわけのわからないことを言い残して類は教室を出て行った。







「……行ってしまわれました」

「ちずっちゃんってばなかなかの鬼おにだね」

　ユーが苦く笑しようする。彼女は恐らく、ずっと前から類の気持ちに気づいているのだろう。

「え？　何がですか？」

「何がって」

「いや、さきほど譲副会長がお越こしのとき、類さんまで一いつ緒しよに謝っておられたではないですか。他ほかにもアニャト先輩のことで似たような場面があって。それで前から思っていたんですけど、類さんってもしかしてアニャト先輩に弱味でも握にぎられているのではないかと」

「あ、そっち？」

「そっち？」

「いや、なんでもないよ」

　ユーは嘆たん息そくする。しかも弱味とは、なんともちずらしい考え方だった。

「まあ、それは──なんというか、私とルイと姉さんは昔からずっと一緒でね。何をやるにも中心に姉さんがいて、その後を私たち二人がついて回るような感じだったんだ」

「ガキ大将のアニャト先輩と、その子分二人、ということですか？」

「なんという辛しん辣らつな指摘だろう。けれど的確な表現」

「どうしてジャイ○ンのした悪さをのび○が謝っているんです？」

「……さり気にルイをのび○ポジションに置いたことは本人には黙だまっておくけど、そうだね、もう身体からだに染しみついた習性っていうかな。いつも姉さんが何かやらかしていたんだ。それで毎回怒おこられて、その度たびに私たちも一緒に謝って。慣れてしまったというか」

「アニャト先輩は野や蛮ばんだったのですか？」

「いや、暴力的な悪さじゃなくて、なんというか……うん、姉さんには昔から、ちょっとしたこだわりみたいなものがあったらしくて」

　ユーは比ひ較かく的てき柔やわらかい表現を用いたが、その「こだわり」とは、近所の幽ゆう霊れい屋や敷しきの噂うわさを耳にしては「どこぞの冥めい界かいの神が自分を狙ねらって刺し客かくを放ったに違いない」と言い出したり、裏庭から大昔の土器が発はつ掘くつされた家があると聞けば「自分が過去に使っていた武器も眠ねむっているはずよ」と息巻いたり、ＵＦＯ騒そう動どうのあった山があれば「ついに外宇宙の神々までもが参戦を始めたようね」と昂たかぶったりと──そんな彼女の「冒ぼう険けん」に、幼い頃の類とユーはいつも付き合わされていた。

「なんだか、ひきこもっている方とは思えない行動力ですね」

「姉さんはちょっと違うんだよね。世間が怖こわいとか人に傷つけられたとかそういうんじゃなくて、単純に世の中に飽あきたっていうか、見切りを付けたっていうか……」

「大物臭しゆうがしますね」

「大物──かい？　ちずっちゃんクラスの大物もそうはいないと思うけど……まあ、姉さんは姉さんでそうかもね。でも聞いている感じじゃ、ひきこもってからは少し対人恐きよう怖ふ症しようの気が出てきたみたいだよ。人間、長いあいだ人と触ふれ合わないでいると、どうも性格が臆おく病びようになってくるらしい。まあ、どんどん偏屈になっていっただけともいえるかもしれないけれど」

　そういうわけで、二人はいまだにアニャト先輩に対する苦情に条件反射で頭を下げてしまう、ということだった。

「そういえばちずっちゃん、私たちが譲センパイと話している間、ずっと教室にいたけど……今日はいつものアレ、やらないのかい？」

　言われてみれば譲の説教中、ちずはずっと教室から動かなかった。

　いつもであれば、この時間は今日の宿しゆく泊はく先と目星をつけた場所でいそいそと居座りの準備を決め込んでいるはずではなかったか。

「──そうか。成長したな、祇良堂。ようやくわかってくれたか」

　そこへ戻もどってきた類。

「ずいぶんと都合のいいタイミングだね」とのユーの指摘に、「たまたまだ」と返す。類はどうにも嘘うそをつくのが下手くそだった。

「いえ、今日はちょっと趣しゆ向こうを変えてみようかと思いまして」

「趣向？」

「はい。アニャト先輩を見習って、手を抜いてみようかなと」

「……どういうことかな？」

　いつも手を抜いているじゃないかとの指摘はあえてせずに、類は訊いてみた。

「いつも移動してばかりでは疲つかれるので、今日は教室に泊とまろうかと」

「悪いな祇良堂。お前の言っていることが微み塵じんも理解できない」

「いえね。よくよく考えてみたら、この教室であれば、生徒であるわたしには住まう正当な権利があるのではないかと気づいたんですよ」

「もっとよくよく考えてみてくれ。生徒にあるのは学ぶ権利であって住まう権利じゃないよな？」

「ルームシェアと考えていただければよろしいのです。クラスというのは、一つの教室をみんなで分け合うもの。誰だれのものでもない、みんなのもの」

「誰のものでもないのに、なんでお前だけが居住権を主張しているのか説明してもらえるか？」

「──だって、クラスというのは家族のようなものではないですか。そう、家族のようなものではないですか──」

「二度も繰くり返すな。別に良いことは言っていない。二回分のストレスが溜たまるだけだ」

　平常運転だった。一いつ瞬しゆんでも感心して損した。

　そしてやっぱり、教室からも追い出した。まあ──意味はないだろうが。

「しかし、ついに譲センパイがキレてしまったね」

　そんな二人のやり取りをいつものように面おも白しろがっていたユーであるが、やはりそのことが堪こたえていたのだろう、弱りきったようにそう言った。

「まあ……無理もないよな」

　というか、今まで我が慢まんできていたことがすごいのだ。そう素す直なおに思うものの、ユーの様子に類は言葉を濁にごした。

「中間テストも終わって、生徒会も忙いそがしさのピークを迎むかえる時期だしね。これまで以上に忙しくなれば、いくら譲センパイだって──ねえ」

「いや、それを理由に憤ふん懣まんをぶつけてくる人でもないだろう。ただ、いつ我慢の限界がきてもおかしくはなかったというか」

「ルイ、あの人だって人間だよ。ついつい八つ当たりしてしまうことだって──というか八つ当たりでもなんでもないんだよね。姉さんに直接言えないんだから。私に言こと伝づてするのも仕方がない」

「それは確かにそうなんだが」

「あれ、なんだか譲センパイのことをよくわかっているような発言だね。そんなに仲が良かったっけかい？」

「いや、さほど接点はない。ただ似ている人を知ってるっていうか……なんとなく、あの人だったらそうだろうなってな」

「ああ、ルイのお祖ば母あちゃんだね。確かに生き真ま面じ目めというか苦く労ろう性しようというか、ちょっと似ているところがあるかもね。ほんとルイは、おばーちゃん子だ」

「……まあな」

「あれ？　違ちがったかい？」

「いや。あ、そうだ。生徒会が忙しくなるといえば、前から話そうと思っていたことがあるんだが──」

　ややためらいがちに類は切り出した。ユーには伝えておこうと思っていたことなのだが、やはり自分からこの話題に触れるのはどうにも気後れしてしまう。しかし、いい機会には違いない。

　が、そこにちずが、

「でもすごいですね、譲副会長。まるで自分が忙しくなるのはそれほど気にしておられないみたいで。ワーカホリックですか。わたしにはちょっと信じられませんよ」

「わかったから黙っててくれるか、祇良堂」

　そんな戯たわ言ごとのせいで、出鼻を挫くじかれてしまった。明日あした、改めて話そう。




　　　　五




「──生徒会に入る？　ルイがかい？」

　そうして翌日。類のその発言に、やや上うわ擦ずった声を上げたのはユーだった。

「ああ。といっても、手伝いだけどな。弐高での生徒会役員の選出方法は知っての通りだけど、庶しよ務むならいつでも募ぼ集しゆうしてるから」

「でも、なんでまた急に」

「急にじゃないんだ。……もともと、この時期までアニャト先せん輩ぱいを連れ戻せなかったらとは考えていたんだ」

　気後れしてしまうのは、ユーとアニャト先輩、二人の微び妙みような姉妹しまい関係のことを類が誰よりも理解しているからだ。

　先日のような場合は仕方ないが、ユーが自分から話を振ふってくるのならともかく、と、類は自分からそこに触れることのないよう日ひ頃ごろから努めていた。

　しかし正直なところ、アニャト先輩への説得がうまくいっているとは思えない。

　そのせいで迷めい惑わくを被こうむっている譲副会長──そして生徒会。それなら生徒会が忙しくなるこの時期、少しでもその穴あな埋うめをするべく手伝いを申し出ようと類は考えていたのだ。

「それはまあ、筋が通ってるけど……」

　そう言いながらも、ユーはどこか困こん惑わくしたような表情を浮うかべていた。

「別に付き合ってくれと言ってるんじゃないぞ？　なのに反対なのか？」

「だって部活はどうするんだい？　ルイがいないと『ＣちずつちやんをＳさがせ！部』の活動は始まらないのに」

「ユーがそんな名めい称しようをつけていたとは初耳だし、まさかそんなものが反対の理由に挙がるとは夢にも思わなかったが、いったいなんの心配をしている」

　というか語ご呂ろが悪いな、その部活。しかも古い。

「ふむ。なるほど。ふむ」

　そして横では、何やらしきりに納なつ得とくしている様子のちずがいた。

「仕方ありませんね。類さんがやるとおっしゃるのなら、わたしもやらざるをえないでしょう」

「何をだ？」

「お話の流れから一つしかないと思うのですが」

「だからあえて訊きいているんだ。俺はアニャト先輩の分、少しでも生徒会の負担を軽減するべきじゃないかと言ってるんだが」

「ええ、そうですよ？」

「……いや、いいよ。祇良堂は気にするな」

　ほら、アニャト先輩の件に巻き込んじゃ悪いし。とか付け加える。

　断った理由はもちろん、謝罪したい相手にどうして確実に破は裂れつするとわかっている爆ばく弾だんをお届けせねばならないのかというデリバリーの問題からきている。

「しかし生徒会ですか。ううん、なんだか面めん倒どうそうですね」

　その上で、あえて明後日あさつての方向に悩なやむのが祇良堂ちずという人種だ。

「けれど労働とは尊いもの。……尊すぎて、わたしのような者が本当に従事してよいものかどうか……」

　誘さそわれてもいないのに悩んでいる上、この時点でもうサボリの理由まで考え始めている。

　まあ、とにもかくにも──







「歓かん迎げいするよ」

　類たち三人は生徒会室を訪おとずれた。ユーとしても自分の姉が原因だ、そういうことならと結局は追従した。

　そんな彼らを、譲副会長は温かく迎え入れてくれた。

「すまないね。早さつ速そく、生徒会のみんなに紹しよう介かいしたいところなんだけど、今は出で払はらっているんだよ。戻ってきたら紹介するから」

　譲が言う通り、生徒会室にいたのは彼だけだった。

「いえ、お気き遣づかいなく」

　類は生徒会室を訪れるのははじめてではない。アニャト先輩がいた頃、なんだかんだと呼び出されていたし──その妹であるユーの存在も然しかり。初対面なのは、ちずくらいのはずだ。

　類は改めて、譲によろしくお願いしますと頭を下げる。すると譲もまた姿勢を正すかのようにメガネをかけ直しながら、にこりと微笑ほほえんだ。

「前から思っていたけど、君は礼れい儀ぎ正ただしいね。確か、前理事長のお孫さん……だったよね。お祖ば母あ様の教育がしっかりしてらしたのかな」

「恐きよう縮しゆくです」

　そう言ってもらえると、祖母が褒ほめられたようで悪い気はしない。まあ、祖母の影えい響きようだけかというと、決してそうではないのだが。

「それじゃ──そうだね、悪いんだけど少し中で待っていてくれるかい？　僕も丁度、一年生の教室を回らないといけなくて」

　どうやら、譲もまた何かの用事で一度生徒会室に戻ってきていただけのようだ。

　やはりこの時期、生徒会は多た忙ぼうを極きわめている。理由は様々にあるが、その最たるものは来月には執とり行われる予定の文化祭にあるだろう。

　なぜならこの学校には、文化祭実行委員という役職が存在しない。

　どこの学校でも文化祭は生徒会の主導で行われるのが基本であるが、ここでは主導どころか、そのすべてを生徒会役員が担になわなければならないのだ。

　それがわかっていたからこその庶務の願い出だ。早速の仕事と手伝いを申し出ると、譲は嬉うれしそうに、

「そうかい？　それなら誰か一人、ついてきてもらえるかな？」

「僕が──」

　類が言いかけたとき、ずいと。ずずいと。

　横合いからあえて類を押し出すかのように、ちずが前へと割り込んだ。

　そしてじっと、譲を見つめる。

「じゃ、じゃあ君に頼たのもうかな。お願いできるかい？」

「仕方ありませんねぇ」

　ちらりと。出発前に、あえて類を振り返る。なんて露ろ骨こつなアピール。

　そんなちずを見て類はただ、

「……爆発しませんように」

　そう祈いのるばかりだった。







「思いがけずこうなったね」

「そうだな」

　なんて言いながら、ユーと共に生徒会室内で譲を待つこととなった。

　はじめてではないとはいえ、室内に入るのは久し振りだ。

　中央でどんと貫かん禄ろくを醸かもし出す年季の入った長机、そこに置かれたいくつかの椅い子す──と、室内は取り立てて珍めずらしいものではない。

「あれだね。例の物置は」

　丘おかの上にある弐高は、昔からこの近辺における災害時の避ひ難なん場所ともなっており、校庭の一角には行政の指導によりヘリコプターの離り着ちやく陸りくスペースも設けられている。

　そこからさほど離はなれていない場所──そこには、先日ちずにも注意を促うながした鍵かぎの壊こわれた物置が、隠かくれるようにひっそりと鎮ちん座ざしていた。

「珍しいよね。ルイが取り壊しに応じるなんて」

　この学校にある設備はどれも年季が入ったものばかりだ。それは類がそう教えられてきたように、まだ直せば使えるものだからという、祖母の方針の賜たま物ものだ。

　それでもやっぱり、物には限界というものがある。

　それは役目を終えた、ということ。

　校庭の隅すみで静かにたたずむあの物置は、立派に務めを果たしたのだ。

「とかなんとか言いながら、本当は気にかかっているんじゃないのかい？」

　空そら嘯うそぶくようにユーが言う。

　もちろん本音を言えば、まだまだ働いてもらいたい──直して済むのであれば、そうしてやりたい。

　類は苦く笑しようを浮かべ、目線を机の上に戻もどした。

　この机も相当古いものだが、まだまだ働ける。修理が必要なら、いつでも直してやる。そう思う。

　ただ──

　ただどうにも気になって仕方がないものといえば、机ではなく、その席順。

　生徒会内部で伝統的に役職ごと割わり振られてきた席順に従って、それぞれの机の上には各自の愛用品であろう文ぶん房ぼう具ぐや事務用品、または小物類が置かれている。

　置き方ひとつ取っても性格が出るものだ。乱雑だったり、きちんとしていたり──しかし、それもひっくるめてここできちんと仕事をしている証あかしなのだろう。その証しよう拠こに、どれもずいぶんと使い込まれている。

　その、向かって一番奥。上座に当たる場所。

　その机の上だけがやけにすっきりとしている。綺き麗れいに整理整せい頓とんされているという意味ではなく、何も置かれていないのだ。まるで、そこだけ仕事がないかのように。

　それはつまり──

「……どうもすみません」

　どうやら同じことを考えたらしきユーが、今はいない役員たちの席に向かって頭を下げた。つられて類も「いつもおつかれさまです」と頭を下げる。やっぱりユーのこういうところは変わってないな、なんて思いながら。

　閑かん話わ休きゆう題だい。

「しかし残念だね。しばらく満足に部活に出られないなんて」

　気を取り直した様子で、ユーがまたそんなことを言い出した。

「ほんと残念だ。こんな残念な日がずっと続けばいいのに」

　待っている間の時間潰つぶしだろうと、類は応じた。

「だよね。地区代表選手としては、練習時間が取れないと不安になるだろう？」

「誰だれが選手でしかも地区代表か。この部活はな、廃はい部ぶのその日にこそ栄光をつかむんだ。一日でも早く祇良堂が出て行き、この部活が役目を終えることを俺は願ってやまない」

「それは副部長として認められないね、部長」

　いつの間にか部長にまでされていた。なんだか冗じよう談だんとは思えない口くち振ぶりに、類は早く目を覚ましてほしいと願わずにはいられない。

「ユー。そんなに心配しなくても、それはそれでこなすから大だい丈じよう夫ぶだ」

「こなすなんて言わないでほしいな。部活にはもっと情熱をもって取り組むべきだよ」

「……前より見つけるまでの時間が短くなってきているだろう。祇良堂の移動経路は行き当たりばったりだから予測不可能ではあるが、少しは慣れてきたってことだ。手早く済ませるようにするから、問題ない」

「甘いよ、ルイ。いいかい？　先日、『ブラックタイガー』という高等技術について触ふれたけれど──」

「当たり前の単語のように使うな。エビがなんだっていうんだ」

「はぁ……いいかい、『ブラックタイガー』とはルイの追い出し執しつ行こうに素す直なおに従ったと見せかけ、帰宅したその隙すきを狙ねらって再びもとの部屋に戻るという──ちずっちゃんがこの三年間、練習に練習を重ねてきたからこそ編み出せたオリジナルの必殺技わざなんだよ？」

「別に説明を求めているんじゃない。つか、三年間も何してるんだよ。努力の方向間ま違ちがってるだろ。そもそもルールブックに記き載さいされているとか言ってなかったか」

「全部ツッコんだね。しかしなんだ、覚えているじゃないか」

「む。いや、なんか……妙みような単語だったんで耳に残っただけだ」

「ルイは素直じゃないね。実はこっそりと対『ブラックタイガー』用の技を開発していたというわけだ」

「どうしてそうなる」

「違うというのかい？　ならルイは、この三年間いったい何をやっていたんだい!?」

「あれ？　なんで俺、怒おこられてるんだ？」

　ただの時間潰しだったはずなのに、相手がユーとなると、場はどうにもおちゃらけたものとなる。

　しかし、譲たちが戻ってくる気配がなかなかないせいもあったのだろう──ユーは不意に、こんなことを問いかけた。

「実際問題さ。ルイはどう考えているのかな？」

「何が？」

「本気でちずっちゃんを追い出すつもりなのか？　と訊きいているんだ」

　丁度いい機会だ、とでも言いたげな口調にはどこか重みが混じっていた。ユーの表情もいつもより緊きん張ちようしているように感じられる。

「記き憶おく喪そう失しつとか言っている件か？　あんなのでまかせだろう。祇良堂はただの家いえ出で娘むすめだ」

「だから、追い出した方がいいと？」

「……そりゃ、家出の一つもしたくなるときだってあるだろうさ。何せ俺たちは祇良堂の家庭環かん境きようを知らない。もしかしたら、飛び出したくなるような家なのかもしれない」

　一いつ拍ぱく置いて、類は続ける。

「でも、もう三ヶ月だ。どんな事情があるにせよ、一度、帰った方がいい」

「なるほど。それがルイの本心か」

　納なつ得とくするようにユーは頷うなずいた。確かにそれが類の本心だ。

　しかし、

「だけど、それだけじゃないはずだ。ルイが常識的にそう考える気持ちはわかる。でも私たちは、あの娘が常識の外にいることも知っている」

「…………」

「その上で訊きたいんだ。ルイはあの娘こをどうするつもりなのか」

「それは……」

「追い出す追い出すと言いながら、ルイのやり方は手て緩ぬるい。本気なら、いくらでもやりようがあるはずだ。なるほど確かにルイの性格を考えると、放ほうり出すような真ま似ねができないのはわかる。いくら相手のためを思っていてもね」

　ずっとそのことを考えていたのだろう。溜ため込んだものを吐はき出すかのように、ユーは喋しやべり出す。自分でも知らず知らずのうちにヒートアップしているようだった。

「でも、本気でそれができないのには、別の理由もあるんじゃないのかい？　それが引っかかっているからじゃないのかい？　たとえば──そう、姉さんじゃないけれど、あの娘はもしかしたら本当に人間じゃないのかもしれないから」

「……ユー」

「学校の中にいる分にはまだ面めん倒どうも見ていられる。けれどそんな娘を外に放り出すような真似をして、もし取り返しのつかないことになってしまったら。そう考えてルイは──」

「ストップだ、ユー」

　類は静かに幼なじみを制した。

「何も確証はない。あったのは、あいつがこの弐高の生徒である証拠だけだ」

　恥はずかしく思う。自分の曖あい昧まいな行動が、ユーにこんなにも心配をかけていたのだと、それがわかったから。

「だったら、俺はあいつをこの学校の生徒として扱あつかう。ただの生徒が連日学校に、しかも家代わりにしているのなら、さっさと家に帰れと追い出す。今はただ、それだけだ」

「……ごめんよ。つい」

「いや、お前の言っていることは当たってるんだ。……でも俺もまだ、わからないんだ。どうすればいいのか」

　どう接すればいいのかさえ、本当はいまだにわからない。

　だから、騙だまし騙しの関係が続いている──そう言ってしまえばそれまでだ。

「ルイがそう思っているのならいいんだ。余計なお世話だったよね。……やっぱり私じゃうまくできないな」

「何言ってるんだ」

「いや、何せここはルイの学校だからね。ルイが決めればいいって話だよ」

「祇良堂みたいなことを言うな。私物化した覚えはないぞ」

　そう言って笑い合う。

　ユーとは長い付き合いだ。冗談の一つも挟はさめば、お互たがい普ふ段だん通りに戻れる。

「でも──」

　だからこそだろう、ユーはいつもの調子で、

「さっきルイが、ちずっちゃんがこの弐高の生徒である証拠だけはあるって言ったとき。もしかしたら、なんてちょっと期待したんだけどな」

「もしかしたらって、何がだ？」

「決まってるじゃないか。この弐高の生徒である以上、俺はあいつを守る。それが理事長である俺の役目だ──そう続くんじゃないか、ってね」

　なんて言って。

「案外、それがルイの本心なんじゃないのかい？」

「馬ば鹿か言え」

　だから類も、冗談めかしてそう返した。

　それから、

「ユー」

「ん？」

「ありがとな」

「────」

　……なんて顔するんだよ、馬鹿。




　　　　六




　それからほどなくして、譲たちは生徒会室へと戻ってきた。

　ちずが何か仕出かしてやいないかとひやひやものではあったが、譲はそこに関しては特に触れることなく、ただ「待たせたね」と、早さつ速そくとばかりに今後の説明に入ってくれた。ひとまず胸を撫なで下ろす。

　同時に他ほかの生徒会メンバーもそれぞれの役目を終えて帰き還かんし、生徒会室は瞬またたく間に慌あわただしくなった。




　──しかし、いざ手伝いを始めてみて改めて実感したことであるが、この時期、生徒会は本当に忙いそがしい。

　各クラスの希望を取ることから始まり、その折せつ衝しよう、先生への確かく認にん、機材の手配など──本来なら手足となる各クラスの文化祭実行委員と分担してやるところを、生徒会が一手に引き受けている。

　それをすべて取りまとめているのが、副会長の譲だ。

　他のメンバーも会計や書記などそれぞれの役職に関係なく動き回っているが、司し令れい塔とうである彼の負担は相当なものだった。

　何せ生徒たちは勝手なことを言う。

　あれがやりたいこれがやりたいという希望、しかしそれはできないという生徒会からの返答、なんでだよという不満、ぶつかり合い、そんなものは日常茶さ飯はん事じ。

　生徒会だって、何も意地悪で言っているわけではない。他のクラスと出し物が被かぶっているからとか、高校生らしくない出し物だと先生に反対されているからとか、予算的な都合だとか、そもそも無茶振ぶりすぎて実現不可能だとか、理由あっての返答なのだが、お祭り気分の生徒たちにはそれがなかなかわかってもらえない。

　なのにそれらすべてを「意見」として受け止め、司令塔として冷静に指示を出し──かつ自分も実行部隊の一人として意見を聞きに回り、説得し、許可を求め奔ほん走そうする譲。その仕事振りはまさに超ちよう人じんといえた。

（……このやり方は見直した方がいいな）

　そんな譲だからこそ、あのアニャト先せん輩ぱいの補ほ佐さが務まったのだろう。

　類はそのことをしみじみと実感すると共にこの副会長をもはや尊敬の対象とすら見ていたが、しかしそれはそれとして、来年からは各クラスに文化祭実行委員を置くよう富岡を通して提案しようと心に決めた。生徒会の負担が大きすぎる。

　そんな背景もあって、類は連れん絡らく役に志願した。

　どう見ても、譲が各教室やら職員室やらと生徒会室とを行ったり来たりすることが一番の負担となっていたからだ。

　最初は大変だからと譲は遠えん慮りよしていたが、大変だからこそ手伝いを申し出たのだ。体力には自信がある。それにユーも同意見だったらしく、彼女も分担してくれることとなった。

　その甲か斐いあってか、譲は生徒会室で副会長としての自分の役割に多少なりとも集中できるようになった。

　やはり司令塔は、生徒会室という城でどんと構えていてもらわないと困る。

　ちなみにちずは同じく手が足りていなかったという理由で、生徒会の金庫番たる会計の手伝いに回された。

　先日の数学のテストを思い返すに、それは適材適所ではないのでは──いやそれ以前に予算配分や書類上の計算だけでなく、生徒会には即そつ金きんが必要なときに備え、持ち運びできる簡易なものとはいえ実際の金庫が置かれているのだ。

　たいして中身は入っていないが、現金を扱わせて大だい丈じよう夫ぶだろうか。

　類としては、やはり爆ばく発はつしないよう祈いのるしかない。

　──そんな中でのことだった。




（風船……？）

　ここのところ、妙みように気になっているものがあった。

　それは、譲の足元に転がっている風船。

　最初はどこかのクラスの出し物に関係するものか、もしくは校舎の飾かざりつけに使うものだとばかり思って気にしなかったのだが──

　こうも連日に亘わたって目にするようになると、さすがに気にもなってくる。

　というのも、譲は生徒会室を出入りする度たびにわざわざそれを持ち歩いているのだ。

　しかも──見る度、徐じよ々じよに膨ふくらんでいる。

　最初は小さかった風船が、いつの間にやらそれなりの大きさにまで成長している。

「あの、譲先輩？」

　堪たまりかねて、類は尋たずねたことがある。

　この副会長は、忙しい中にあっても嫌いやな顔ひとつ見せずに応じてくれる。

　誰だれよりも忙しいくせに、手助けを求めればすぐに応じ、面倒を見てくれる。自分の作業を中断してまで。

　それが自分の役目であるという強い責任感。そんな人ひと柄がらだからこそ、生徒会における彼の信しん頼らいは絶対のものであった。

　忙しい彼の邪じや魔まをしないよう、余計なことでは話しかけないようにしている配はい慮りよがこの生徒会内では当たり前であること。

　そしてそれが慕したわれている証あかしであることを、類は生徒会に出入りするようになって強く感じていた。

　だから類もまた、自分が申し付かっていた用件を終え、譲に報告するときのついでであればと、それを尋ねようとしたのだ──が。

「なんだい？」

　気のいい返事を返しながらも、譲は今まさにその風船を膨らませていた。

　すでにかなりの大きさとなっている風船に口を当て、中の空気が抜ぬけないよう気を遣つかいながら、さらに大きくしていっている。

「……あの。ずっと気になっていたんですが、その風船……」

　あんまりにも当たり前に膨らませているものだから気後れさえ覚えたが、それでも類が意を決してそう尋ねかけたとき、

「こほっ！　こほこほっ！　……ん、喉のどの調子が」

　──会計から咳せき払ばらい。

「あ、ちょっと空気が籠こもってきましたね。窓を開けましょうか」

　──書記は部屋の空気を変えようと、窓へと走る。それが部屋の空気ではなく場の空気を変えようとしたものであることは、類にもわかった。

「ありがとう。それで、いったいなんだい？」

「……いえ。なんでもありません」

　なぜなら、これで三回目。

　類が風船について触ふれようとする度、周囲は明らかにその妨ぼう害がいをしていた。

　いや、役員たちの人柄はわかっているのだ。こういう言い方もどうかと思うが、誰も彼もが掛かけ値ねなしのお人好し。現生徒会の人選は、底抜けに澄すみ渡わたっている。

　その上で、ということであれば──尋ねるな、ということだろうか。

　周りはあえて風船の話題には触れないようにしている節があった。

　しかし──




　しかしその上で考えても、類としては「おかしい」と感じざるをえなかった。

　何せそんな他役員たちもそれぞれ風船を持ち歩き、時折、やはり同じように膨らませている光景を目にするようになったからだ。

　それどころか職員室にお使いに行かされたときなど、校舎ですれ違ちがった生徒──窓から見かけた部活動に励はげむ生徒たち、さらには職員室の先生たちまで、みんな大小それぞれ大きさこそは異なっていたが、「風船」を持っていた。

「失礼しました」

　そう言って職員室を出たとき、類はその場で頭を抱かかえてうずくまった。

　さすがにこうなってくると、類にも状じよう況きようが理解できる。

　これはアレだろう。

　いや、アレしかない。

　そう、アレ──

「なあ、祇良堂。ちょっといいか？」

　生徒会室に戻もどったとき、類はちずに声をかけた。いつもより気持ち低めの声で。

　そのとき、彼女は言いつかったらしき計算の手伝いをしていたのだが──

「え、あ、はい？　ななななんでしょうか？」

　明らかに動どう揺ようしている。もう間違いない。

「祇良堂さん、どう？」

　そんなちずに声をかけたのは、会計役の役員だった。

　どうやら、ちずで止まってしまっている作業があるようだ。急せかすような声ではなかったが、待っているのが見て取れた。

「あ、も、もうちょっとです、はい」

　そう返答しながら、ちずはちらりと類を見上げる。

「……いや、いいよ。作業を優先してくれ」

　類としてはそう言うしかなく、職員室での言こと伝づてを報告するべく譲のもとへと向かった。

　そしてぎょっとする。

　譲の風船はいよいよその大きさを限界近くにまで肥えさせていた。

　しかもそんな風船にさらなる息を吹ふき込みながら、類の報告を聞いている。

　類は動揺を抑おさえつつも、なんとか報告を終えたが──いったいこの風船はなんなのか。

　どうやら祇良堂ちずという爆ばく弾だんが、結局のところいつの間にかに爆発してしまったのは間違いないようだが……。

（──爆弾？）

　そのとき、どうしてかそんな物ぶつ騒そうな単語と風船とが結びついた。

　日に日に膨らんでいくからだろうか。

　はち切れんばかりの譲の風船は、今この瞬しゆん間かんにも破は裂れつしてしまいそうに見えて。

　そう考えたとき、妙にしっくりときたのだ。

（もしかして、この「風船」……）

　譲はいつだって穏おだやかで、文句も言わずに仕事をこなす。それどころか、周囲への気き遣づかいさえも忘れない。

　アニャト先輩はいつ登校してくるのかという不満は抱えていても──その不在を補って余りある働きぶり。

　それはまさに、責任感からに他ほかならない。譲副会長とはそういう人物だ。

　しかし。

（顔にこそ出さないが、そこにストレスがないはずがない）

　連日の疲ひ労ろうも、心労も、積み重なって当たり前。

　副会長としての立場。

　自分がやらなければならないという重圧──

　よくよく思い返してみれば、類が目もく撃げきした譲が風船を膨らませるタイミングは、報告時が主だった。

　類の役割は、譲の代わりに話を聞いてくること。

　つまり風船が膨らんだのは、報告された事こと柄がらに対して譲が判断を迫せまられたときだ。

（この風船、「ストレス」を感じる度に膨らませているんじゃないか……？）

　もしくは「責任」、そう言い換かえてもいいのかもしれない。

　責任感から生じるストレス。

　そう考えれば、目につく人々すべてが風船を持っていた理由にも合点がいく。

　それは誰だって抱えているものだ。

　副会長然しかり、会計然り書記然り──部長だって班長だって係だって委員だって、いや、学校内に限らずバイトだって誰かに頼たのまれ事をされたって──友達との約束ひとつで責任は生じるし、親の期待やら何やら、みんなが何かしら抱えている。

　立場があろうがなかろうが関係ない。大なり小なりその大きさこそ異なれど、誰だってそんなストレスを日常的に抱えている──遊びにだって責任は生じるのだ。

　つまりこの風船の大きさは、その人が抱えている「責任ストレス」の大きさ。

　なら、今のこの世界は。

　本来は目に見えるはずのないそれが、如によ実じつに目視できる世界。

　まるで頭の上に数値でも表示されているかのように、「風船」という形で他人にそれがわかってしまう世界──

（ストレスを隠かくせない……世界……？）

　ではこの風船。

　今にも弾はじけ飛びそうにぱんぱんに膨れ上がった、譲の「責任ストレス」が詰つまったこの風船。

　割れたら、いったいどうなってしまうというのか──？
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「さて祇良堂。お前、何か壊こわしたろ？」

　そうして類は、生徒会室から廊ろう下かへと連れ出したちずを今度こそ問いつめる。

「え、な、何がですか？　別に何も壊してなんかおりませんけれど、何がですか？」

　なんてわかりやすい。

　移り変わりから縁えん遠どおいちずの表情にさほどの変化はないが、その外見とは裏腹に深みといったものからも縁遠い──早い話が単純な性格をした彼女は嘘うそをつくのもまた苦手なのだろう。露ろ骨こつに態度に出てしまっている。

「今度はいったい何を壊したんだ？」

　すでに世界は壊されている、それは間違いないのだ。いまさら惚とぼけられるものではない。

「むう」

　しかしこのトンデモ能力の持ち主、アニャト先せん輩ぱい的に言うところの『殺さつ概がい者しや』である事態の張本人はといえば、

「ずるくないですか」

　バレた、と観念した様子を見せると、次の瞬間には膨ふくれっ面つらになった。

「……ずるい？」

　あまりに突とつ拍ぴよう子しもない台詞せりふに、類は鸚鵡おうむ返がえしのようにそう尋たずねた。

「類さん、わたしのことを𠮟しかってばかりではありませんか」

「そりゃお前が𠮟られるようなことをしているからだろう」

　いや、「こら！　また世界を壊したな！」「うわーん、ごめんなさーい」なんて一幕を「𠮟る」なんて日常的なカテゴリに分類していいのかは大いに悩なやむところではあるが。

「なんでアニャト先輩は庇かばってあげるのに、わたしは𠮟ってばかりなんですか」

「……え」

「だって、アニャト先輩のためにはああして生徒会のお手伝いまでして。ずるいですよ。不公平です。わたしのこともアニャト先輩みたいに甘やかしてくださいよ」

「甘やかすって……」

　何を言ってるんだこいつは。

　俺が──なんだって？　アニャト先輩を甘やかしている？

　いや、違うぞ。断じて違う。そういうんじゃない。だってあの人は、そういう話ともまた違って、こう、なんていうんだ、もっと複雑で面めん倒どうな──

「そ、それとこれとは話が別だろ」

　けれど類は自分の気持ちをその場でうまくまとめることができず、そんなふうに言うことしかできなかった。

「別ではありませんよ。わたしはアニャト先輩みたいになりたいんですから」

「アニャト先輩に憧あこがれてる、って……お前」

「そうですよ。アニャト先輩みたいな生き方、つまり類さんに甘やかしてもらえる生き方です」
















　……なんだかおかしな話の流れになってきた。なんだこれ。

「いや、だから俺は別にアニャト先輩を甘やかしているわけじゃ……いや、そもそも甘やかしてなんかいない。ただ他にやりようがないからで、それがお前から見ると甘やかしているように……いや、根本的にだな」

「ずいぶん動揺しておられますね。いやって何回おっしゃるんですか」

「いや全然。いやとにかく俺が訊ききたいのは、お前が何を壊したのかということで──」

「教えてほしかったら、ほら。ね。あるではないですか」

「は？」

「ですから、甘やかすとか甘やかすとか、色々と選せん択たく肢しがあるではないですか。たとえば甘やかすとか」

「…………」

「なんですかそのお顔。類さんだってご存知ではありませんか。わたしが意図的に壊しても何も起きないのです。つまり何かが起こっているということは、うっかりミスです。なのに類さんは、わたしを𠮟ってばかりですよ」

「当然の帰結だよな」

　しかも、ただその物体が壊れただけには留とどまらない。事は周囲の環かん境きようすべて──言うなれば世界そのものだ。

　それなのに、こいつはいったい何を──

「小さい。小さいですよ類さん」

「何言ってるんだお前ホント頭は大だい丈じよう夫ぶか」

「類さんが信じるものはどこにあるんですか。それは、世界の移り変わりによって左右されてしまうようなものなんですか？」

「は？」

「類さんを動かすものはなんですか。その心の財産はいったいどこにあるんですか」

「心の……財産？」

「そうです。類さんにとって、それはいったいなんですか？」

「…………」

「おっしゃってみてください。類さんの魂たましいは、すでに答えをお持ちのはずです」

「お、俺は──！」

「ちなみにわたしは『権力』と『お金』です」

「おい」

　どっちが小さいんだ。何この俗ぞく物ぶつ。

「ま、そういうことですね」

　いや何がそういうことなのか説明してもらえるか懇こん切せつ丁てい寧ねいに。

「ぷーん」

　いやぷーんて。

　しかしそう言って。

　祇良堂ちずは、走り去ってしまった。

「な、な……」

　──何を考えているんだ。

　いつもだ。そうやってなんだかんだいっていつもいつも──祇良堂ちずという少女は、自分が世界を壊した張本人でありながら、それを直す協力をしない。

　しかも甘やかしてくれないから？　𠮟ってばかりいるから？

　本当に何を言っているんだ。そういう問題か。

　なんであいつは、こんな大おお事ごとだっていうのに日常の延長線上で物事を考えているんだ──
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　……今度はいったい「何」が壊されたのか。

　自分はいったい「何」を直せばいいのか？

　目の前で壊されたのならともかく、人知れずうっかりと、しかも本人が口を割らないとなると「修理」対象がわからない。

　つまり、世界を元に戻もどす手立てがない。

「祇良堂のアホめ」

　文句を言いながらも、類なりに考えてみる。

『ストレスが隠せない世界』──ヒントはそこにある。

　ストレス。気き疲づかれ。気苦労。心労。心痛。

「何」を壊せばそこに結びつくのか。

　ストレスといえば──胃腸、か？

　……人体模型とか？　早さつ速そく、理科室に見に行ってみるが、特に壊れた様子はない。

「うーん……」

　確かストレスというのはもともとは物理の単語で、応力──たとえばゴム球なんかを押し込んだときに内側に生じる力のことを言うのではなかったか。そちらの線で考えていくべきか。

　となると、スプリングが仕込まれたものとかはどうだ。マットとか、跳とび箱ばこを飛ぶときのロイター板とか……。

　いや、違ちがうな。そもそも「ストレス」が壊されたのではなく、「ストレスが隠せない」世界になったんだ。それに飛ひ躍やくしている気もする。

　では、「責任」という方向から考えて──

　などなど色々と考えてはみるものの、どうにもしっくりとくる結論には至らなかった。

「お。類じゃんか」

　と、そんなふうに一人思い悩みながら廊下を歩いていた類に声をかけたのは、丁度階段を下りてきたクラスメイトの千せん田だだった。

「どうした──ってそういや生徒会の手伝いをしてるって話だったよな。自分から修しゆ羅らの道に飛び込むとは、ご苦労なこったな」

「暇ひまなら千田もどうだ？　手伝いはいつでも大だい歓かん迎げいだってよ」

「冗じよう談だんだろ。俺は日本人らしく事なかれ主義を貫つらぬくのが美徳だと考えてるんだ。マイペースに生きていきたいの」

　マイペースか。今まさに、類の知る限りその最高位に位置する人間のせいでこんな状じよう況きように陥おちいっているわけだが──

　だからというわけでもないが、そんな会話を交かわしながらも、千田の風船へと目が行ってしまう。

　誰だれもが何かしらの形で持っていて当たり前の、風船の形状をした「責任ストレス」。

　とはいえ、千田の風船はほとんど膨らんでいなかった。どうやら本人の主張通りの生き方を貫けているようで何よりだ。

「おいおい、あんまじろじろ見んなって。人様のこれにはあまり触ふれないでおくってのが、マナーってもんだろ？」

　すると、千田にそう指し摘てきされてしまった。

　言われてみれば、確かにそういうものかもしれない。

　世界は変化したその瞬しゆん間かん、そこで生きている人々にとっては「ずっとそういう世界で生きてきた」という認にん識しきに塗ぬり変わる──染まっていく速度に個人差こそあるが、そうなってしまえばもう元の世界での常識は通用しない。

　通用しないということは、そこには新しい常識が生まれているということだ。

　ストレスなどという本来なら目に見えないものが他人に明け透すけな世界でずっと生きてきた──そんな前提で考えれば、人々の間ではそこには触れないでおくのが当然のマナーであり暗あん黙もくの了りよう解かいであっても、何もおかしくはない。

　それでか、生徒会室で邪じや魔まされたのは。と類は納なつ得とくした。

　それは真ま面じ目めな人間に「お前ってホント真面目だよな」と指摘するようなものだ。

　言われた本人にしてみればあまり気分がいいものではないし、それどころか馬ば鹿かにされているような気さえしてくる──さすがは全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せられている生徒会の守護者、みんなに愛されている。

「悪い。つい──」

　なんて類が誤ご魔ま化かそうとした瞬間。




　ぱぁん！




　と、派手な破は裂れつ音がどこからか聞こえてきた。

　まるで風船が破裂するかのような──風船？

「あーあ。誰だか知らねーがやっちまったか」

　なんて言い出す千田。可哀かわい想そうにな、とでも言いたげに。

「今のって……」

「だな」

　いや、「だな」で片付けられても困るのだが、恐おそらくそう考えるのは類だけだろう。千田のさも当たり前な口調が、これがこの世界では「それほど珍めずらしいことではない」と暗に示している。

「風船が……割れたんだよな？」

「なんだ、類。割った奴やつのことが気になるのか？　よせよせ。関かかわるとロクなことになんねーぞ」

「どうし──」

　なぜ。そう訊こうとして、類は踏ふみ止とどまった。

　そんな疑問が湧わいてくるのも、この世界では類だけだからだ。千田は恐らく、当たり前のことを当たり前に言っているだけなのだろう。

　それを「どうして」と思うのも、そもそもこの世界が「おかしい」と感じるのも、類だけなのだ。

　それはもう何度も経験してきたこと──その度たびに奇き異いな目で見られて、満足に話も通じなくて。

　類はこうして変わってしまった世界においては別世界の住人に等しいのだから。

「ま、そんなこと言ってる俺も、実は風船を新調したばかりなんだけどな」

　続く言葉が告げられずに押し黙だまったままの類に、千田はそんなことを言い出した。

「類と同じクラスになる前の話だけどさ。前の風船、割っちまってな。ま、俺にも色々あったってことよ」

　割った──千田も風船を割った？

「それで……千田はどうしたんだ？」

　できるだけ平静を装よそおいながら、類は尋たずねる。会話の流れとして不自然にならないよう、気をつけつつ。

　風船が割れたらどうなってしまうのか──それが気にならないといえば嘘うそになる。

「どーもこーもねーよ。割った奴に関わんねー方がいいってのはそのときの経験からでさ。俺も色んな奴に迷めい惑わくかけちまったから」

「迷惑……」

「そりゃそうだろ？」

　千田は自らの風船を掌てのひらで弄もてあそぶようにぽん、と一つ跳はねさせて、

「こいつを膨ふくらませる、ってことはよ。つまりそいつがそれにそれだけこだわってるってことの証あかしみたいなもんだからな」

「え？」

「こいつを膨らませる理由なんて人それぞれだろうけどよ、くだらねえ理由の奴なんかそうはいねえと思うんだ。何せ膨らませたらそうだってことがバレバレなんだからよ、普ふ通つうは自制するもんだろ？」

　自制──自分がストレスを感じると思わしきものからは、あらかじめ、できるだけ距きよ離りを置いておく。

　誰だって心の内側を覗のぞかれるのは恥はずかしい。

　それは、この世界でだって変わらない。

　この世界で長く生きていれば、そうした処世術を身につけていくのが自然の流れなのかもしれないが──

「なのに、その上でこいつを膨らましちまうってことはよ。それでもどうにもならねえ、そいつにとっても抑おさえきれねえ部分なんじゃねえのかなって思うんだよ」

「自分の意志じゃどうにもならないもの……ってわけか？」

「ああ。まあ言っちまえば、他ほかの何よりも打ち込んでるものとか、譲ゆずれねーもんとかよ」

　その人が今一番気にかけているもの、最も頑がん張ばっているもの──

「だってよ、もともとそういうのが当たり前、みたいな奴はさ。あんまり意識しねえでやってるもんじゃねーかなって思うしさ」

「……確かに、そうかもな」

　責任感の強い人間というのは、いつだって自分を律しているものだ。限りなく日常的に。譲副会長を見ていればよくわかる。

　なのに、風船を「膨らませる」という行こう為いが生じている。

　つまりその瞬間は、「意識した」ということだ。

　責任感の強い人間があえて責任を意識する瞬間といえばいつになるだろうか──と考えると、千田の言うこともよくわかる。

「だってのに、風船が割れちまったらそれまで──そいつが膨らませた理由の中で一番でかいものに関して忘れなきゃいけない、なんてよ。世界ってやつは残ざん酷こくだぜ」

「え？」

　思わず。千田の言葉に、耳を疑ってしまった。

「な、なんでそうなるんだ？」

「なんで、って。仕方ねえだろ。そーゆーもんなんだからよ」

「…………」

　それがこの世界での「常識」──なのか？

「なんだよ、類。そんな驚おどろいた顔して。当たり前のことだろ？」

「そ、そうだな」

「あ。そういや、お前の風船はどうした？　いや、自分でマナー違い反はんとか言っておいてなんなんだけど、お前ももしかして割っちまった直後だったか？」

　だったら悪いな、こんな話しちまって──そんな千田の気き遣づかいに、類は曖あい昧まいに頷うなずくしかなかった。

「気にすんなよ。俺もさ、そんときまともじゃいられなくてさ。それで周りに迷惑かけちまったんだ。関わるとロクなことになんねーってのも、結局は本人にしかどうしようもない問題だから放ほうっておけってことで──っておい、お前ほんと大だい丈じよう夫ぶか？」

　俺でよければ話を聞くぞ、と真しん剣けんな顔をして言ってくれた千田に、なんだこいつ意外といい奴じゃないかなんて思いながら、類はその場を後にした。







　──風船に「責任ストレス」を溜ためて、溜めて、溜め込んで。

　そうしてついに破裂してしまったら、そのことは忘れなければいけない──

「なんだよそれ……！」

　あんまりじゃないか、そんなの。理り不ふ尽じんにも程ほどがある。

　千田の言っていた通りだ。

　意志の力ではどうにもならないから、それほどに譲れないから、だから風船を膨らませるという行為にたどり着くんだ。

　どれだけのストレスを抱かかえても成し遂とげたいと、本気で打ち込んでいるから。

　類は譲の風船を思い出す。今にも割れそうなほどに膨れ上がっていた風船を。

　譲が風船を膨らませていたタイミングから考えて、「膨らませた理由」が副会長に関わるものであることは間ま違ちがいない。

　となると──割れてしまったら。

　それは、あんまりだ。

「……こんなときはやっぱり、アニャト先せん輩ぱいか」

　頼たよるべきところはそこしかない。

　もちろんユーでも頼たのもしい相談相手には変わりないのだが、彼女は「現象」が起こったとき、それに巻き込まれてしまう──類のように本来の世界の「常識」を保持したままでいられないため、このときばかりは相談相手にならない。

「何かおかしなことが起こっている」と考えられるのは類だけなのだ。

　ユーに尋ねても、今このときの世界にとっては類にとっての「おかしなこと」が当たり前の常識であるため、「何を言ってるんだい？」としかならない。千田然しかり、なんでお前指が六本あるの？　それって当たり前じゃん、みたいな。

　それはもちろん、アニャト先輩も例外ではないのだが──

『すみません、アニャト先輩。ちょっといいですか？』

　──その『部屋』には、どこかで見たような画面から入る。

　多くの若者たちが利用する、老舗しにせのチャットサービス──キャッチーなキャラクターたちが「語り合おうよ」と手招きしているトップページだ。

　どこかで見たというよりも、まんま、なその画面に類はいまだにこれ本物なんじゃないのかとの疑いを消せずにいるが、「本物とはＵＲＬが違うでしょ」と、「それに商業利用じゃないから転てん載さい、二次使用もＯＫ」と管理者は利用規約を引き出して語る。

　しかしどうにもＵＲＬが偽ぎ装そうされた「本物」のトップページから入り、セキュリティの穴を突ついてサービスを不正利用しているのではないかとの気がしてならない。

　この人ならば、それぐらい容易たやすくやってのけてもおかしくない。

　自分は透とう明めいの少女と話し、周囲はその様子を訝いぶかしんでいるが──その周囲は、本当に作り出されたものなのだろうか？　本当は既き存そんのプレイヤーたちなのではないだろうか？

『何かしら、ルイ君』

　しかし、気にしていても始まらない。類がそう思うことまで含ふくめての「遊び」なのかもしれないのだから。

　何より、こんなときに相談できる相手はアニャト先輩以外にいないのだ。

　それは、ちずによって「壊こわされた」世界の常識に染まらずにいられる類と同じ性質を持っているという意味ではない。

『実は、また祇良堂がやってしまったみたいなんですが』

　そう告げるとすぐさま、

『──また運命さだめに抗えずにこの世界たまごを割ってしまったのね』

　意訳すると『何々々々ｗｗｗおねーさんに話してごらんなさいｗｗｗ』ということなのだが、どうでもいいけどそのルビ機能はどうやって出しているんですか。

　それはともかく、ではどうして相談相手たりえるのかというと、アニャト先輩本人が常々言っているように、彼女はこの世界と折り合いが悪い──つまるところ、世の中との接点を持たないからだ。

　ひきこもって他人と触ふれ合わないため、影えい響きようを受けづらいといってもいい。

　塗ぬり変わった常識の対象内にいながらも、実に冷静に世の中を見ている。まさに遥はるか高みから俯ふ瞰かんする神の視点の如ごとく。

　いや、そもそも彼女は世の中の「常識」などくだらないと端はなから馬ば鹿かにしているのだ。

　常識なんて、ふとしたきっかけで簡単に塗り変わる、あやふやで形のないものに過ぎないと。

　それをありがたがって動く世の中も、それに縋すがって生きる人々も、彼女の興味の対象外。

　自分はそこから「外れた」人間なのだから、と。

　だからこそ、その影響下にありながらも類が話す「何かが壊された世界」の話を冷静に受け止められるのだ。

　──そういうこともあるかもね、なんて笑って。

『それがですね』

　こういうとき、類はまず自分の目と耳、そして感覚から「おかしい」と感じられる、元の世界との相そう違い点を話す。

　他の誰だれに話しても、すでにそれに染まってしまっている人々では「はぁ？」という反応しか返ってこないであろうが、アニャト先輩にはそれで充じゆう分ぶんなのだ。

『なるほどね』

　それが当たり前である世界の一員のはずなのに、「自分の生きている世界の『そこ』が、本来あるべき世界と異なる点」と冷静に受け止めた上での発言。

　だからこそ、スムーズに次の話題へと移れる。

　今の類には──いや、今の類こそが異なる世界の住人のはずなのに、まるで同じ世界で生きる住人であるかのように、そして後こう輩はいの相談に乗る先輩というごくありふれた光景にしてしまう。

　それこそが、「世の中と折り合いが悪い」人種が持つ特異性であり──そして何より、アニャト先輩本人が持つ資質であった。

『そういうわけで、今のこの世界はストレスが隠かくせない世界というか、そんな感じになってしまっているわけですが』

『──違うわ』

　けれど。

　アニャト先輩はただ一言、類の結論を否定した。

『違う？』

　意外な言葉に、類は思わず聞き返す。

『ええ。今のこの世界は、キミが考えている世界ではない』

　瞬しゆん間かん、返す言葉に詰つまる。そして、ふと思った。

『あの、確かに譲先輩がストレスを溜めている原因はアニャト先輩にもあるとは思いますが、だからといってですね』

　アニャト先輩にも、というかほぼ直接的な原因だと思う。が、そこはあえて濁にごしておく。今そのことを追つい及きゆうしても始まらない。

『あたしのせい？　何を言っているの。あたしが仮の姿で「そちら側」に干かん渉しようしたときのことを持ち出すなんてナンセンスにも程があるわ』

『はぁ』

　どうやら気を遣つかうまでもなかったらしい。

　ちずもそうだが──そのちずが尊敬しているアニャト先輩の「風船」が今どうなっているのか、是ぜ非ひとも拝見させていただきたいものだ。

『それはともかく、キミが出したこの世界の結論は間違っているわ。彼が風船を膨ふくらませた理由はストレスからでも責任からでもないし、そもそもそんなものは今のこの世界について論じる上で重要ではない』

『では、いったいなんだというんです？』




『──「嘘うそ」よ』




『嘘？』

『そう。彼は嘘をつく度たびに風船を膨らませていた。風船の大きさは、その人の嘘の大きさ──だから大なり小なり、誰の風船も膨らんでいたのよ』

　……どういうことだ？

『よくわかりません。譲先輩が嘘をついていたというんですか？』

『そうね。正直に話すことのできない気持ちを抑おさえ込む、という行こう為いもまた嘘をついていると表現されるのならば』

　いよいよわからない。アニャト先輩はいったい何が言いたいのか？

『つまり今この世界は、「ストレスが隠せない世界」ではなく──「嘘が隠せない世界」になっていた、ということよ』

　アニャト先輩はそう告げる。

『見ればわかってしまう世界。風船を見れば、その人がどれだけの嘘をついているのか、そして、いつ嘘をついたのか』

　嘘をついたら、自分の風船を膨らまさなければならないから。

　それが今のこの世界にとっての当たり前の「常識」。

　そしてそれが、類の「常識」との相違点。

「嘘……？」

　生徒会の面々──千田、それに見かけた誰もが風船を持っていた。

　そりゃ嘘なんて生きていれば大なり小なり、誰だって一度はついているものだろう。

　それを否定するつもりはない。

　けれど、どうにも……。

『納なつ得とくがいかない？』

『はい』

　正直にそう告げた。自分の考えが間違っていたことなどはどうでもいいが、どうにも腑ふに落ちないのだ。

「嘘が隠せない世界」──が風船の有う無む、大きさ、そういったものに表されるとして、やっぱり譲が嘘をついていたとは類にはどうしても信じられなかった。

『なら、どうして「風船」なのだと思う？』

　するとアニャト先輩から、そんな問いかけが返ってきた。

『まず、膨らませることができるからですよね』

　類は少し考え、そう返した。

　それがあるからこそ他人に伝わってしまう。「ストレス」であろうが「嘘」であろうが、どちらにも共通しているのが「隠せない」ということだ。

　目にも鮮あざやかな風船を目まの当たりにすれば、誰にだってわかってしまう。

『ええ。でも、それだけなら別に正の字を書いていったっていいわよね。わかりやすくというのなら、嘘をつく度に一枚ずつ服を脱ぬいでいったっていい。その方がルイ君だって嬉うれしいでしょ？』

　からかうようにアニャト先輩は言う。いや、俺が嬉しいかどうかは関係ないじゃないですか、そう思いながらも類は続ける。

『それから、膨らませ続けるといつかは割れてしまうから』

『そう、その通り』

　だからこそ爆ばく弾だんと風船とが結びついた。

　アニャト先せん輩ぱいは、いつかは割れてしまうということは、少しずつでも、一気にでも、膨らませ続ける前提で成り立っている、と確かく認にんするように繰くり返した。

『では、その膨らませる理由がどうして「ストレス」だと思ったの？』

『それこそ、ストレスは「溜たまっていくもの」ですし』

　空気を溜め込んで膨らませる風船は、同じように溜め込んでいくストレスを表すものとして最適なのではないだろうか。

『確かにそうだけどね。でも、ストレスは溜まっていくだけではなく、「発散」もできるものよ？　ルイ君、誰かが風船の空気を抜ぬいているのを目もく撃げきした？』

『え？　空気を抜く？』

『ルイ君の言うように、風船の大きさがストレスの大きさを表しているのなら、溜まったストレスを発散──スポーツでもゲームでもなんでもいい、自分なりのやり方で発散したときに空気を抜かなければならないでしょう？　でなければその人の風船の大きさとストレスの大きさとには、違ちがいが生じてしまう』

　……言われてみればその通りだが。

　しかし、類が「おかしい」と気づいてからまだ日が浅い。たまたま見かけなかったということだって──

　いや、それなら今確認してこいという話だ。アニャト先輩がこうして断言している以上、そんな現場は恐おそらくどこを捜さがしても見つからないのではないだろうか。

『ストレスの発生原因を「責任」というものに限定すれば、立場上、逃にげられない場合もあるでしょう。溜まっていくばかり、ということもあるでしょう。それでも人はどこかで発散しなければやっていられないものよ──誰だって、なんらかの形で、ね』

　生き真ま面じ目めな人間ほどそこの折り合いをつけるのが苦手なのかもしれないけれど、そこにあるのは、それが上う手まいか下手かの違いだけでしかないのだと。

『つまりストレスというのは、一度生じてもその後で本人がコントロールできてしまうものなのよ。なのに溜め込み続ける前提で、風船が割れてしまったときの罰ばつ則そくがあるなんて、おかしな話じゃない？』

　ルイ君は「理り不ふ尽じん」だと言ったけれど、それだと「不自然」よ、とアニャト先輩は言う。

『けれど「嘘」は消えない。本人が勝手に発散することのできない、一度ついたら決して消せないもの──「溜まっていくだけ」なの。だから風船の大きさが嘘の大きさと合がつ致ちする』

　そしてそれこそが、いつかは割れてしまう「風船」である理由なのだ、と。

『──なぜなら人は、嘘をつき続けて生きていけるほど強くはないから』

『え？』

『嘘にも種類があるわ。他人を騙だます嘘と──そして、「自分への嘘」』

『自分への、嘘？』

『ええ。言ったでしょう？　正直に話すことのできない気持ちを抑え込む、という行為もまた嘘をついていると表現されるのならば、と』

　たとえば、特定の誰かが気になって仕方がないと本当は自分でも気づいているのに、咄とつ嗟さに隠してしまう気持ち。

　素す直なおになりたいのになれず、ついつい誤ご魔ま化かしてしまう本心──

『そういったものはすべて、「自分への嘘」と呼べるわ』

　自分への……嘘。

　その言葉を反はん芻すうするうちに、ようやく類は納得することができた。

　気持ちを誤魔化して、抑え込んで。

　それは自分自身を騙す行為。

　それもまた「嘘」と、そう呼ばれるもの。

　思い返してみれば千田との会話は、アニャト先輩が告げた真実であっても辻つじ褄つまが合う。

　そして──

『だから、割れてしまったらそのことに関して忘れなければならない。これは嘘つきへの罰ばつ。そして、自分を欺あざむき続けた人間への──救い、とも言えるのかしらね』

　アニャト先輩の言う通りだ。

　人は、嘘をつき続けて生きていけるほど強くはないから。

　譲は他人への嘘をついていたのではない。自分に嘘をついていたのだ。

　責任を、ストレスを感じる度に、自分に嘘をついて──自分は平気だと自分を偽いつわって。それなら譲の性格的にも納得がいく。

『ま、そういうことね』

　そうか。だから役員たちに妨ぼう害がいされたのだ。

　譲副会長は他人を騙すような嘘をつく人物ではないとわかっていたから。

　もちろん千田が言っていたマナーの問題もあったのだろうが──何より、余計なお世話だと。

　自分を騙しながら、それでも職務を全まつとうしようとするような人なのだから、そのことに触ふれるような無ぶ粋すいな真ま似ねをするなと。

『ただ、そう単純なものではないかもしれないわね』

　ようやく状じよう況きようを理解した類。しかしその前に、アニャト先輩の言葉が飛び込んできた。

『確かにそういったものが、彼が自分に嘘をつく理由の一つにはなっていたのかもしれない。そして繰り返すけれど、あたしが原因になっていたのではない』

『それはもういいですから』

『聞きなさい。キミはあたしのせいでもあると言っていたけれど、あたしへの不満はキミたちに告げているんでしょ？　だったら、そこに関して嘘をついているわけではないんじゃないの？』

　言われてみればそうだ──と、なれば。

『そう、別の理由があるかもしれないと言ってるの。彼が自分を誤魔化している理由が、もっと他ほかに』

　譲が自分に嘘をついている、別の理由。

　それこそが、千田の言っていた「譲ゆずれないもの」──？







『ま、それはともかく。問題は「何」が壊こわされたのかだけど』

　改めて、アニャト先輩がそう告げた。

　そう、一番の問題はそこだ。

　類はいったい「何」を修理すればいいのか──？

『嘘うそ、ですよね』

『ええ。壊されたのは「嘘をつくこと」。だから「嘘が隠かくせなくなった」』

　アニャト先輩は続ける。

『つまりは欺くもの、本当ではないもの、真実とは真逆のもの──』

　そういえば、アニャト先輩は以前「誰だれもが気軽に情報を発信できるインターネットという場は、現実の延長線上の嘘でこそ構成されている」とか言っていたけれど。

　もしかすると、ネット回線？　ＬＡＮケーブルを切断したとか──

『なんて考えていくと深みに嵌はまるわね。もっと単純に考えていいと思うわよ？』

　しかしアニャト先輩は自分で言っておきながら、そんなふうにちゃぶ台を返す。

『殺さっちーの起こす「現象」そのものは心理に影えい響きようしてしまえばさっきみたいにちょっと入り組んでしまう面もあるけれど、「何」を壊してそうなったのかに関しては、意外と単純なのよね。今までの傾けい向こうから考えるに』

　確かに……そうかもしれない。それはまるで、祇良堂ちずの性格そのままであるかのように。

　そう考えると、

『──「隠すもの」』

　アニャト先輩はそう告げる。

『他人の目に触れないように、人が何かを隠すもの──そう聞いて、ルイ君はいったい何を思い浮うかべる？』

　なるほど、それが真実を隠すという行こう為い。「嘘をつくこと」か。

　そうなると──

「あ」

　不意に、一つの物体が脳のう裏りに浮かんだ。

　それはこれまでのことを思い返してみれば、ごく自然に行き着く答えだった。

　確かに、単純だ。

『どうやら辿たどり着いたみたいね』

　アニャト先輩は類の心をいつだって見み抜ぬいている。

　いつも遊ぶように煙けむに巻くけれど、それはすべて、わかっているからこそのことなのだ。

『ありがとうございました』

　そうして走り出した類。

　そして、ふと気づく。

　そもそも──さきほどのアニャト先輩の説明は、やはり彼女であったからこそ言えたことであったと。

　アニャト先輩は類を正解へと導く流れの中で、「他人の目に触れないように、人が何かを隠すもの」と言った。

　それは「嘘は他人に知られてしまって当たり前」の世界で生きてきた住人なら本来持ちえるはずのないもの。

　それもまた、類に話を聞き、この世界の「おかしいところがどこであるか」を認識した上で、では「そこがおかしいのなら、本来の世界では人はこのように考えるであろう」と、異なる常識を土台として推理したものなのだ。

　通常の感覚を保持している類にとってはごく当たり前の会話にしか聞こえなかったが、今のこの世界の住人にとっては本来できるはずのないこと。

　──やはり規格外。

「遠すぎるよなぁ……」

　自らの不ふ甲が斐いなさに、一つ活を入れて。類は再び走り出す。
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　生徒会室にはまだ灯あかりが点ともっていた。

　下校時刻をとっくに過ぎて、さらに部活動で残っている生徒たちが帰っても、まだその部屋には灯りが点っていた。

「譲先せん輩ぱい」

　唐とう突とつに生じた類の声に、譲は意外そうな表情を見せた。

「君か。どうしたんだい？　もう帰ったものだとばかり」

「すみません、抜け出してしまって。……残っているのは譲先輩だけですか？」

「ああ、他のみんなには帰ってもらったよ。もうこんな時間だからね」

　こんな時間だというのなら自分はどうなんだ、そんな気持ちは恐らくこの副会長にとっては無粋な配はい慮りよにしかならないのだろう。

　だから類は、代わりに別のことを尋たずねた。

「譲先輩。一つ、訊きいてもいいですか？」

「なんだい？　……と、すまないね。ここだけ終わらせてしまいたいから、作業をしながらでも構わないかい？」

「もちろんです。お忙いそがしいところすみません」

「それで、なんだい？」

「──もしかしたら先輩には、何か大切な用事があるんじゃないですか？」

　その言葉に。忙せわしなく動いていた譲の手が、ぴたりと止まった。

「……どうしたんだい、急に。なんでそんなことを」

「いえ、なんとなくです。なんとなく、ですけど……先輩は本当はしたいことがあるのに、忙しいせいでそれができないでいるんじゃないかと、そんなことを考えてしまって」

　それが類の考えた、譲の「嘘」だった。

　まるでストレスを抱かかえるかのように自身へとつく嘘は──「副会長」として何かをしなければならないとき。

　生徒会長の代わりとして、「責任者」としての自覚を求められるとき。

　それは譲にとって、否いや応おうなく「忙しさ」を意識する瞬しゆん間かんではなかったか。

「……君は鋭するどいんだね」

　どうやら、今度は正解だったようだ。

　譲は作業の手を休めると、いつかのように姿勢を正すようにしてメガネをかけ直し、類へと向き直った。

「そうだね。君には迷めい惑わくをかけてしまったし、きちんと謝らなければいけないね……うん、丁度いい機会だ」

「迷惑？　譲先輩が僕に、ですか？」

　迷惑というのなら逆だろう。そう意外に思ったが、譲が口にしたのは類が思っていたことと同じ内容だった。

「生徒会長のことだよ。僕は君たちに、当たるような真似をしてしまった」

　ならやはり逆だ。そのことに関して、譲が謝らなければならないようなことは何一つない。けれど譲は、さらに意外なことを言う。

「あれはね、僕のわがままだったんだ」

「わがまま……ですか？」

　そうして、譲は話し出した。

　それは友人の話──彼にとって、親友と呼んでもいい友人の話。

　そして、その友人が悩なやみ事を抱えているという話だった。

「相談にね……乗ってあげたいんだ」

　呟つぶやくような譲の言葉は、どこか寂さびしそうにも聞こえた。

「君は僕がしたいことができていないのではないかと、そう言った。その通りなんだ。僕は友人の相談に乗ってあげたいのに、それができないでいる」

「それって……」

　アニャト先輩のせいで、大事な友達の相談に割さく時間すら満足に取れないって──そういうことなのだろうか。

　だとしたら申し訳なさすぎる。しかしそんな類を譲は制した。

「聞いてくれ。でもね、友人には僕なんかよりずっと適任の相談相手がいるんだ。僕よりずっと優ゆう秀しゆうで、的確なアドバイスをくれる人が」

　だから忙しさが原因なのではない。本当は、僕なんかが出る幕はないんだ、と、やはりその声はとても寂しそうに聞こえた。

「僕はね、きっと忙しさを自分への言い訳にしていたんだろう。本当の理由は違ちがうくせに、時間が取れないから仕方がない、この行事が片付いたら、次のテストが終わったら、そんなふうにして友人と向き合うことをずるずると引き延ばしていったんだ」

　そうこうしているうちに、もうずいぶんと時間が経たってしまったのだと。

「どんなに忙しくたって、相談の時間を工面するくらいなんとでもなっただろうにね」

　その言葉は自じ嘲ちように満ちていた。

　そうして、文化祭の準備が始まってしまった。生徒会が一年で最も忙しくなる時期が。

「自分への言い訳だったはずなのに、本格的に忙しくなって僕はそれを本当に『理由』にしてしまった。時間を取りたいのに、あの人の相談に乗ってあげたいのに、どうしてこんな──なんて」

「譲先輩……」

「だから、この忙しさは生徒会長のせいだなんて、八つ当たりのような真ま似ねをしてしまったんだ。すまない。君にも、妹さんにも、申し訳ないことをした」

　いえ、それは八つ当たりではありません。申し訳ないのはこちらです。

　そう言いたかったけれど。

　この生き真ま面じ目めな副会長が、本当に申し訳なさそうに頭なんか下げるから──続く言葉は告げられず。

「実は生徒会室へ戻もどってきたのには、もう一つ理由がありまして」

　だからやっぱり、その代わりに。

「すみませんが、少しの間でいいのでそれを貸してはもらえませんか？」

「えっ……これかい？」

　類の発言に、譲は驚おどろいていた。

　類が指し示したのは、生徒会会計が預かる──

「はい。その『金庫』です」

「これがどうかしたのかい？」

「どこかが壊こわれているはずなんです。それを直してしまおうと思いまして」

　そう、それが答え。

　他人の目に触ふれないように、人が何かを隠かくすもの──

　そして会計の手伝いをしていた、祇良堂ちずが触さわっていたものだ。

「開閉部は問題ないようですね。では、中のお金は預かっていてください。できるだけ手早く済ませますから」

「別にそんな心配はしていないよ。でも、よく壊れているってわかったね」

　壊れていたのは取っ手だった。恐おそらく、持ち運びの最中にやってしまったのだろう。

「ああ、なるほど。これが噂うわさの……ははっ、そうか」

　譲も類の噂は聞いていたのだろう、納なつ得とくしてくれたようだ。本当は件くだんの生徒会長の協力あってこそなのだが、譲の前ではその名が少し挙げにくく、そして説明も難しい。

「でも、今日はもう遅おそいよ。直してくれるのはありがたいけれど、明日あしたでいいんじゃないのかい？」

「いえ、すみませんが──壊れたままだと我が慢まんができないもので」

　ますます噂通りだ、と譲が笑った。

　類も笑う。

　生徒会室の灯りはまだ消えない。

　譲はまだしばらく、自分の仕事を続けるのだろう。

　だから類も、自分は自分でやるべきことをやろうと──そう思った。







　……翌日、祇良堂ちずが類にお仕置きされたのは言うまでもない。
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　──譲ゆずり副会長の「嘘うそ」。

　それがまさかの事態へと繋つながっていくとは、予想もしなかったことで。

「……誰だれだかわからないんだ」

　譲が急にそんなことを言い出したのだ。

　誰にも話すことができずに溜ため込んでいた悩み──そこに触れた類るいだからこそ、そのことを打ち明けてくれたのは嬉うれしくもあったが、

「どういうことですか？」

　問いかける類だが、譲は自分でも状じよう況きようがつかめていないといった様子だった。

「自分でもよくわからないんだ。悩んでいる友人がいた──それは確かだ。確かなんだ。僕はその力になりたいと思っていた。でも改めて考えてみると、それがいったい誰だったのか、思い出せないんだ」

「…………」

「……なんなんだろう、これは。いったい」

　自分自身、本当に何を言っているのかわからない。そんな様子で首を傾かしげる譲。しかし首を傾げたいのは類の方だ。

　確かに直したはずなのだ。修理に取りかかるのがあんな時刻からだったとはいえ、特に急せかされたわけでもなく、必要なだけの時間をかけて──きちんと確かく認にんだってした。

『嘘が隠せない世界』は、いまだ元に戻っていないということなのか？

　どうしてそんなことになっているのか、むしろ類の方が尋たずねたい。

「……あれ？　譲先せん輩ぱい、今、『思い出せない』と言いましたか？」

「そうなんだよ。本当に、自分でもいったいどういうことなんだか……」

　違う──

　先の世界で風船が割れてしまったら、「忘れなければいけなかった」のだ。

「忘れなければいけない」と「思い出せない」では、意味がまったく違う。

　似ているようだが、前者は自分の意志で行うものであり、後者は逆に自分の意志ではどうにもならないものだ。

　となると、別の何かが理由となって譲から記き憶おくが消えてしまったと考えるべきだろうか。

　別の何か。

　そう、別の──







「なあ、祇し良ら堂どう。お前また何か壊したのか？」

　こんなとき、真っ先に思い当たる人物がいた。まったくもって至し極ごく残念なことに。

「おっ……と、え？　お仕事ならちゃんとしておりますよ？　ただ、あんまりにも忙いそがしかったので、これから休きゆう憩けいに入らせていただこうかと」

「今の今まで昼ひる寝ねしてたみたいだけどな」

　戯たわ言ごとはさておき。生徒会室にちずしかいない今は、丁度いいタイミングだった。

「それで、どうなんだ？」

「何がですか？」

　ちずの表情に変化はない。いつも通り、実に──眠ねむたそうだ。

　彼女の表情からその真意を探さぐることは、至難の業わざといわざるをえない。

「……そうか」

　しかし困ったことに、彼女が嘘をついているのかどうかがわかる程度には、類もちずとの付き合いが長くなっていた。彼女に惚とぼけている様子はない。

「疑って悪かったな。知らないのならいいんだ」

「それより類さん、わたしはまた眠りから覚めるときにとんでもないことに気づいてしまいましたよ」

「そうか、それは残念だな。そのまま寝かしておくべきだった」

「生徒会の会計という、わたしが負う大任。よくよく考えてみれば、これは強大な権力ではありませんか。学校内の財務省ですよ」

「そうだな。ただの手伝いでしかないお前には何一つ決定権がないけどな」

「わたしのさじ加減一つで、学校経済が大きく揺ゆれ動く──それは言い換かえれば、わたしのミス一つで、経済が大混乱に陥おちいるということ」

「ああ、要するに今やってた計算が間ま違ちがっていたことに気づいたんだな？　いつもお前のミスをフォローしてくれている本物の会計に感謝するんだぞ？」

　ちずは嘘をついていない。それは間違いないだろう。

　ただ、だからといって祇良堂ちずが何もしていないことにはならない。

　普ふ通つうの人間だって、気づかずに何かを壊してしまっていることがある。

　身につけているものをふとした弾はずみでぶつけてしまったり、何かに気を取られているときに持っている物を落としてしまったり──無自覚の破は壊かいというのは思いのほか多い。

　それが普段から大事にしているものや身の回りのものであれば後から壊れていることにも気づこうというものだが、そうでなければ、そのままずっと気づかないことだって往々にしてある。

　まして、祇良堂ちずとなれば──

（捜さがしてみるしかないな）

　こうして唐とう突とつにして思いがけず、類の捜そう索さくは始まった。







　ただ、これってまさか──考えれば考えるほどに込こみ上げる予感が類を幾いく分ぶんか不安にさせていた。

　譲の勘かん違ちがい。ならただの笑い話で済むが、何をどうすればこんな勘違いが起こるというのか。本人の性格から考えて、冗じよう談だんという線もないだろう。

　ならつまり。今現在、起こっているかもしれない事態というのは。

（確かめてからだ）

　だから類は、祇良堂ちずは今度は何を壊してしまったのか？　ではなく──まずは、

「富とみ岡おかさん。ちょっとお願いできますか？」

　その秘書──富岡は、こっそりと人目を忍しのんで理事長室を訪おとずれた類を、まるで忠臣よろしく出で迎むかえた。

「類様のご命令とあらば」

　それは理事長であった祖母の秘書。そして今では、類の秘書。

　年ねん齢れい不ふ詳しよう。一見すれば──幼女、というほどに幼い。

　そのことの是ぜ非ひはこの場ではさて置き、彼女は普段、この私立校の理事長室に身を置いている。類のたってのお願いで、表向き祖母から理事長を継ついだという体ていを保ってもらうためだ。

　ただ、校長と違って理事長は常時学校に滞たい在ざいしている必要もない。だから常にいる必要はないのだが、富岡は類の「お願い」を「命令」として受け止め、自分が後任の理事長であると知らしめるため、外せない用事があるとき以外は必ずここにいるようにしている。

　その行きすぎたほどの実直さが玉に瑕きずであるが──だからこそ頼たのもしいともいえる。

　富岡がどれだけ優ゆう秀しゆうか、類はよく知っている。祖母の時代から散々見てきたのだ。

　彼女の過去の経歴は知らないが、その基礎値スペツクの高さ、及およびそれを活いかしきる才覚の鋭するどさたるや本来なら誰かの補ほ佐さで納まるような人物ではない。

　何せ祖母が遺のこしたこの高校を、「富岡さんなら」と疑うことなく譲ゆずり渡わたそうと思ったくらいだ。それは優秀さばかりではなく、その誠実な人ひと柄がらを信しん頼らいしてのことでもある。

　甘いところのあった祖母だ。正直、富岡がいなければ、祖母に学校の運営などできなかったのではないか──そう思わせるまでに。

　だから本当に自分の部下などでいていいのかと、そう思ったのは一度や二度ではない。いや、本当は今でもそう思っている。

　ただ、それを口に出すとこの幼きクールビューティーが急に泣きそうな表情を見せるので、もう言わないようにしていた。

　祖母とは何やら因いん縁ねん浅からぬ関係のようで、類が知っている富岡は、部下というよりもまるで祖母に絶対の忠誠を誓ちかう従者のようだった。

　そしてその関係は、今では類に引き継がれている。

「行方ゆくえ不明になっている生徒がいないか、ですか？」

「いや、行方不明というか……そんな大おお袈げ裟さなものではないと思うんですけど、念のため、調べてもらえませんか？」

　もちろん、そんな生徒がいればとうに大おお騒さわぎになっている。富岡の耳に入っていないはずがない。

　しかし、万が一ということがある。

　万が一、誰にも気づかれずにいなくなっていて──そして今現在まで、いなくなっていることに誰にも気づかれていない、ということが。

　普通に考えればそうそう起こりえる事態ではないのだが、そこに祇良堂ちずという少女を絡からめて考えると、決してその限りではない。

「あまりうまく言えないんですけど、いるはずなのにいなくなっている生徒がいないか、わずかでもそんな形けい跡せきがある生徒がいたら、それを捜してもらえると」

　自分でもいったい何を言っているのか、ちょっとわからない。

　けれど。

「──承知いたしました」

　富岡はいつも深く追つい及きゆうすることなく、類の頼み事を聞いてくれる。

　それは恐おそらく、自分の分を守っているからだろう。

　類から話すのであれば真しん剣けんに聞いてくれるだろう、いくらでも相談に乗ってくれるだろう、けれど自分からは立ち入らない──その態度は、大人のものだった。きっとそれが、秘書としての彼女の矜きよう持じ。

　その距きよ離りに、類は救われていた。

　富岡はちずのことを知らない。もちろん生徒たちや一部の教師たちとは違って、「件くだんの問題児」としての祇良堂ちずという生徒のことは把は握あくしているが、彼女が持つ奇き妙みような力のことまでは知らない。

　類はちずのことを知ってしまった当初、あまりのことに独りで抱かかえきれず、アニャト先せん輩ぱいとユー、昔からなんでも話してきた二人には打ち明けてしまったが──

　富岡にそのことを話すのはどうしても抵てい抗こうがあった。信じてくれるかどうかという問題もあったが、根本的な理由となっていたのはそれではない。

　それはきっと、富岡が大人であったからだろう。

　大人を巻き込んでしまうと、なんだかそこから大おお事ごとになってしまうかのような、取り返しのつかない事態へと発展してしまうかのような──

　だからもうしばらくは自分の胸のうちに秘めておくべきだと、類自身うまく言えないことではあったが、どうにもそんな気がしてならなかったのだ。

　それが子供の考え方だというのなら、返す言葉もないが……。

「それじゃ、よろしくお願いします」

　類は頭を下げる。申し訳ないという気持ちを腹の底に沈しずめながら。







「──該がい当とう者はおりませんでした」

　富岡の仕事は早かった。

　頼んでからさほどの時間も経たたないうちに、彼女からの報告があった。きっと、すぐに取りかかってくれたのだろう。

「そうですか……ありがとうございました」

　携けい帯たい電でん話わへと入ったその報告を受けたとき、類もまた学校中を走り回っていた。

　ちずによって壊こわされたものがないか捜し出すためだ。

　壊されたものが見つかれば、今いったい何が起こっているのか、それを把握するための手がかりとなる。富岡に頼むだけで自分は何もしないというのはありえない。

　けれど、それらしきものは見つかっていない。加えて富岡の報告。

　彼女がそう言うのなら、恐らく間違いないだろう──徹てつ底ていという言葉が彼女以上に似合う人物を類は知らない。

　もう少し捜してみよう。

　再び走り出した類の胸には、焦あせりが募つのっていた。さきほど覚えた予感が花開く。

　まさか──

　まさかとは思うが、本当に生徒が一人、消えかかっているのか？

　ちずが「何か」を壊したことで。

　確証はない。確証はないが、状じよう況きようがそれを真実に近づけている。

　そして、その生徒に関する記き憶おくもまた消えかかっているのではないだろうか。

　だから譲は、あれだけ気にかけていた友人のことが思い出せなかった。名前が出てこなかった。どんな相手だったのかも忘れかけていた。

　さらには。

　記憶どころか、その生徒にまつわるすべてが消えかかっているのでは──

「冗談じゃないぞ、おい」

　そんな予感に背中を叩たたかれるように。

　顔面蒼そう白はくになりながら、類は日が暮れるまで学校中を捜索し続けた。
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　くたくたになって帰宅した頃ころには、すでに黄昏たそがれさえも夜にその居場所を明け渡していた。

　自室へと戻もどった類のその絶望に包まれた表情が、捜索の結果を物語っている。

「まじ、か……」

　考えすぎであってほしい。

　けれど今のところ、それを否定する材料が見つからない。

　もし本当に、あの学校から生徒が一人消えてしまっていたとしたら──

　消えてしまった人間をどうやって捜したらいい。

　記憶にさえも残っていない人間を。

　類はＰＣを立ち上げる。一いち縷るの望みを託たくすかのように、上着さえも脱ぬぎ忘れて。

『嫌いやねえ。その条件にぴったりと当てはまる生徒がいるじゃない』

　けれどアニャト先輩は、あっさりとそんなことを言ってのけた。

『だれｄす？』

　動転した類はついミスタイプをしていたが、そんなことは気にしていられない。

『殺さっちーよ』

　──不意を突つかれた。

『しらどう、ですか？』

『変へん換かん忘れてるわよ。というか、そろそろ辞書登録しときなさいな。ま、それはともかく、よっぽど焦ってたのね、ルイ君。いつものキミならわかりそうなものだけど』

　確かにアニャト先輩が確信めいた言い方ならぬチャット方をした時点で、それは類も知っている生徒ということだろう。あの高校で共通の知り合いなんて、ごく限られている。

　しかも記憶から消えているわけではなく、アニャト先輩も覚えているという条件付きとなれば。

　けれど、その理由は思い当たらない──どうして祇良堂ちずになるのか？

『ルイ君は、殺っちーのことをどれだけ知っているの？』

『え？』

　類のそんな思考を察したのか、アニャト先輩はそんなふうに尋たずねた。

『あたしたちは彼女のことをよく知らない。ううん、何も知らないと言っていい。いったいどこの何者なのか、なんであんな力を持っているのか、予想を立てることはできても確証をもって断言できることなんて何一つない』

　それは確かにその通りだが。

『あ、いや、あたしはよく知ってるんだけどね。何せ彼女は神の領域こちらがわの住人だから』

　はいはい。それは今はどうでもいいので受け流す。

『だから、こういう仮説が立てられるわ。「祇良堂ちず」という少女自身に関する人々の記憶──そうね、言ってみれば彼女の「プロフィール」のようなものが壊されたのではないか、と』

『プロフィール、ですか？』

『そう。彼女がいったいどこの何者なのか、というプロフィール』

　ちずの個人情報プロフイールが壊された。

　だから彼女のことを忘れてしまった生徒が出た？　それが副会長の譲？

『え、じゃあ、譲先輩が言っていた友人というのは祇良堂ってことですか？』

　なんだかピンとこない。

『状況だけを並べるとそういう考え方もできる、ということよ』

　ピンとはこなかったが、別にありえないことではない。男女の友人関係というのなら、自分とユーもそうであるし──まず第一に、すでに消えてしまった生徒がいると思うよりも、ずっと気が楽だ。

　しかし類はまだ、アニャト先輩が言いたいことの本質を理解できていなかった。

『ルイくん。あたしが言っているのはここ二、三日の話ではなくて、もっとずっと前からそうだったのではないか、ということよ？』

『え？』

『三ヶ月前に現れた祇良堂ちずという少女。彼女はどういうわけか、私立弐そえ地ち高校の制服を着ていた。そして、どういうわけか正式な生徒としての書類まで存在した──誰だれも彼女のことを知らなかったのに』

　キミのところの自じ慢まんの富岡さんでさえ、とアニャト先輩は付け加える。

『そして、本人には記憶がない。キミは本当かどうか疑っているようだけれど、これが本当のことであれば、これまで理解できなかったことの多くに辻つじ褄つまが合う』

　──忘れてしまったのよ、と。

『個人情報プロフイールが壊されたから。だから記憶から消えてしまった。人々の、そして本人の記憶からさえも──いるのにいないことになってしまった。祇良堂ちずなのに祇良堂ちずでないことになってしまった』

　開いた口が塞ふさがらない。

『ルイ君。確か学校に保管されていた書類から彼女が「祇良堂ちず」だと逆輸入されたとき、祇良堂家に確かく認にんを取ったと言っていたわね？』

『ええ、富岡さんがやってくれました』

　祇良堂家といえばこの街の名家だ。この街で生まれ育った者ならば、誰であれその名を知っているほどの。

　しかし、その結果は──

『それも当然よね。自分の子供であっても、記憶から消されていればわからない』

『待ってください。じゃあ譲先輩は、今になってどうして』

『個人差があるって言ってたのはキミじゃない。染まってしまうあたしたちにはわからないけれど、そうでないキミから見れば、人々が現象に染まっていくには個人差があるって──自分の子供と親友とどちらが大切かなんて比べても意味がないけれど、個人差があり、尚なお且かつ本当に仲の良い親友であったのなら、記憶から消えるのが最も遅おそかったというのも可能性としては考えられるんじゃない？』

　それにそもそも、祇良堂家の家族仲がどうだったのかなんてあたしたちにはわからないし、なんてアニャト先輩は付け加えて。

『本来、殺っちー本人は「壊れた」世界の対象外にある。これまでのことから考えるにね。でも、自分自身の──それこそ自分自身そのものである「プロフィール」が壊れるような事態となったら、いったいどうなるのかしら』

　その答えはもう出ている。確かにそう考えれば、これまで空くう欄らんで提出するしかなかった答案用紙に答えが次々と埋うまっていく。

『──つまり祇良堂ちずの「プロフィール」は、キミと出会う前にすでに壊されていた』

　そうして三ヶ月前、二人は出会った。

　プロフィールが壊れ、自分が何者なのかもわからなくなっていた少女に。

　クラスメイトで。

　自分の前の席の少女と。

　きっと、知らない仲ではないはずであった少女に──類は出会ったのだ。

『この世界は、もうずっと前から本当の「祇良堂ちず」に関する記憶が消えている、あるいは消えかかっている世界だった』

　……言葉もない。

　類は絶句したまま、それから三ヶ月の日々を思い返していた。

『ま、仮定に過ぎないけどね。けれど今の状況から考えるに、信しん憑ぴよう性せいは高いと思うわよ。もしも本当に生徒が一人すでに消えているのなら、お手上げだし』

「ありがとう……ございました」

　チャットではなく声に出していることさえ気づかないまま、類はログアウトした。







　考えていた。類は考えていた。

「『プロフィール』……」

　手がかりはそれ。

　生徒手帳──？

　住民票──？

　それとも、もっと違ちがう何かだろうか。いったい何を「壊こわして」そんなことになったのか。自分はいったい何を「直せば」──何を直してやればいい？

　関連しそうな項こう目もくを思いつくだけ頭に浮うかべて考える。アニャト先せん輩ぱいが以前言っていたように、今までの傾けい向こうからすれば原因になっているのがなんなのか、それを考える。

　目の前の画面はブラウザを落としたときのまま。デスクトップに壁かべ紙がみを設定しておらず、そこにショートカットなどを置くのを嫌きらう類の画面は、暗転したように真っ黒だ。

　だからいつもならアプリケーションを落とすとそこに自分の顔が映って、しかも目が合ってなんだか妙みような気分になるのだが。

　今日に限ってはそうではなかった。

　唐とう突とつに。

　自分の顔の横に、もう一つ顔が現れた──

　跳はねた。

　あまりにも唐突すぎて、なんだこれホラー？　と考えるよりも先に椅い子すに座ったままただ跳ね上がるようにびくついた。

　そのまま視界が横転する。

　椅子から引きずり降ろされた──ことに気づいたとき、いつの間にか背後に忍しのび寄っていた人物に羽は交がい絞じめにされていた。

「えっ……ゆ、譲先輩？」

　そう、譲。

　どういうわけか、生徒会副会長がこの部屋にいたのだ。

「な……え？　なんですかこれ？」

「君に対する見み極きわめが終わったんだ。だから──」

　よく聞き取れなかった。考える間もなく、首にかけられた譲の腕うでが類を締しめ落とそうとしていたからだ。

　ものすごい力だった。外そうともがくも、完全に極きまってしまったのか意識が遠のくばかりで身体からだに力が入らない。

「ちょっと、ゆず……！」

　膨ふくらんでもいない肺から、最後の空気を搾しぼり出すような声を発して──

　類の意識は、そこで途と切ぎれた。

　本当に、あまりにも唐突な出来事だった。
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　──いつか、こんな話をしたことがある。

『やっぱりアニャト先輩はすごいと思いますよ。だって変わってしまった世界の常識に染まっているはずなのに、俺と同じ目線で話せるんですから』

　それはいつだったか──やはりいつもの「報告」をしつつ、アニャト先輩をひきこもりから脱だつするべく説得していたときの流れからだったように思う。

『ほら、俺っておかしくなった世界の中では、言わば異分子でしょう。別の世界から異なる常識を持ち込んで、それが正しいって言っている、普ふ通つうに考えれば俺こそが頭のおかしい奴やつじゃないですか』

　そんな人間と話を合わせて、尚且つ冷静に分ぶん析せきができる。それだけの人物がいつまでも閉じ籠こもっているなんて勿もつ体たい無ない、などと食い下がっていた。加えて「謙けん遜そんしないで受け取ってください」などと予防線まで張って。

『ルイ君、知ってる？　謙遜とは、自分自身で思っている自分の長所をすべて他人に言わせる術なのよ？』

　しかしアニャト先輩はそのあたりはそれはもうどうでもよさげに──しかもそんなふうに痛つう烈れつな毒をもって返され、類は二の句を失った。

『それよりルイ君、キミだけが世界の変化から置き去りにされている理由はなんだと思う？』

　挙句、押し黙だまる敗者に主導権はないとばかりに話題をすり替かえられてしまう。

　落らく胆たんしなかったといえば嘘うそになるが、しかしそれはそれで気になる話題ではあった。

『それ、最近よく考えるんですけどね。結局、納なつ得とくのいく答えは出ませんでした。確かに昔から修理が好きでしたけれど、だからといって祇良堂が「壊した」世界でまともでいられる理由になるとは思えませんし』

『「壊す」に対する「直す」？』

『ええ、それぐらいしか思いつかなくて。でも、それが理由になるんだったら俺だけじゃないだろうし』

　修理好きなんて珍めずらしいかもしれないが、けれどこの世界で自分一人ということはないだろう。

『そうね。でもあたしは、やっぱりルイ君だけが特別なんだと思うわよ』

『どうしてですか？』

　もしや、アニャト先輩にはすでに答えが出ているのだろうか──そんな期待を込こめて、類は尋たずねた。

『「特別」は一人だけであってこそ、「特別」たりえるからよ』

　がくり。それは実にアニャト先輩らしい理由だった。

『つまりアレよ、主人公体質ってやつ。主人公はいいわよ。何せ女の子にモテる。まあ髪かみの毛の色が赤や緑な原色カラーだったり、語ご尾びが特とく徴ちよう的だったり、ちょっとそこいらじゃお目にかかれないような変わり種ばっかりにモテるかもしれないけど、それはお愛あい嬌きようってものよ。可愛かわいいことだけは間違いないわ。それは正義なの。大正義なのよ。ただ気をつけなさい。主人公になると、どうやら他人の気持ちにどんどん鈍どん感かんになっていくようだから。あと、難なん聴ちようになってしまうみたいね』

　そこまで読んで、類はようやくおちょくられていることに気づいた。

　説得にしつこく食い下がりすぎたか。どうやら報復のようだ。

『ま、それはともかく』と、溜りゆう飲いんが下がったのかアニャト先輩は一呼吸置いて。

『殺さっちーが壊した世界でルイ君だけが特別である根こん拠きよは、他ほかにもあるわ』

『なんですか？』

『彼女はいつだってキミに認められようとしているからよ』

『え？』

『つまり、彼女にとってキミが「特別」なの。認められようとしているということは、向こうからキミに近づこうとしているということ。誰だれかに近づくということは、その人の「世界」に触ふれることを意味するわ』

　世界に──触れる？

『あ、別に恋れん愛あい感情である必要はないわよ？　期待しちゃった？』

　またはぐらかされた。

『「世界」というのは何も物理的な意味だけじゃない。人それぞれの中にも存在するわ。いえ、もっと言ってしまえば物理的な意味での世界なんか存在しない。誰かが「そこからそこまで」と境界線を敷しいた時点で、そこにまた一つ、新たな「世界」が誕生する』

　その中の──『類』という名の世界。

『推定家出少女の殺っちーは、家に帰りたくなくて理事長のルイ君を口説き落とそうとしている。あの手この手で。それは、「キミの世界に近づく」ということ。彼女が自分の力に関して本当に記き憶おくを失っているかどうかはともかく、彼女の能力がいわゆる「この世界」に干かん渉しようしているのは間違いない。であれば、そのことが強く影えい響きようを及およぼしているという見方も、あながち間違いではないということよ』

　……なるほど。確かに、理解できる話ではあった。

『だからルイ君は、殺っちーと出会った三ヶ月前から──正確には殺っちーがルイ君に認められようと行動を起こしたときから、「特別」なのよ』

　どこか楽しそうにアニャト先輩は文字を踊おどらせる。しかし類は一つ、そんな言葉の中に引っかかりを覚えた。

　三ヶ月前から──

　それはつまり、三ヶ月前より「以前」があるということ。

　類たちは祇良堂ちずの過去を知らない。

　いったい何者であるのかはもちろん、三ヶ月前より以前、祇良堂ちずがどこで何をしていたのか、何も知らない。

　だからそれによっては、もしかしたら──

『──ルイ君は、仲間がほしい？』

　すると、やはりそんな類の気持ちを見み抜ぬいたかのように、アニャト先輩が問いかけた。

『たった一人の特別なんかじゃなくて、自分と同じ状態の、わかりあえる、そんな仲間がほしい？』

　そのとき、ほんの少しだけ。

　いつもよりほんの少しだけ、打ち込む速度は遅おくれたけれど。

『いえ、必要ありません』

　類はそうチャットを返した。

　なぜなら──




　……いつか、アニャト先輩とそんな会話をした。







　第三壊・後：いずこの空より来たりし神か
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「……どこだここ」

　類るいがようやく意識を取り戻もどしたとき、目の前に広がっていたのはまるで自分のＰＣ画面に吸い込まれてしまったかの如ごとき真っ暗な世界だった。

　どこからかわずかに差し込む月明かりだけが自分が今いる場所の様子を教えてくれてはいたものの、それも微び量りようすぎて目に頼たよるには視界はあまりに胡う乱ろんといえた。どうやらどこかの部屋のようだが、窓さえもないようだ。

　立ち上がっても満足に歩くスペースすらなく、すぐに何かにぶつかってしまう──と考えると、ここは倉庫か何かだろうか。とにかく狭せまい場所であることは間違いないが、逆に言えばそれぐらいしかわからない。

　あまりの急展開に、思わず夢なんじゃないかと疑うレベルだ。しかしベタだと思いつつも頬ほおを抓つねってみると、痛い。痛い、というところまで含ふくめて夢なんじゃないのかだって夢だもの、なんて本ほん末まつ転てん倒とう気味に考えてはみるもののどうやらそれは現実逃とう避ひでしかないようだった。

　これはまぎれもない現実──類はこの部屋に閉じ込められてしまったのだ。

「譲ゆずり先せん輩ぱい？」

　自分を閉じ込めた犯人の名前を呼んでみる。

　犯人。その響ひびきもまた現実味がなかったが、差し当たって他に妥だ当とうな名めい称しようもなかった。

「いないんですか？」

　そもそも自分はなんで閉じ込められたのか。その理由がわからない。

「──目が覚めたのかい？」

　その声は、壁かべの向こう側から聞こえた──いや、扉とびらか。真っ暗で自分がどこを向いているのかさえわからなかったが、どうやら声のした方向にこの部屋の扉があるようだ。

「譲先輩。これ、説明くらいはあるんですよね？」

「……驚おどろいたね。第一声がそれとは」

　こう見えても、唐とう突とつに非日常的な展開に巻き込まれるのは慣れているんですよ──とはさすがに言えなかったが。

「いや、すまないね。手て荒あらな真ま似ねをしてしまって。実は、ちょっとした手て違ちがいがあってね……君には明日あしたの朝までそこにいてもらうことになった」

「説明になっていませんよ。なんの手違いかは知りませんが、まずは俺を襲おそった理由を教えてください」

「君のお怒いかりはごもっともだ。強きよう硬こう派は連中の意見を抑おさえ切れなくてね。手段はどうあれ、まずは君を連れてくるべきだと──そのくせ連れん絡らくが上う手まくいかずここに足止めだ。本当に申し訳ない」

「は？」

「いや、順を追って説明しよう。僕としても、君にこんな真似をするのは本意じゃない」

　どうにも意味がわからない。

　しかし、この状じよう況きようにおいて奇き妙みようなことではあるが、類は少しだけ安あん堵どを覚えていた。その口くち振ぶりと態度から、譲はいつもの譲であると、それだけはわかったからだろう。




「──君は自分が正しいのかどうか、自分自身を疑ったことはないかい？」

　唐突な問いかけ。

「自分は正しいと思っているのに、世間は間違っているという。自分は間違っていると思っているのに、世間は正しいという──そんな経験が。間違っているのが世間なのか自分なのか、思い悩なやんだことはないかい？」

　それは唐突ではあったが、しかしそれこそ類にとっては割と日常的なことでもあった。今でこそ多少は落ち着いているが、以前はそのことで深く悩みもした。

　他の誰にもわかってもらえない悩み──

　しかし、どうにも素す直なおに「はい」と答えるのもためらわれる問いだった。

　類が答えずにいると、

「──ある日、この世界は『嘘うそが隠かくせない世界』となった」

　譲はそんなことを言い出した。

「またある日、この世界は『特定の誰かが基準となる世界』となった」

　今度こそ、類は自分の意志とは無関係に言葉を返せずにいた。

　譲の口に上った言葉は、類以外には知りえない──決して知りえるはずのない内容だったからだ。

「どうして……」

　ようやく発せられた、掠かすれた声の問いかけ。そこへさらなる問いかけが返る。

「どうして知っているのかって？　さて、どうしてだと思う？」

「……まさか」

　答えなど一つしかない。しかしそれは、およそ信じ難がたい理由だった。

　あえて別の可能性を考こう慮りよすれば、アニャト先輩──もしくはユーが話して聞かせた、ということくらいだ。

　だが、それが可能性すら論じる必要もない事こと柄がらだということを類は知っている。

　そのときそのときの世界の常識に染まってしまう人々にそれを話して聞かせる空むなしさは、他ほかの誰でもない、類自身が身に染みてよくわかっている。

　だから類はこれほどまでに驚いたのだ。譲の「そういう事実」があった、という当然の口調に。

　そうであれることの条件はたった一つ──「体験した」、ということを「認にん識しきしている」以外にありえない。

「譲先輩も……俺と、同じ……？」

「そう。元の世界の『常識』を持っていられるんだ──変化した世界の中でもね」

　すんなりと認めたその言葉に、いよいよ返す言葉が出てこない。そんな類に譲はさらに告げる。

「そしてそれは、僕だけではないんだ」

　譲はさきほどから、自分の背景に他の人間がいることを仄ほのめかしていた。

「誰だれもおかしいとは気づかない。気づいてくれない。気づけるのは自分だけ。最初は誰もが自分の頭がおかしくなったのだと思い悩む。けれど違う。おかしいのは自分じゃない、世界の方だ。ある日突とつ然ぜん、世界がおかしくなったのだ、と──そう思った、いや、そう思うことができた人間たち」

　世界は変化していく。それは当たり前のことだ。

　人間の歴史とは常に変化の連続──それをあえて進化と言うのであれば、そんな自然な進化ではなく、唐突に、あまりにも不自然に、そして理り不ふ尽じんに変わっていく世界。

　そんな世界を認識できた者たち。

「僕らはそれを『境きよう会かい』と呼んでいる。そんな人間が集まって自らの「境界」を守ろうと、互たがいに協力し合う「協会」なのだと」

　そんな団体が存在するのか。

「おかしい」とは思っていても、一人では意味がない。同じように「おかしい」と思える仲間がいてこそ、はじめてそれは成り立つ。

　だから互いに手を取り合った。仲間となった。集団となった。

　そうであれば、おかしいのが自分たちなのか世界なのか証明できるから。

　他の誰でもない、自分自身に納なつ得とくさせることができるのだから。

「だけど、名称になんか意味はないことはみんなわかっている。呼び名がないと不便だから、便べん宜ぎ上じようそう呼んでいるだけでね」

「意味がない？」

「いや──そうだね、今後は意味も……うん、『教会』となっていくのだから」

　その言葉の意味はわからなかったが、

「じゃあ、先輩はわかっていて……その上で、あんな行動を取っていたと？」

　類は『嘘が隠せない世界』での譲の行動を思い返す。

　あのときの譲の行動はあまりに自然だった。彼の言動が「その世界」で「あまりに自然」であったからこそ、類は「おかしい」と感じることができたのだから。

「そこは僕らが団体である強みだよ。世界に変化が生じたと感じたとき、僕らは互いに連絡を取り合い、『今がいったいどういう世界であるのか』の意見を出し合う。そうして出た結論をもとに、僕らもまたそれらしく行動する」

　──順応するために。譲はそう言う。

「生きていくためには必要なことだからね。誰だって、世界なんてものの中で孤こ立りつしたくはない」

　無論、多数派マジヨリテイに対する少数派マイノリテイであることは否いなめない。しかし類が考えているよりも、『境会』に所属している人員は多いのではないか──譲は言う。弐に高こうにだって譲と類、こうして二人の人間がいたのだから。

「でも、なんで俺もそうだって……わかったんです？」

　ここまで言われて、さらには実例まで挙げられて、今さら誤ご魔ま化かしても意味がない。

　だからこその類の問いに、譲は「見ていればわかるよ」と簡潔に答えた。

　そしてその答えに、類は納得することができた。

『境会』──そんなものが存在するのなら、彼らはいつだって注意深く日常を観察してきたに違いないのだから。

　世界に変化が生じたとき、それに順応していない人間の取る行動はあからさまだ。

　一人だけ世界の変化に右往左往して、戸と惑まどっている者──きちんと見ていれば、特定することは容易たやすい。

「じゃあ、これってまさか俺への勧かん誘ゆうなんですか？」

「そうなんだ。こんな手荒い形になってしまって本当に申し訳ないと思うけれど、これは君という大切な仲間を迎むかえ入れるために行ったことなんだよ」

　いたのだ。自分の他にも。

　世界の変化に取り残された異い端たん者たちと──出会えた。

　仲間。その言葉に揺ゆさぶられなかったといえば嘘になる。

「けど、なんで先輩たちは、その……」

　アニャト先輩の仮説に従えば、類が「そう」あれたのはちずが類の『世界』へと干かん渉しようしているからだ。

　そうなると、譲たち他の仲間はどうして──

「さて、問題はそこだ」

　譲は一つ間を置くと、今度は類にこう尋たずねた。




「──君は知っているかい？　人間はとある条件下において、体重が二十一グラム減少すると言われていることを」

　聞いたことがある。

「人間は死ぬと魂たましいが抜ぬけるから、その分の重さが減るって話ですか？」

「おや、これは博識だ」

「ただの受け売りです。それで、それがどうかしたんですか？」

　それは、とあるオカルト話好きな先輩の受け売り──しかし譲の前だと、やはりその人の名前を挙げるのはためらわれる。

「君はこの話を信じているかい？」

「どうですかね。ただ俺、物には魂が宿るって話をされて育ったので。体重が減るかどうかはともかく、そういうのがあってもおかしくはないんじゃないかとは思っていますよ」

「なるほど。では、君も死後の世界を信じる方かい？」

「まあ、あってもいいんじゃないか程度には」

「魂の実在を信じるのに、死後の世界は信じていないのかい？」

「別に直接結びつくわけじゃないでしょう。いや、はっきり言えばそこまで深く考えていないってのが本音ですか」

　悪いことをすると地じ獄ごくに落ちてしまうよ──祖母は時折、そういう言い方で孫を𠮟しかる人だった。

　しかし、だからといって明確な地獄観を語られたわけではない。祖母は熱心な宗教家であったわけではなく、ただ、孫を𠮟る際にそういった表現を用いただけだ。

　だから類としては、他の多くの人と同じようにただ曖あい昧まいで漠ばく然ぜんとした「あの世」というものが頭の中にあって、善人は天国へ、悪人は地獄へ落ちるという認識があるに過ぎない。

　……いや、本当のことを言えば、類にはその手の知識はそれなりにあった。

　先の「オカルト話好きな先輩」が、時折、火が点ついたように語り出すからだ。

　どこどこの神話では死後にこれこれこういう世界観があって、またどこそこの地方ではこれこれこうで──と、それを聞かされ続けた結果、またそれについていこうと類なりに涙なみだぐましい努力をした結果である。

　しかしそれを信じているかどうかといえば別問題で、類としてはただあの人が喜んでくれるから……っていったいなんの話だ。

「少し回りくどかったかな。結論から言ってしまえば、死後の世界など存在しないんだ」

「それは……なんですか、その、神様がいるとかいないとか、そういう話ですか？」

　なんだかいつものチャットをしている気分になってきた。

「察しがいいね。なぜなら死後の世界というのは、一いつ般ぱん的にその魂を管理する存在の有う無むによってこそ議論の余地が生じるのだから」

　類は曖昧に応じるしかなかった。どうにも話がきな臭くさくなってきたからだ。しかし譲は構わず続ける。

「魂も、死後の世界も存在しない。人は死ねばただの骸むくろであり、死後に待っているのはただの無だ」

「つまり、神様なんかいないんだと言いたいわけですか？」

「それは違う──神は存在する」

　……よくわからない。この手の話に耐たい性せいのある類ではあるが、譲はいったい何を言わんとしているのか？

「考えてもみてほしい。別に死後の管理などなくたって神は人を創つくったかもしれないし、魂なんてなくて、ただ肉体だけの存在を創ったのかもしれない。

　そもそも、人間は神によって創られたのではないかもしれない。進化論がいうように、猿さるから進化して人間になったのかもしれない。

　君が言ったように、別に結びつけて考える必要はないんだよ。神は神で、最初にこの世界を創造したっきり放置し続けたのかもしれない。そしたら勝手に人間なんてものに進化して、神様を崇あがめるようになっただけかもしれない。

　もしくは神はそもそも造物主ですらなく、宇宙開かい闢びやくから続く進化の果てに今の状態となったこの世界に、ふらっとやってきただけかもしれない」

「かもしれないかもしれないって、要するに何が言いたいんです？」

　ついに堪たまりかねて、類はそう問いかけた。

「どうでもいいんだよ、そんなこと──だって僕らは、諦あきらめていたのだから」

　諦めていた。

　そう告げた譲の口調には、言葉とは裏腹の熱が籠こもっているように感じられた。

「そもそもさっきの話はね、善よき神が人間を導くためにという前提のもとに成り立っているんだ。だから死後の世界に天国と地獄がある。でも、もしもこの世に存在する神が悪あしき神だけだったらどうだろう？　天国など存在するだろうか？」

「地獄しか存在しない……ということですか？」

　譲の口調は、徐じよ々じよにではあるがヒートアップしていった。いつかの苦情の際も、はじめは静かに話し始めながら徐々に昂たかぶっていったが──

「違うんだよ。地獄も存在しない。悪しき神とはつまり破は壊かい神しんなんだ。破壊の権ごん化げである神が、地獄などというものを創って人間を管理しようと──そもそも地獄など創るだろうか？　もし仮に創ったとしても、そんなもの壊こわしてしまうだろう。もし仮に、人間に魂などというものがあったとしても、それもまた壊してしまうだろう。だから言っているんだ。どうでもいいんだよ、みんなみんな壊してしまうのだから。この世にあるものは、常識も、概がい念ねんも、名めい称しようも、すべて均等に無価値だ」

「…………」

　昂ぶっていく譲に対し、類は類で聞けば聞くほど胸の奥に溜たまっていく言葉があった。

　まさか、なんて予感めいた言葉が。

「けどね、破壊神であるがゆえにこの話は続くんだ。何もかもを壊してしまう破壊神は、ついにはあるものまでも壊そうとしてしまうのだから」

「……この世界とか言うんじゃないでしょうね」

「違ちがうよ。破壊神であるということ──つまり、自分をも、さ」

「どういうことです？」

「飽あきたから、といってもいい。そもそも破壊の本質とは、飽きることにあるんだ。創っても飽きたから壊す、もともとそこにあったものでも飽きたから壊す。その裏には、新しいものを欲ほつするという心理がある。破壊の後の創造──君も子供の頃ころ、飽きたオモチャを壊した覚えがないかい？　壊れたから新しいものを買い与あたえてほしいと、行動によって親に訴うつたえたことはないかい？」

「物を大切にするよう祖母に教わったので、そんな真ま似ねをした覚えはないですね」

　嘘うそだった。幼い頃ではあるが、それをした覚えはあった。そして祖母にひどく𠮟られた。

　──譲の話に同意しなかったのは、この話の行きつく先にある予感を認めたくなかったからだ。だから咄とつ嗟さに強ごう情じようを張った。

「そうか、噂うわさに名高い君の修理も前理事長の影えい響きようなんだね。でも、わからない話ではないんじゃないかい？　破壊神──それはよくある物語でいえば事実上、最後の敵であり、それを倒たおせば世界に平和が訪おとずれるという存在だ」

　けどね、と。類のそんな気持ちを知ってか知らずか、譲は続ける。

「何千年、何万年、破壊神は破壊神であり続けてきたと思う？　人間に置き換かえて換かん算さんすれば、もう年寄りもいいところだよ。それでも不ふ滅めつの寿じゆ命みようを持つから死なない。還かん暦れきを過ぎ、米べい寿じゆを祝い、白はく寿じゆに達しても、まだそうあり続けなければならない。いくら破壊神であることが己おのれの本質であるとはいえ、そんなもの、飽きないはずがない。いつしかもうどうでもよくなってしまったんだよ。それはつまり、破壊神たる自身をも壊してしまった、ということなんだ。

　たとえば僕らの中のある人は、その後の破壊神をお役所仕事のようなものではないかとたとえた。なるほど、本来、神とは気き紛まぐれな存在として描えがかれることが多い。個々の能力による優ゆう劣れつはあっても、それぞれ好き勝手にやっているものであり、あまり組織化しているというのは聞いたことがない──悪あく魔まなんかはよく６６６の軍団というけどね。そういうことではなく、会社化しているんじゃないかというんだよ。利益の追求が目的ではないから、あくまで役所にたとえたんだけどね。

　つまり破壊神として『果たさなければならない役目』があって、それを企き業ぎよう人として、役人として、仕事上のものとしてこなしているだけなのではないかと。定時になったら家に帰って可愛かわいい子供と遊んだり、休日は家族で旅行したりと、もう破壊神としての牙きばは完全に抜け落ちているんだとね。飽きてしまった結果、もしかしたら縁えん側がわでひなたぼっこをしながら猫ねこをなでる時間に幸せを見み出いだすような、そんないいひとになってしまっているんじゃないかって──」

「……それで。この話は、いったいどこに着地するんですか？」

　つい、類は結論を促うながした。それは焦あせりからだったのだろうか。すると譲はそんな類を試ためすかのように、一つ惚とぼけてみせた。

「君はもうわかっているんじゃないかい？　僕がどうしてこんな話をしているのか」

　わかっている──いや、わからないはずがない。

　恐おそらくはそのために、先だって譲は「思い出せない」などと言い出したのだ。

　それは類が本当に自分たちの仲間であるのか確かく認にんするためでもあったのだろうが──この結論へと導くための布石でもあったのだ。

　類に考えさせるために。意識させるために。

「破壊神たる自身を壊した、ということは具体的に言えば自身の記き憶おくを──つまり『プロフィール』のようなものを壊した、ということでもある。飽きるというのは、それ以前を覚えているからこそ起こるものでもあるからね」

　──ほらみろ、繋つながってしまった。嫌いやというほどに。陳ちん腐ぷなまでに。

「さて、その破壊神は自らの記憶を失って、今はどこでどうしているんだろうね？　もしかしたら、人間に交じって生活しているのかもしれない」

　垂れ流されていく譲の言葉は、どれもやっぱりしっくりときて。

　納なつ得とく、というと違うが──理解できてしまう。状じよう況きように符ふ合ごうしてしまう。

「それでもその力は健在だろう。飽きたから壊す──無意識のうちに、その性質に従っているんじゃないかな？　意図せず新しいものを欲していることだろう」

「……もういいですよ」

　やはり、納得──はできるものではなかった。

　似たようなことを言っていたアニャト先せん輩ぱいの言葉もいつものアレだと冗じよう談だんにしか受け取っていなかったし、何より、非現実的すぎる。

　しかし非現実だと突つき放すには、自分はもうその非現実な日常を送りすぎている。何をもって反論の材料とすればいいのかもわからない。

「壊す」──この世界の常識を壊す。概念を壊す。形のないものを次々と壊していく。

　これまで当たり前だった世界を壊し、まったく違った世界へと変化させてしまう。

　それを目まの当たりにしてきた類に、非現実すぎるなんて言葉を盾たてに常識の殻からに閉じ籠もる真似はできなかった。

　非現実だというのなら、自分の日常はすでに非現実ではなかったか──

　あの少女。




　祇し良ら堂どうちずが現れてから。




「そうそう、僕らがどうして『そう』あるのかだったよね。もともと破壊神が『何か』を壊す度たびに、その影響を受けない人間というのは誕生していたんだよ。まるで壊す前と壊した後の世界の違いを測るための措そ置ちであるかのように」

「え？」

「ようやく驚おどろいてくれたね。そう、僕らはそんな理由で世界から取り残されたんだ。言ってみれば、世界の都合で生み出された歯車に過ぎない」

　……どういうことだ？

　類が「そう」であったのは、ちずが類に近づこうとしていたから──類の『世界』に干かん渉しようしていたから。なのに譲が挙げた理由はまったくの別物。

　確かにあれは、アニャト先輩の仮説でしかなかったが……。

「それはいったい、いつからの話ですか？」

「いつから？　そうだね、いったい世界はいつからおかしくなってしまったのだろう」

　譲は具体的な数字を挙げることはなかったが、だからこそ逆に確信せざるをえなかった。

　挙げようがなかったのだ。

　三ヶ月前より「以前」──再びその言葉が浮ふ上じようする。

　これはずっとずっと前から続いてきたこと。

　三ヶ月前から始まった類──けれどこれはその前から続いていた。遥はるか前から始まっていた、繰くり返してきた。

「僕らと君とでは、『そう』なった理由が違うんだよ──君は『特別』なんだ」

　譲はアニャト先輩と同じ台詞せりふを口にした。

「君の存在は僕らを驚かせた。いや、驚くなんて言葉では表現できない。僕らは君に希望を見たんだ」

「……は？」

「言ったように、僕らはそんなくだらない理由で世界に置き去りにされた。けれどそうして生きていくしかなかったんだ。変化していく世界に合わせ、迎げい合ごうしていく形で──諦めてきたんだ。おかしいと叫さけんだところで、どうにもならなかったからね」

　なのに。この三ヶ月で、その在あり方が大きく変わってしまった。

「だって君は、壊れてしまった世界を元通りに直してしまったのだから」

　譲の興奮は、いよいよ最高潮に達していた。

　三ヶ月。それは類にとっては祇良堂ちずが現れてから経過した日数を意味するが、それより以前から「そうして生きてきた人々」にとっては、類が現れてから経過した日数を意味する。

「まさか『直せる』だなんて。壊れた世界は元には戻もどらない。それこそが、僕らにとっての『常識』だったのに。だからこそ、諦あきらめていたのに」

　しかし俄にわかには信じ難がたい。何せこれまでの日々を根底から覆くつがえす出来事だったのだから。

　だからこの三ヶ月は、自分たちにとって非常に注意深く、そして忍にん耐たい強づよい観察が要される三ヶ月だった、そう譲は言う。

「俺はただ修理をしてきただけで、そんな大層なものじゃ……」

「それは君の認識だ。現に世界は元通りに直っているじゃないか──同じことを考えた人はこれまでもいたのに、君だけがそれを成した。いや、成し遂とげたんだ」

　君は「常識」を変えたんだ、と、やはり譲は興奮を抑おさえられずにいた。

「僕らは破壊神を『信じている』。信じざるをえない体験をこれまでしてきたからね。でも、祀まつり上げているわけじゃない──そういう意味では、僕らは君こそを神として崇すう拝はいしているんだよ。修理の神、この世界をあるべき状態へと戻してくれる救いの神として」

　何を言っているんだ。そう思うも、譲の口調は真しん剣けんそのものだった。

「だから感謝している。僕らに破は壊かい神しんを殺す機会チヤンスを与えてくれたことに──」

　けれど譲のその言葉に。

　場の空気が、ひりついた。

「……なんですって？」

「僕らはついに攻こう勢せいに出るべき機会を得たんだ。これまで、破壊神殺害の案は何度も出た。世界の変化を止めようと、自分たちの世界をこれ以上変えさせてなるものかと、守ろうと、本当に何度も。けれどその度に、先送りにされてきた──なぜなら破壊神とは、これまで『世界そのもの』に直接触ふれている存在だったからだ。それに危害を加えるということは破壊を止めることにはならず、最悪の結果を生むのではないかとの懸け念ねんがあった」

　最悪の結果──それはつまり、それ自体が世界の破壊に繋がるのではないかと。

「しかし今は違う。破壊神は『世界そのもの』ではなく、君という『一個人の世界』に触れている」

「俺……？」

　なぞり上げる。いつかアニャト先輩と話したことをなぞり上げる。

「そうだよ。その証しよう拠こに、今の破壊神は『意図して世界を壊こわすこと』ができないでいる。恐らく記憶を失っていることで、力を正しく使えないでいるのではないかという指し摘てきもあるが──それは理由の一つに過ぎない。最大の理由は、『君の世界』に触れようとしているからだ。君の世界を壊さないよう、無意識のうちに力を抑えているんだよ」

「…………」

「そして、だからこそ君の『修理』は世界を元通りにする。破壊神が君の方を向いているからだ。繋がっているんだよ。彼女が何を『壊して』も、君が修理すれば『直せる』」

　そう告げた譲の声は、希望に満ち溢あふれていた。

「今なんだよ。『世界そのもの』から手を離はなしている、今しかない──今の破壊神ならば殺せる。いいや、殺してもいいんだ」

　諦めていた。どうせ壊されてしまえば意味がないと、常識どころか名前にすら意味はないと思ってきた。そう思うしかなかった。

　しかし今、彼らは攻勢に転じる。心の在り処かに忠実になろうとしている。

　なぜなら類が。

　他ほかの誰だれでもない、類が。

　それが可能な状況を作り出してしまったのだから──

「だったら止めようじゃないか。世界の変化を。僕らはもうこれ以上、世界が壊れていくことには耐たえられない──さあ、君も一いつ緒しよに」

　殺そうよ。そう告げる。

　祇良堂ちずという名の破壊神を殺害しようと──それは荒あれ狂くるう海の如ごとく押し寄せる奔ほん流りゆうだった。

　彼らは今までどれだけ我が慢まんしてきたのだろうか、どれだけ耐え忍しのぶしかない日々に唇くちびるを噛かんできたのだろうか。

　その想おもいの激流が、今こそ、溢れ出そうとしているのだ。

「お断りします」

　けれど押し寄せる波の中、類は立ち止まった。

「……なんだって？」

「断る、と言ったんです」

「誤解しないでほしい。君に危険はないんだ。言ったように、今の破壊神は意図して世界を壊せない。世界そのものと君とが入れ替かわっても、以前の僕らが懸念していたような事態は起こらない」

「そんなことを言ってるんじゃありません」

「そうか、君にはわからないかもしれないね。君は三ヶ月前からの世界しか知らないのだから。そして一時的に世界がおかしくなっても、『修理すれば直るもの』として認にん識しきしてきたのだから。けれど考えてみてほしい。僕らはそれ以前の世界を知っているんだよ」

　本当の世界を。類が当たり前だと思う常識ではない常識の世界を。

「自覚した時期は異なっても、みんな自分が生まれてきた、そして物心ついたときの世界が正しい世界なんだよ。僕らがどれだけ耐えてきたのか、それは君にだってわかるだろう？」

「理解はできます」

「そう、そうだろうね。君は聡そう明めいだ。僕らの中でも君と何度も接せつ触しよくをしてきた僕が説得役に選ばれたこと、光栄に思うよ」

「それはよかった。つまり、そんな連中に譲先輩以上に親しくしてきた友人は含ふくまれていない、ということですよね」

　辛しん辣らつな一言に、譲は鼻白む。

「どうしてだい？　君だって、世界が壊されることに耐えられなかったのではないのかい？」

「それはそうかもしれません」

「そうだろう？　それに僕らが手を取り合ってきたように、君もまた仲間を欲ほつしていたんじゃないのかい？」

「そういう気持ちも、きっとあったんでしょうね。否定はしません」

「なら──」

「けれど、先せん輩ぱいたちとはなんだかとても仲間にはなれそうもありませんよ」

「……では君は、この先も独りで平気だというのかい？」

「はい」

　嘘うそだ。そんなはずはない。

　今ここにあの風船があれば、力ちから一いつ杯ぱいに膨ふくらませていることだろう──

「おかしい」と思っているのに誰にも理解してもらえない。そんな中で人間が独りでいられるはずがない。人はそれほど強くはない。

　正直、だから仲間を欲したという彼らの気持ちが類には痛いほどわかるのだ。

　けれど類は、「独り」ではなかった。

　──アニャト先輩がいた。

　現象下にありながら類と同じ目線で、いや、類以上の目線で世界の変化について話せる先輩が。

　彼女の存在が、どれだけ類を安心させてくれたことだろう。

　──ユーがいた。

　現象下では他のみんなと同じながら、それが終わったときには「そんなことがあったのか」と笑い飛ばしてくれる友人が。

　彼女の存在が、どれだけ類を救ってくれたことだろう。

　それに何より──

「実はですね、祖母から弐高の理事長を引き継ついだのは俺なんですよ。今まで秘密にしていたんですけど」

　類は言う。

「祇良堂って面めん倒どうばかり起こす問題児ですけど、それでも弐高の生徒なんですよ。弐高の生徒に危険が迫せまっているのに、それを見過ごすような真ま似ねはできませんね」

　嘯うそぶく。

　本当はそんな理由から断ったのではない。いや、それもまた本心の一部には違ちがいなかったが──

「もちろん君が理事長だということは知っているよ。君は僕らの希望だ。悪いけど調べさせてもらった」

　そう言った譲からは、いつもの温かみは感じられなかった。

　そこにあったのは、冷れい徹てつで鋭えい利りな──鋼はがねのような意志。

「ありがとう、とそう言うよ。何度でも。君が修理を愛し、そして理事長だったからこそ、今のこの状じよう況きようが生まれた。君にはいくら感謝してもしたりない」

　恐おそらく葛かつ藤とうなどもうとうに終えているのだろう。覚かく悟ごさえも感じさせる譲の口調からは、話し合いの余地など見み出いだせなかった。感謝を述べたのは、ただ彼の理性からだ。

　だから類もまた「そうですか」とだけ返した。

　そんなやり取りに意味はないと、お互たがいにわかっていたから。

「君に賛同してもらえないのは残念だけれど──」

　決けつ裂れつ。ただそれだけがこの場における真実であった。

「明日あしたの朝には『境きよう会かい』から君を迎むかえにヘリがやってくる。僕らの本部でゆっくりと考えてくれ。破壊神を退治した報告は、すぐに行くと思うから」

　扉とびらの前から遠ざかっていく譲の足音。

　退治。そう言った。なんて陳ちん腐ぷな台詞せりふなんだという感かん慨がいと共に、その言葉は祇良堂ちずを一人の人間としては見ていないことの証あかしでもあった。

　本気なのだ。連中は本気で祇良堂ちずを殺害しようとしている──それは恐らく、正義という名の刃やいばを研といで。

「……わざわざヒントをくれてありがとうございます」

　確信が持てた。

　類は最初、てっきりどこぞの知らない場所へと連れ込まれたものだとばかり思い込んでいた。

　だが、よくよく考えればアニャト先輩とのチャットを終えてから今このときまでにさほどの時間が経たっているわけではない──となると、それほど遠くへ運ばれたわけではない。

　それに、迎えのヘリと言った。そうなってくると条件は絞しぼられる。

　何よりこれだけの時間ここにいて、類が気づかないはずがない。

　空間における物体の配置──構造把は握あく能力、か。いつかのユーとの会話を思い出す。

　すぐに気づけなかったのは、こんな事態は慣れているなんて強がってみたところで、やはり気が動転していたからだろうか。

（ここは──弐高だ）

　私立弐そえ地ち高校。災害時の避ひ難なん場所としても指定されている、小高い丘おかの上にある高校。

　そして自分が閉じ込められているのは、例の物置。

　ちずにあそこにだけは入るなと注意を促うながしておいた、扉を閉めてしまうと開かなくなるであろうと立ち入り禁止にしていた──取り壊し予定の物置だ。

　立ち入り禁止としていた理由は生徒なら誰でも知っている。間違いがあってはいけないと、わかりやすく看板まで出しておいたのだ。譲はそれを利用して、類を一時的に閉じ込めておく場所として使用したのだろう。

「……すまない」

　そうして類は謝罪を口にした。気づかなかったことに対してではない、それはこれから自分がする行こう為いに対してのものだった。

　それは類にとっての禁きん忌き。

　彼が最も嫌きらう行為。

　即すなわち──
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「……驚おどろいたね」

　立ち去ったはずの譲に類が追いついたのは、それからさほどの時も経たないうちだった。

　互い、暗がりの校庭で向かい合う。

「鍵かぎが壊こわれているというのは嘘だったのかい？」

　驚きつつも、狼ろう狽ばいはしていない。そんな譲に類は言ってやる。

「──知らなかったんですか譲先輩。『直せる』ってことは、『壊し方を知っている』ってことでもあるんですよ」

　ユーがいつか冗じよう談だんで言っていたが──類の上着には、いつだって修理ができるようにいくつかの修理道具が仕込まれている。

　それがこんな形で役に立つとは──否いな。

　役に立つ、どころか。

　壊す、という行為。

　類は禁忌を犯おかした。何よりも嫌っていたその行為を、類はそれ自体が存在理由である少女のために行ったのだ。

　修理の基き礎そとは「分解」。一度バラしてみてこそ、その構造を把握できる。

　修理屋とは、この世の誰だれよりも的確に、そして迅じん速そくに、何よりも物理的な衝しよう撃げきなどという無ぶ粋すいな暴力を必要とせずに、物を「壊せる」人種なのだ。

　だから類は頭にきていた。直すための技術を壊すために使ったということに。

　それは類にとって、祖母との思い出を踏ふみにじられる行為に等しかった。

「それが我らが神の意志、というわけかい？」

　尚なおも繰くり返される譲の言葉が、類の神経を余計に逆さか撫なでした。

「なら仕方がない。予定を繰り上げるしかないだろうね」

　類が譲たちの目もく論ろ見みをちずに話してしまったら計画はご破算だ。

　ようやくつかんだこの機会チヤンス、決して逃のがすわけにはいかない──

「だから？」

　知らず、類の口調には荒あら々あらしい棘とげが見え隠かくれしていた。

「何、簡単なことだよ。僕も君たちの部活に混ぜてもらおうと思ってね」

「部活……？」

　思いがけない言葉が出てきて、類は一いつ瞬しゆん、理解に詰つまった。

「放課後に祇良堂ちずがどこにいるのか──彼女を捜さがす遊びだよ。放課後にはいつも君たちはそうしていたじゃないか」

「あれは別に遊びじゃありませんよ」

「そうかい？　その割りには、君たちはいつも楽しそうだったけれど……まあそれはいい。実はね、僕らは今現在『この学校に祇良堂ちずがいる』ということしか知らないんだよ」

「……？」

　その口くち振ぶりに、類は違い和わ感かんを覚える。

「わからないかい？　これから僕はこの学校で祇良堂ちずを捜す。そして君は、それよりも早く彼女を捜し出さなければならない──ほら、簡単だ」

　これは勝負なのだと、そう言って。踵きびすを返した譲は暗がりの中に消えていった。

「そうして思い出してくれ」と、そんな言葉を残して。

　──あたりにはただ、夜の学校という不気味な静せい寂じやくが広がるばかりだった。

（祇良堂の居場所なら予想がつく）

　類には根こん拠きよがあった。

　長年の──というほど長くはないが、少なくともここ数ヶ月毎日のように繰り返してきたことから得られる経験が。

　祇良堂ちずの不法占せん拠きよ。それは無秩ちつ序じよに──その野生ともいえる勘かんで空き部屋を見つけてきては、そこに居を構える。一見すればただそれだけでしかないが、実はそこには法則性がある。

　本人は以前「ストックはまだまだある」なんて言っていたが、実はある程度のローテーションになっていることに類はとうに気づいていた。

　当然だ。放課後に誰もやってこない空き部屋なんて、そうそうあるはずがない。だから結局は、限りある中で回すしかないのだ。

　類はそのことを知っていて、あえてこれまでちずに付き合って──そのことの是ぜ非ひは今はいい。

　一昨日おとといはあの部屋、昨日はこの部屋、今日は──こんなことになってしまったとはいえ、学校中を捜し回っているときに第二音楽室で彼女を見つけている。

　となれば、ローテーション的に次は──

「旧校務員室」

　類はその部屋めがけて走った。一目散に。

　しかし。

「違う？」

　たどり着いた旧校務員室には誰の姿もなかった。譲がいないことは喜ばしかったが、肝かん心じんの祇良堂ちずの姿もない。

　たまたま席を外して──とは考えられない。旧校務員室は以前ちずを追い出したときのまま、綺き麗れいに整せい頓とんされた状態だったのだ。彼女が私物を運び込んだ形けい跡せきがない。

　間違えた──？

　その結論は類に絶望を与あたえた。

　なぜなら、この勝負が公平ではないことがわかっていたからだ。

　譲は祇良堂ちずの居場所など、とうに捕ほ捉そくしているに違ちがいないのだ──『境会』なのだから。

　ずっと前から。ずっとずっと前から。いつだって常に、祇良堂ちずの動向を注意深く観察してきたに違いないのだから。

　譲は嘘うそをつくのが下手──いや、苦手なのだろう。できればつきたくないのだろう。こうして決定的な決別が生じてしまった今でも、類は譲の人格そのものは尊敬している。

　なのに譲があえてこんな明け透すけな嘘をつき、勝負を持ち出したのは、類に無力感を突つきつけるためだ。

　だからこそ「部活」を引き合いに出した。

　類が日ひ頃ごろからやっているものを引き合いに出し、その上で負けたのだと、むざむざ祇良堂ちずを死なせてしまったという現実を突きつけたいのだ。

「思い出してくれ」という譲の残した言葉。

　それは誰にもわかってもらえない、独りでは何もできない日々を思い出してくれということ。自分たちの気持ちを理解してくれということ。

　そして今まさに、類は己おのれの無力感に打ちのめされようとしている──

（落ち着け！）

　そのときの類を救ったのは、目の前にある旧校務員室の扉とびらに生じていたわずかな異常。

　蝶ちよう番つがいの留めが甘く、ほんの少しだが扉がガタついていた。

　逸はやる気持ちを抑おさえようと、類は飛びつくように蝶番のネジを締しめた。我ながら常人には理解できない精神の落ち着け方だと思いながらも、しかしその効果は絶大だった。

　だから気づけたのだ。

「『ブラックタイガー』……！」

　──一度追い出されたと見せかけて、またその部屋へと戻もどる。ユー命名、ちずの小こ癪しやくな技わざ。

「くそっ、第二音楽室に戻ったのか！」

　今度こそ。類はその部屋めがけて走り出した。







「──果たしてこんなものが神に通用するのか、その点はいささか疑問ではあるけれど」

　そう告げる譲の手には鈍にび色いろの光。

　それは第二音楽室に点ともる灯あかりを反射して──その鋭えい利りな切っ先は、すでにこの部屋を今夜の寝ね床どこと決め込んでいた少女を捉とらえていた。

「君は普ふ段だん、転べば膝ひざを擦すりむく。誰かとぶつかれば痛みを訴うつたえる。そう考えると、試ためしてみるだけの価値はあるんじゃないかと思うんだ」

　窓まど際ぎわの少女に歩み寄る譲の表情は落ち着いていた。これから自分が行う行為に対しては、もう何度も。何度も何度も自問を繰り返し、ついに至った結論なのだから。

　そうして決まった事こと柄がらに対して、譲はためらいを覚えたりはしない──その意志は固く、揺ゆらがない。

「祇良堂！」

　──弐高の生徒会副会長を務める人物がそんな哀かなしいまでに実直な性格であることを、部屋へ飛び込んできた類は知っていた。

「……君には驚かされてばかりだね。まさかこんなにも早くここへたどり着けるなんて」

　だが。

　わかってやれない。

　気持ちはわかる。痛いほど。

　けれど、わかってはやれない。
















　怒いかりは多少なりとも鎮しずまった。赦ゆるせない想おもいは奥底から絶え間なく込こみ上げていたけれど、冷静さは取り戻せた。

　しかし代わりに、胸の奥で何かが熱く木霊こだましている。

　だから類は、こう言ったのだ。

「舐なめないでくださいよ副会長。祇良堂を見つける勝負だって？　──先せん輩ぱい、その道で俺を出し抜ぬけるとでも思っていたんですか？」

　──なぜなら類は。

「これでも俺は、ＣＳ部の部長ですよ」
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「おっと」

　駆かけ出そうとした類を制するかのように、譲はちずを捕とらえた。そうしてその首筋に兇きよう器きの先せん端たんを当てる。

「譲先輩。それは冗談になっていませんよ」

「そう、冗談じゃないんだよ。彼女の存在は」

　会話は噛かみ合っているようで噛み合っていない。いまさら、譲を説得できるとは類も思っていない。

　しかしこの逼ひつ迫ぱくした事態の中、渦か中ちゆうの本人はといえば──

「……うわ。なんだかわたし、まるで囚とらわれのヒロインみたいですね」

　呆あつ気けに取られた。

　けれど次の瞬間には安心した。

　こんなときにも、ちずはちずのまま。

　世の中のことなどまるで無関心で。当事者のくせに無責任で。現に自分自身さえ巻き込まれても、これこの通り。

　吞のん気きな──なんて言葉さえも吞気に聞こえるほど、いつだってマイペース。

　お陰かげで類も、いよいよ冷静になれた。ちずが動どう揺ようしていないことに救われるなんて、と苦く笑しようする。

「いいか祇良堂。余計なことはするなよ」

　だから出てきた台詞せりふは、いつものそれ。

「ひどいですね類さんは。まるでわたしが状じよう況きようを悪化させるみたいな口振りではないですか」

「事実だろ？」

　まるでいつもと同じやり取り。

　非日常の中に、日常があった。

　その日常もよくよく考えてみれば非日常の上に成り立っていたのだけれど、類にとって、それはもう日常だった。

　……日常になっていた。

　なっていたのだ。

　だからこそ類は、こうして必死になって駆けずり回ったのだろう。

　けれど。

「助ける必要はないですよ、類さん」

　制止の言葉を投げかけたのは、他ほかの誰だれでもない、祇良堂ちず本人だった。

「だから余計なことはするな。どうせろくでもないことを考えついたんだろうが、お前のそれは間違いなく悪手だ。断言してもいい。いいから大人しくしてろ」

　いつものように俺がなんとかするから──なんて言葉は続かない。二人の関係はそうじゃない。

　たとえそれが事実であっても、そうじゃない。

「わたしね、嘘つきなんですよ」

　しかし、そこにあったのは僅わずかな違い和わ感かん──それは返ってくると予想していたものとは違う返答だった。

「ずっとずっと自分に嘘をついてきたんです。平気だと思おうとしてきた。たいしたことないんだって、そんな真ま面じ目めに考えるような、難しいことではないんだって」

　本当になんの話だ──けれど二度目のその思考は、途と中ちゆうで掻かき消えた。

　だって。

「自分が何かを壊こわしたらこの世界がどうにかなってしまうなんて……本気で考えたら耐たえられない。受け止め切れませんよ。なんなんですか、それ」

　そのときの祇良堂ちずは、これまで類が一度だって見たこともない表情をしていたから。

「祇良堂……？」

　何もかもどうでもよさげな。とにかくめんどくさそうで。

　そのくせ、清せい楚そなんてカテゴリのパーツをよくよく厳選したかのような顔立ちをしているものだから、それが奥行きとなって──誤解されて。

　まるで浮うき世よとはかけ離はなれた常とこ世よのお嬢じよう様さま。

　なのに今は。

　重たくて。

　背に負った荷物が重たくて、今にも水の底に沈しずんでしまいそうな。




　ただの、溺おぼれかけている、ひとりの──女の子に、見えた。




　ああ。

　そうか、と理解した。

　祇良堂ちずは聞かされたのだ。譲に。

　自分が何者であるのか知った──だから。

「わたし」

　だからこれが、祇良堂ちずの素す顔がお。

　彼女のたどたどしい言葉は、これまで彼女が語ろうとしなかった本心。

　これは、彼女の告白。

「わたし、本当に自分が何者なのかわからなかったんです。記き憶おくがないのは本当なんです」

「ああ」

　疑って悪かった。そんな言葉が出かかったけれど、この場に相応ふさわしくないその言葉は喉のどの奥に押し込んだ。

「それを知ったとき、わたし、怖こわかった。何かに触ふれることも怖いと思った。わたしが触れたら、壊れてしまうかもって……そしたらまた世界がどうにかなっちゃうんじゃないかって。そう考えたら、もう何もできなくなっていて」

「ああ」

「わたしはここにいてはいけないんだって思いました。どこか別のところに行かなくちゃいけないって。でも、他に行くところなんてない。他のどこに行っても、こんなわたしの居場所なんてない」

　その台詞に、込み上げる言葉があった。けれどそれも、喉の奥に押し込んだ。

「ああ」

　だから類は聞いていた。

　祇良堂ちずの告白を、ただ、聞いていた。

「でも」

　告白は続く。

「そんなわたしを、𠮟しかってくれた人がいました。おい馬ば鹿か、何やってんだよって。いいからお前は余計なことをするなって……普通に。普通にですよ。その人、何が起こっているのかわかっているのに、普通にわたしのことを𠮟るんです」

　続く──これまで言葉にしなかった想いを、はじめて形にする。

「その人のこと、ずっとすごいと思っていました。こんなわたしと一いつ緒しよにいてくれて。迷めい惑わくだって言いながら、学校から出て行けって言いながら、でも、一度だってわたしを追い払はらったりはしなかった。そんなことってできるものなんですか。怖いですよ。気持ち悪いですよ。関かかわりたくないって思いますよ。なんなんですかこいつ。おかしいですよ」

　──だから。

「だから、助けなくてもいいですよ」

　そうしてちずは。祇良堂ちずは、そう言葉を紡つむいだ。

「祇良堂。それが、お前の本心か？」

「そうです」

　その言葉に、類ははじめて祇良堂ちずという少女に触れた気がした。

「わたしのせいで、類さんはいつも大変な目にばかり遭あっちゃって。わたしがいなくなれば……なんだかそれが、一番話がうまくまとまりそうではないですか」

「わかったよ祇良堂。もういいから、それ以上喋しやべるな」

「はい。類さん、今までありがとうございました」

「今すぐ助けるから、もう喋るな」

「え？」

　馬ば鹿か馬ば鹿かしい。本当に陳ちん腐ぷだ。

　これまでずっと無関心な態度を取ってきて、無責任な態度を貫つらぬいてきて、ようやく口を割ったと思えば──それが本心？

　そんな、いかにもな。

　人間なら。いや、普ふ通つうの女の子だったら誰だって思いそうなこと。

　違ちがうだろう。祇良堂ちずは、そうじゃないだろう。

「必ず助けるから黙だまってろって、そう言ったんだよ」

　我が慢まんができない。

　壊れたものを見ると我慢ができない。

　物だって。

　世界だって。

　ああ、そうだ。

　本当は、祇良堂ちずは今にも壊れてしまいそうだって──

　そう気づいていたから、我慢ができなかった。

「残念ですよ、譲先輩。こんなことになってしまって」

　だから類は、譲と向き合った。

　押し込んで押し込んで、押し込みまくって溜たまりに溜まった言葉の群れは──相応しい場で伝えよう。そう思った。

　この場を切り抜ぬけて、ちゃんと伝えよう。そう思ったから。

「何がだい？」

「似ていたんです、先せん輩ぱいが──ある人によく似ていたんです。だからこんなことになってしまって、本当に残念です」

「僕に似ている人？」

「ええ。その人は誰に対しても礼れい儀ぎ正ただしく、いつだって『自分が耐えれば』と何かを我慢しているような人でした。先輩は俺のことを礼儀正しいと言ってくれたことがありましたが、それだって、子供の頃ころから見続けてきたその人の影えい響きようを受けてのものです」

「また君の祖母の話かい？」

「──違います。俺の友人の話です」

　その切り返しに、譲は少し意外そうな表情を浮うかべた。

　祇良堂ちず。類が彼女と出会って以来、ひきこもっていたアニャト先輩の関心は彼女に集中したが──

　それまではというと、類の「報告」は彼の日常の出来事が中心だった。

　しかし、ただの学生の毎日がそれほど面おも白しろいはずがない。

　学校であったちょっとした出来事や、街の噂うわさ、最近はこんなものが流は行やっているなど、なんとかそれらしい話題をひねり出してはいたものの、それほど劇的な話になるはずもない。すぐに話題は尽つきてしまう。

　困り果てて、一時はネットから情報を漁あさっていたくらいだ。しかし、ネットでの話題ならアニャト先輩の方が遥はるかに詳くわしい。すぐにネタ元を突つき止められてしまった。

　その頃からだった。友人の様子が変わってきたのは。

　今でこそその友人はまるで姉を模も倣ほうしているかのような「面白さ優先」の言動が目立つが、もともと友人は誰より冗じよう談だんから縁えん遠どおい性格をしていた。堅かた物ぶつでくそ真面目。それが類の知る友人だった。

　なのに──流行りものになんか興味もなかったくせに、少しでも噂になるとそれに飛びつくようになって。

　学校で話していても、おちゃらけたことを言って場を盛り上げ、ときにはおかしな言動で場を引っ掻き回したりと──なんだか、状じよう況きようそのものを楽しんでいるようなタイプになっていった。

　もともとメガネをかけていた彼女が、急にコンタクトに変えたとき。

　そのときにまるで、変身するかのように。

　それは友人の努力だったのだ。

　友人はそうして、類の日常を面白おかしくしようとしていた。

　日常が面白ければ、話題も豊富になる。姉への娯ご楽らくの提供にも困らなくなる。

　そして、類本人がそれを「面白い」と感じていれば──他人の話が面白く聞こえるかどうかなんて言い方しだいだ。どんなに面白い話でも言い方しだいでは非常につまらないものになってしまうし、その逆もまた然しかり。

　友人は、類に頼たよることでしか姉の力になれない状況の中、なんとか自分にできることはないかと──ずっとずっと無理をし続けてきたのだ。

「今となっては、ああいう性格ももうあいつの一部なのかもしれない。本人が楽しんでいるのは伝わってくるから。でも、やっぱり無理をしていることは変わらない。それも伝わってくる。あいつはいつだって、周りのために無理をしているんだ」

「いったいなんの話だい？」

「わかったんですよ。祇良堂もね、そうだったんだって──俺の尊敬する友人と同じように、ずっとずっと自分に無理をしていたんだって」

　そうとも。だからこそ。

「だから譲先輩──一度だけ言います。祇良堂を放してください」

「言ったろう？　ようやくなんだ。ようやく僕は、僕らは、この世界を守る手段を得た」

　譲の瞳ひとみは冷れい徹てつでありながらも澄すんでいた。希望を見み出いだし、葛かつ藤とうを乗り越こえ、使命を受け入れた。説得など通用する状態にないことは、とうにわかっていたはずだった。

「そんなこと言わないでくださいよ。俺もできれば、これだけはやりたくないんです」

「何をだい？」

「言ったでしょう？　俺はなんでも解バ体ラせるんです。道具さえあれば、時計だって、車だって、家だって、なんでも解バ体ラしてみせる。時間はいらない。最短で仕上げます」

「だから？」

「……人間が例外だなんて思うんですか？」

　それは呟つぶやきだった。

　押し殺した気持ちを形にした呟き。けれど静まり返った夜の校舎にあって、その声は驚おどろくほどよく響ひびいた。

「くだらない恫どう喝かつだね」

「信じてくれと言ってるんじゃないんです。ただ、できればそれはやりたくないから。だから祇良堂を放してくれって、そうお願いしているだけです」

「…………」

「譲先輩」

　ずい、と。類は一歩、譲たちに近づく。

「ち、近づかないでくれ！」

　それは静かな脅きよう迫はくだった。悲鳴にも似た叫さけびを上げながら、譲は一歩、後ずさる。

　──そうして。

「嘘うそだ……」

　ようやく思考がまとまったらしい。

「か、仮に本当でも、そんなことができるはずがない！」

「ええ、その通り──そんなこと、できるはずがありませんよ」

　真ま似ねをしただけだ。

　友が、そして祇良堂ちずがそうしてきたように──類もまた、自分に無理をしただけだ。

「壊こわす」という禁きん忌きを、あえて口にしただけだ。

「あっ……！」

　引きつった譲の声。それは賭かけではあった。

　類の横の壁かべにあった電気のスイッチ──そこに手を伸のばす。

　欲ほしかったのは、その一いつ瞬しゆん。僅わずかな身じろぎにすら反応するほど過か敏びんになっていた譲の、ほんの少しの動どう揺よう。

　唐とう突とつな暗くら闇やみに誰だれもが思考に空白を作る。

　相手の居場所を見失い、戸と惑まどう。

　けれど。

　類は動いた。

　動けた。

　だからそれは、賭けではない。

　賭けでなどあるはずがない。

　なぜなら彼は、どこに何があったのか、その位置を。

　この部屋という物体の構造を。

　誰よりも正確に把は握あくしていられる──




　──『修理屋』だったのだから。




「祇良堂！　こっちだ！」

　慌あわてた譲が思わずちずから手を離はなしたその隙すきを、類は見み逃のがさない。

　素す早ばやくちずの手を取り、自分の側へと引き寄せる──そうしてそのまま彼女の手を引いて逃とう走そう。第二音楽室から脱だつ出しゆつした。

　そして類は同時に理事長でもある。

　持っていたマスターキーでさらに扉とびらを施せ錠じよう。念のため、もう一いつ箇か所しよの出口の確かく認にんも怠おこたらない。弐高は基本的に内鍵かぎがかからない。逆に言えば、内側からは開けられない。

　第二音楽室は校舎の四階だ。窓からの脱出もできない。

「ふう」

　──こうして類は譲を第二音楽室に閉じ込めた。

　思わず口から零こぼれた安あん堵どのため息。ひとまず、これで安心だ。

　この後、やらねばならないことは山ほどあるが──それでもまずは。

「ほら」

　類は手を差し出した。

　差し出された本人は急な事態に取り残されたかのように、脱出口となった扉の前に尻しり餅もちをついたまま、呆ぼう然ぜんとした表情を浮かべていた。

　それでも差し出された手の意図に気づいたのだろう。彼女は一度、類を見上げ、けれどその手を握にぎらずに目を逸そらした。

「……なんでですか」

　続く言葉はわかっていた。それはとても哀かなしいものだろう。

　流れる沈ちん黙もくが場を支配する。

　しかしそれがわかっていて助けた類には、だからこそその先を告げるべき責任があった。

　……いや、彼自身が、そうしたかったのだ。

「今度から家賃を取るべきかな、と」

「え？」

「いや、学校に住むことを認めるわけじゃないぞ？　ただ、どうせ何度追い出したってお前は諦あきらめないんだから、それならせめて家賃を取るべきかと」

　いったいなんの話かと。やはり呆あつ気けに取られるちずに、類はこう言った。

「……家賃は、物を壊したらすぐ俺に報告すると約束すること。それでどうだ？」

　その言葉に。流れる沈黙の意味が、少しだけ変わった。

「真夜中だっていい。早朝だって──すぐに駆かけつける。俺が直してやる。どんなものだって、必ず俺が直してやる」

　だから。

「だから、お前は今までと何も変わらない。祇良堂ちずは、この弐高の生徒で、そして俺たちのクラスメイトだ」

「類、さん……？」

「自分が何者であるのか忘れろなんて言わない。知ってしまったものをなかったことになんかできない。それでも俺が直し続ける限り、世界は元通りだ。元通りになるんだ。だったらお前も、いつも通りの、元のままのお前でいられるはずだ」

「…………」

「俺が、祇良堂ちずの修理屋に──なる、から」

「おおっ」

「だから、俺──って、おおっ？」

「続き続き」

「ちょっと待て。なんだそのいつもの感じ」

「いつもの感じってなんですか。わたしはいつだってお望み通りのいつも通りですよ」

　なんだかおかしい、こんなはずじゃなかった、類は嫌いやな予感を覚える。

「……おい祇良堂、お前まさか」

「え？　いや、さきほどは別に展開的に空気を読んでみただけとか、そんなことはありませんよ？　まさか類さんがこんなに食いついてくださるなんて思ってもみなかったなんて、そんなことは決して決してありませんよ？」

「…………」

　壮そう絶ぜつな脱力。

　やれやれだ。結局、変わらない──変わりようのない二人の関係。

「祇良堂」

「はいはい。なんでございましょう」

　別にそれでもいいと思った。「こう」することが彼女の望みなら、それはそれで──

「……無理するな」

　けれど、ずっとずっと自分を押し殺してきたのなら。

　こんなときまで、それを我が慢まんするのはあんまりなんじゃないかって──そう思っただけだ。

　類は知ったから。

　祇良堂ちずという少女の根っこの部分を、知ってしまったから。

　だから。

　ふえ、と。

　ほんの小さなきっかけで、目め尻じりに現れたそれが。

　零れ落ちて。次から次へと、止とめ処どなく零れ落ちて。

　ついにはわんわんと、子供のように溢あふれて止まらなくなっても──




　──彼女の気の済むまでここにいようと、類は思っただけだ。
















　壊間：とある少女の想おもいを思う







　ひとまずの大団円──でもなかった。

　部屋の中に閉じ込めたはずの譲ゆずりが消えてしまったのだ。

　追いつめられた末に窓から起死回生のダイブ、というわけではない。窓には開けた様子すらなく、では物もの陰かげに隠かくれてやり過ごし扉を開けた隙に入れ替かわるようにして脱出、なんて古典的な手法で出し抜ぬかれたわけでもない。

　本当に、文字通り消えてしまった──としか思えない、譲の消亡。

「逃にげられた、って……いうのか？」

　警察を呼ぶべきか、しかしなんて説明する、世界を救うために破は壊かい神しんをなんて悪戯いたずら通報にも程ほどがある、けれど殺人未み遂すいには変わらないし、などと色々と考えていたことがすべて無む駄だになった。

　ともかくも、譲には逃げられた──そして『境きよう会かい』はまだ存在している。それが事実だ。

　では、どうする。

　ちずをこのままにはしておけない。学校にいる間、彼女は一人きりだ。

　自分の家に匿かくまうか。祖母が亡なくなって以降、類るいは二人で暮らしてきた家に一人暮らしだ。匿う場所としてはうってつけ。

　けれどそんなもの、すぐに突つき止められて──

　こんなとき、相談する相手として真っ先に思いつくのは一人しかいない。

　しかし、今度ばかりは。

「類さん。どうかアニャト先せん輩ぱいにお話しになってください」

　独り思い悩なやむ類にそう言ったのは、ちずだった。

「いつもそうしてこられたのでしょう？　なら、今日もそうなさってください」

　さきほどの一件からこっち、ちずは妙みようにしおらしい態度を見せるようになった。そんな殊しゆ勝しような態度に、どうにも類は調子を狂くるわされる。

「でもな」

　いつものことと今日のこととは違ちがう。

　アニャト先輩にはいつも助けられてきた──あの人の知ち恵えと知識によって、事態はいつも収束に向かった。そしてその報ほう酬しゆうとして、事後の報告を行っているようなものだった。

　いや、構図として正しくは逆かもしれないが、祇し良ら堂どうちずにまつわる今日までの出来事にアニャト先輩を欠かすことなどとても考えられるものではない。

　しかし、それでも。今日のことを話すということは、祇良堂ちずという少女の正体について話してしまうということだ。

　これまでアニャト先輩が語っていた、妄もう想そう交じりの冗じよう談だんとは違う。事実を伴ともなった正体だ──それは決して軽々しく口にしていいようなものではない。

「いいんです。いえ、ちゃんと知っておいていただきたいんです。直接お会いしたことはなくても、これまで類さんを通してわたしに関かかわってくださっていた方でしょう？」

「それは……そうかもしれないが」

「類さん。わたしは類さんに貸しを作りたいんですよ？　なのに、なんでわたしのことなんかで悩んでおられるんですか」

　渋しぶる類に、ちずは言う。

「わたし以外のことで悩んでください。でないと、貸しを作れないでしょう？」

　ようやくちずらしい言葉が出てきて、類は安堵する。

　やっぱりこいつはこうじゃなきゃいけないよな、なんて。

　だから類は一つ考え、

「なら、祇良堂。一いつ緒しよに報告するか」

「え？」

　その言葉に、ちずは意外そうな顔を見せた。

　それはこれまでなら決して見ることはできなかった、彼女の素す顔がおであるかのようで。

　目をまん丸に見開いた彼女が──ああこいつ、こんなに可愛かわいい顔をしていたんだな、なんて。

「でも、アニャト先輩の『部屋』には類さんしか入ってはいけないって」

「『部屋』には入れてくれないかもしれないけど、横にいることはできるだろ？　そしたら、一緒に報告したことになる」

「……よろしいんですか？」

「良いも悪いも、もともとお前の話だ。お前がそうしたいっていうのなら、アニャト先輩に頼たのんでみるさ」

　それでも駄だ目めなら──

　そうしたら、こっそりと横で見ていてもらおう。それぐらいはきっと許されるはずだ。

　類は決意を固めて、携けい帯たいを取り出した。







『……そこまで言うなら、今回だけね』

　ほどなくして。類の必死の説得により、アニャト先輩の許可を得ることに成功した。

　しかし条件が出された。それは、「いつも通りにチャットを行うこと」。

　つまり横で誰だれが見ていようと、いつもと変わらないように振ふる舞まうということだ。なるほど、それであれば他の人間は介かい入にゆうしない、いつもの『部屋』。

　実の妹でさえ入室を許さないのだ。いくら祇良堂ちずであっても──その結果は、以前すでに出ている。アニャト先輩としては、これがぎりぎりの譲じよう歩ほだったのだろう。

　それでもちずは「構いません」と言い、類もそれに応じた。やはりアニャト先輩の心の壁かべは厚い──それでもこちらの気持ちを汲くみ取ってくれたことに、ここは感謝するべきだろう。

　そうして始まったチャット。

　アニャト先輩の反応は──恐おそらく、歓かん喜き。類はそう予測していた。

　何せ先輩にとっては待ち望んでいた事態。本物の、そして完全なる非日常だ。

　しかし、そう考えていた類にとって意外なことに、

『ちょっと待って、ルイ君。それってもしかして』

　珍めずらしいこともあるものだ。そう告げると、アニャト先輩からの応答はしばらく停止した。

　え。あ、はい。と類もそれに応じてしばらく待つ。

　──ややあって、『確かく認にんしたいんだけど』とアニャト先輩からのチャットが再開された。

　いったいどうしたというのだろうか？

『以前、殺さっちーが旧校務員室の扉とびらを壊こわしたことがあったわよね。覚えてる？』

『ええ。前日に追い出したと思ったら、翌日には同じ部屋に戻もどっていたときですよね』

　横でちずが見ているという意識はあったが、類は約束通り、努めて普ふ段だん通りの会話を心がけた。

　その日は試験の結果が貼はり出される日だったから、込こみ合う前にと早めに家を出たのだ。しかし、ちずが壊した扉を発見してしまったために修理を余よ儀ぎなくされ──結局、昼休みに試験結果を確認する破目になった。

　その結果が、あの『祇良堂ちずが基準となる世界』だ。

『翌日にキミは扉を直したけれど、その前日の放課後にはいつものように殺っちーを捜さがしていた。その日は旧校務員室で彼女を発見。そうよね？』

『はい』

　類たちの放課後の日課。ユー曰いわくの「部活」。

『そのとき、しばらく旧校務員室で談だん笑しようしてたわよね？』

『談笑っていうか、まあ、祇良堂のいつものよくわからない言い訳を聞いていましたね』

　あれを談笑というのなら談笑だろう。ユーに言わせれば、あれも含ふくめての部活らしいのだが。

　しかし毎日のことだ。それだけにあまり細部までは思い出せないが、流れは容易に想像できる。

『そのとき、「妹」としてあたしを監かん視ししているあの子はいた？』

『ユーですか？　ええ、いたと思いますけど』

　祇良堂捜そう索さくを一番面おも白しろがっていたのはユーだ。放課後になると捜索を始める類の後に、いつの間にかついてきていた──いないというのが想像つかない。

『──本当に？』

　けれど、アニャト先輩は念を押した。

　どういう意味だろうか。いや、そもそもユーがそこにいたかいなかったかが、それほど重要なことなのだろうか？

　本当にどうしたのだろうか。これからどうすればいいのか──それを話したいのに、その手前のところで足あし踏ぶみしてしまっている。

　先輩のいつものアレに付き合わされる覚かく悟ごはしていたが、決してそれがわからない人ではないはずなのに。

『まあいいわ。それは一いつ旦たん、置いておきましょう』

　と、アニャト先輩は一いつ拍ぱく置くと、続けてこう問いかけた。

『その旧校務員室の扉は、いったいいつ壊されたの？』

『それはわかりません。翌日に登校したときには、もう壊されていて』

　恐らく、一度出て行くと見せかけて再び旧校務員室に戻った──ブラックタイガー──後だろうが、その間は類たちも帰宅してしまっているからわからない。

　ちずに訊きけばわかるかもしれないが、今それはできない。そのときだって「いつ」よりも「壊された」ことの方が遥はるかに重要だったため、特に確認はしなかった。

『ちなみに、それによる変化は？　この世界の「何か」が壊れるようなことはあった？』

『いえ、それが目に見えてわかるようなことは何も。だから、扉が壊されたのは俺が登校する直前ぐらいだと思っていました。すぐに直したから何も起きなかったんじゃないかと』

『なるほどねぇ』

　アニャト先輩は何やら納なつ得とくしている様子だった。

　この「確認」で先輩は何かを確信した──そんな予感があった。だとしたら、それには意味がある。

　しかし、類はまだその地点まで到とう達たつしていない。

　先輩が何かをつかんでいるのに、自分はその速度に追いつけない。そのことにやや悔くやしさを覚えながらも、大人しく次の言葉を待った。

「……？」

　しかし、そこには再び間があった。二度もこんなことが続くなんて、いよいよ珍しい。

『先輩？』

『あ、』

　慌あわてている、というよりためらっている。そんな挙動が感じられた。

　表情や声、仕草などはわからない。チャットを通してしか相手のことは見えない──とはいえ、類とアニャト先輩との付き合いは長い。

　それに、アニャト先輩とのチャットという名の『会話』に関しては、類は第一人者だ。それはこっそりと類の誇ほこりでもある。

　だから類は、やっぱり待ち続けた。

　画面の向こうで先輩が何を考えているのか──そこに想おもいを馳はせながら。

『そうね』

　恐らくそれは、先輩が自分に向けて打ち込んだ言葉だったのだろう。そう思い、類はそれに対する反応はしなかった。

『ねえ、ルイ君──一つ仮定をしましょうか』

『はい』

　きた。類は身構える。

『もしも旧校務員室の扉が壊された時刻が、前日、殺っちーと部屋の中で談笑していたときだったとしたら、と』

『俺たちが祇良堂と話している最中にですか？』

『そう。俺たち、かどうかはひとまず置いておいて』

　会話の最中に扉が壊れれば、いくらなんでもそれに気づかないはずはないとは思うが──類は翌日に修理した扉の惨さん状じようを思い浮うかべる。

『そのときに「壊された」状態は、キミが翌日に修理したときのものを想像しないで』

　するとアニャト先せん輩ぱいは、類の頭の中を見み透すかしたようにそう続けた。

『もしかしたら、扉は「二度」壊されたのかもしれない。最初は側そばにいても気づかないほど、ちょっとした程度に。二度目が、それこそキミが発見した状態に』

　それなら確かにありえる。そもそも、「壊れる」という定義自体が曖あい昧まいなのだ。

　扉がちょっと外れただけで人によっては「壊れた」と言うかもしれないし、表面に引っかき傷がついた、塗と料りようが剥はがれた、金具がやや歪ゆがんだ、それだけで「元の状態から変化が生じた」という意味では「壊れた」扱あつかいになる。

　扉が倒たおれて派手に壊れたというのならともかく、その程度であれば気づきようもない。

『殺っちーは、ルイ君に怒おこられると思ってキミが帰った後にこっそり修理しようとしたのかもしれないわね。この程度なら自分でも直せる、なんて思って』

　しかし、それが二次被ひ害がいの幕開けだった──類は今度こそ、翌日の扉の惨状を思い浮かべる。

　……その光景はありありと想像がついた。

『そしてもう一つの仮定。ううん、これは仮定ではないわね。キミ自身が確認したのだから──その翌日にキミが行った旧校務員室の扉の修理は、完全ではなかった』

『あ』

　確かにそうだ。

　譲にちずの正体を聞かされ、監かん禁きん場所から脱だつ出しゆつした後に行ったさきほどの捜索──そのとき類は一度、ちずの居場所を読み間ま違ちがえるというミスを犯おかしている。

　そうして誤った場所である旧校務員室を訪おとずれたときに、扉の蝶ちよう番つがいのネジが緩ゆるんでいるのを確認している。

　それは、以前に行った類の修理の不完全さを意味している。早朝だったから、もうじき授業が始まってしまうと慌てていたから──と、そんな反省は今はいい。

　え。ということは、つまり。

『そう。前日の時点で扉と共に「何か」が壊れたのよ。二度目の破は壊かいに意味があったのかはわからないけど、少なくとも一度目にはあった。いつものように』

『けれど、何も起きてはいませんでしたよ？』

　類はそのときの状じよう況きようを改めて思い出す。

　旧校務員室でちずと話して、部屋から追い出して、帰宅して──翌日、少し早めに登校したら扉の惨状を発見、修理した。

　それまでの間に、目に見えておかしな出来事は起こっていなかった。

『そこが問題なのよ。何も起きていないはずがないでしょう？』

　祇良堂ちずが祇良堂ちずであるがゆえに。

　確かにあのときは「すぐに直したから」なんて理由で納得したが、この仮定は「前日の間に壊された」上に成り立っている。

　そうなれば、何も起こっていないというのは考えにくい──が、

『それでもやっぱり、気づくような変化はありませんでした。もしかしたら、気づけるような変化ではなかった、ということでしょうか？』

　たとえば、空気にほんのちょっぴり匂においがついていたとか。それは人間の嗅きゆう覚かくでは感じられないレベルとか。ああそういえば、あの日はやけに風が強かったな──もしかしたら、あれがちずの「破壊」の結果だったのだろうか。

『そうね。気づけるような変化ではなかったんでしょうね──キミでさえも』

『え？』

『前に話したわよね。キミだけは「特別」だって』

『ええ。でも、俺だけじゃありませんでしたよ』

　譲の姿を思い浮かべる。譲だけではない、『境きよう会かい』の連中すべてが類と同じ「世界の変化に影えい響きようを受けない」人種だった。類はもうたった一人の「特別」ではない。

『いいえ、やっぱり「特別」なのはキミだけなのよ』

　けれどアニャト先輩はそう言った。

『そう断言できる材料は今のところないんだけどね。けれど少なくとも、キミはいまだキミと同じ状態にある仲間には出会っていない』

『どういうことです？』

『いないのよ。キミの言う「譲副会長」なんて人物は。ううん、それどころか「境会」なる連中すべてが存在しない』

　────、と？

　さすがにその台詞せりふには飛ひ躍やくを感じざるをえなかった。

　アニャト先輩はいったい何を言ってるのか、と類は思考を一段、深くする。

『順を追って説明すると──ああ、まあ、これを言ってしまうのが一番手っ取り早いんだろうけど』

　アニャト先輩はまたしてもやや逡しゆん巡じゆん。けれど今回は、それほど長い間ではなかった。

『キミがさっきまで遭あっていた殺さっちーにまつわる事件って、なんだかとっても誰だれか好みの展開だったな、なんて思ったりしない？』

　誰か好みって──

　類がさっきまで遭っていた事件といえば。

　祇良堂ちずという謎なぞの少女の正体について、アニャト先輩とチャットで話していて。

　ようやく核かく心しんめいたものに触ふれたと思ったら、いきなり部屋に何者かが現れて。

　しかもそれは、顔見知りの譲副会長で。

　さらに監禁されて。

　そして譲によって、祇良堂ちずという少女の正体が明かされて。

　それは神様やら何やら、実に非現実的で非日常的な、途と方ほうもないもので。

　それからそれから──

『ああ』

　類は納得した。

『よく考えてみれば、なんだかとってもアニャト先輩好みでしたね』

『…………』

　いや、チャットで三点リーダーだけを打ち込むとかやめましょうよ。「──」と同じくらい恥はずかしいです。なんて思ったが、今はそんなことはどうでもいい。

　要するに──あれ？　それってもしかして。

『アニャト先輩？』

『……覚えてるかしら。キミが前日の旧校務員室で殺っちーと話していたというとき、あたしと少しチャットしたのを』

　覚えている。あれは、ちずが「アニャト先輩と話してみたい」とせがんだせいだ。けれど断られてしまって。

『さて、この時点で前日の旧校務員室にいた人物には、チャットという形とはいえあたしも加わったわね』

　……おい。おいおい。

　類の予感が確信へと変わっていく。それはもう嫌いやな形で。

『そしてはい、「扉とびら」が壊こわされた──飛び出したんじゃないのかなぁなんて思うのよね。その場にいた人間の、潜せん在ざい的な願望というか、日常の妄もう想そうというか、そういうものが』

「…………」

『「扉」って、外と内との境界線を敷しくためのものだもの。たとえば外を世間、内を人間の心の中とすると、とてもわかりやすいわよね。いったい何が起こったのか』

「…………」

『殺っちーなんて、この前、拗すねてたって話じゃない？　実はその情報ってすごく大切で、そこから考えていくととても露ろ骨こつに反映されていると思うのよね──ヒロイン願望というか、自分をもっと大切にしてほしいというか、そういうものが』

「…………」

『それに「境会」とやらも、組織立った動きにしてはずいぶんと杜ず撰さんだったと思わない？弐に高こうが舞ぶ台たいになっていたのも、もちろん「ヒロイン」である殺っちーの居場所がそこだったせいもあるんでしょうけど、もしかしたらルイ君が物置を気にかけていたからかもしれない。監禁場所、そこだったんでしょ？　そんなふうにして人物配置とか、展開とか、舞台とか、それぞれが気にかけていたものを中心に「物語」が組み立てられた』

　現に、さっき聞いた破壊神云うん々ぬんは以前あたしが考えた設定の一つが土台に──なんでもない、なんて。

『ま、そのあたりに対する解かい釈しやくは、表面だけ触れてさらっと言えるものでもないんだろうけど。もっと根深いものも関かかわってるかもしれないし。ってあれ？　ルイ君？』

『…………』

　類はあえて、三点リーダーを打ち込んでみた。動どう揺ようを抑おさえるために。

　それからたっぷりと時間をかけて、こう問うた。

『つまり、なんですかね。俺があんな目に遭ったのは、すべてみんなが妄想していたものが具現化した世界の中でのことだったと、そういうわけなんですかね？』

『そういうことになるわねぇ』

　なるわねぇ──ってマジか！

　じゃ何か、監禁されたのも、禁を犯してまで脱出したのも、その後の追走劇も、第二音楽室での一波乱も、その後の……あれも。

　何もかも、「そういう世界だった」という前提の上に成り立っていたのか？　まるでごっこ遊びのように？

　ナニソレ。驚おどろきを通り越こして呆あきれるどころか、どんな気持ちになっていいのかすらわからない。とりあえず怒っとくか？　憤ふん怒ぬ？　それすら超こえる赫かく怒ど？　これがマンガなら見開きで現在の心理状況を語るところだ、白紙で。というか笑うぐらいしか思いつかない。

　あはははははははははははははははははははははははははははははは…………はぁ？

『ま、ルイ君も落ち着いてくれたところで』

　……なんか見み透すかされているのが悔くやしい、今はすごく悔しい。

　しかし、事の発ほつ端たんは自分の修理が中ちゆう途と半はん端ぱだったせいだ。それを思うと──いや、本質的な事の発端はちずが扉を壊したことにあるが、それはいまさら言っても仕方がない。それにそもそも、アニャト先せん輩ぱいに文句を言うのはお門かど違ちがいだ。

　ええい、この荒あらぶる感情をいったいどこへ持っていけば。

『あれ？　でも待ってくださいよ？』

　不意に、類は気づいた。

『さっきアニャト先輩、譲なんて人物は存在しないと言ってましたよね？』

　それに、『境会』も存在しないと言っていた。それはすべて、今回の現象として起こったことなのだと。

『境会』とやらが存在しないのはわかる。そもそも類は『境会』なる連中を目もく撃げきしていない。すべては妄想上の「設定」でしかなかったと考えれば合点がいく。

　しかし、譲は違う。

　彼はずっと前から存在していたのだ。

　私立弐そえ地ち高校生徒会副会長──生徒会長であるアニャト先輩が登校してこないことで、多大な苦労を背負う男。

　その日々の記き憶おくは類にもある。

『境会』やら何やらそれにまつわる一いつ切さい合がつ切さいが今回の事態の現象に過ぎなかったとしたら、彼はそのシナリオの上で「役」をやらされていただけに過ぎないのでは？

　なのに、譲なる人物が存在しないというのはどういうことだ？

『そこなのよね。キミですら気づけなかった、という点は』

『それってまさか』

『そう。キミもまたこの現象の中にいたの。譲という副会長が存在する、という一点においてのみ、「殺っちーが旧校務員室の扉を壊した日」から始まっていた現象に巻き込まれていたのよ』

　どうしてそんなことが。

　類が世界の変化の影響を受けたと思われるのは、三ヶ月前、ちずと「出会う」前に起こったことのみ──それ以降のことは、これまで一度だって影響を受けなかったのに。

　アニャト先輩にとっても、変化前後の世界の相そう違い点は類の「報告」に拠よっている。

　だから類が気づかなければ、アニャト先輩の推理にもその情報は相違点として含ふくまれずにいた──それはわかるが。

『あんまり違い和わ感かんがなかったんでしょうね。だから存在しない人間が当たり前のように日常に紛まぎれ込んでいたことに気づけなかった』

『え？』

『ルイ君にとって、譲副会長というのはどんな人物？』

　どんな、って……。

　譲は──真ま面じ目めで責任感の塊かたまり。そのせいでいつもアニャト先輩の尻しり拭ぬぐいをさせられていて、ひきこもってからは特にそれが顕けん著ちよで。

『キミが「おかしい」と思えるのは、キミが元の世界の「常識」に支えられているから。でも、さほど違和感がなかったり──「無理もない」なんて思っている場合は、対象外とはいえこういうこともあるってことね。貴重な発見だわ』

『すみません。俺にはまだよく意味がわかりません』

「旧校務員室の扉」の修理は、今日──ついさきほど、はじめて完かん了りようした。

　だから本当なら「存在しない」はずの譲が消えた。

『多分、まだ影響が残っているんでしょうね。世界が修正された後で、元の常識に戻もどるにも個人差があるみたいだし』

『俺がまだ、その世界の常識を引っ張ってるってことですか？』

『ええ。ただ一点、キミが気づけなかった「譲という副会長」に関して』

　……なんだろうか。

　譲。彼が本当は存在しない人間だったなんて言われると、確かに不思議な感じではある。

　その感覚自体が、まだ修理前の世界の常識に染まっているということの証あかしなのだろうが──

『──私立弐地高校の生徒会副会長は、いったい誰？』

　それだけ告げて。

『あれ？　アニャト先輩？』

　アニャト先輩はログアウトしていた。

　つまり、本日のチャットは終しゆう了りよう。

　しかしなんだか、アニャト先輩の最後の様子がどこか申し訳なさそうに感じられたのは……。

「…………」

　とにもかくにも、類とちずは二人して顔を見合わせて、しばし呆ぼう然ぜん──と思いきや、ちずはすでにどこぞへと逃とう亡ぼうした後だった。

　最初にチャット画面と向き合ったときの気持ちはどこへやら。

　えっと、とりあえずは。

　私立弐地高校の生徒会副会長は、いったい誰だれ──？

　アニャト先輩が最後に残した言葉。

　誰って、そりゃ……。




「……ユーだ」




　そうだ。ユーだ。生徒会の副会長はユーじゃないか。

　類はようやくそのことに気づくことができた。

　入学初日に前生徒会長を副会長の座に追いやる伝説を築いたアニャト先輩──その実の妹であることを証明するかのように、前任者たちが卒業した頃ころには当たり前のように副会長の座にあったユー。

　そんな態度はおくびにも出さないくせに、テストではいつもトップの座にいた。前にちずが成績順位表を破ったときにも、ユーの名前は先頭にあった。

　弐高の現生徒会はあの二人──ユーのあだ名の由来ともなっている「譲」の苗みよう字じを持つ姉妹しまいによって席せつ巻けんされてきた。

　だからこそ、ユーはいつも忙いそがしかった。生徒会長である姉が仕事をサボり、ついには登校さえもしてこなくなってしまったからだ。

　副会長であるユーは、いつだって割りを食う形で忙ぼう殺さつされ──

（……そういうことか）

　類は納なつ得とくした。

　そういうことだったんだ。







　翌日の学校にて。類はユーに、こんなことを言った。

「ユー。俺さ、もっと頑がん張ばってアニャト先輩を説得してみせるよ」

「ん？　急にどうしたんだい？」

　ユーが驚くのも無理はない。類は普ふ段だん、ユーの前ではできるだけアニャト先輩の話題に触ふれないよう努めてきたのだから。

　二人の関係性を誰よりも知る類だからこそ、ユーが自分から振ふってこない限りはと。

　そして思い返してみれば、類は譲に対しても同じことをしていた。ひきこもりの件で副会長には迷めい惑わくをかけているから、なんて自然に思っていたが──

「いや、副会長はいつもお忙しそうだなぁなんて改めて思ってな」

「ははっ。仕方ないよ」

　ユーはいつものように、からっと笑って見せた。いつもの異性を感じさせない、それで。

　──忙しくて忙しくて。

　けれど、それは自分の姉のせいだからと一身に引き受けて。

　あまつさえ、ひきこもっている姉を心配して。

　それでも不満が募つのらないはずがない。

　文句の一つもないはずがない。

　いつかユーが「いい加減にしてくれ！」と爆ばく発はつしても、無理もないと思っていた。

　譲副会長という人物は、そんな彼女が生み出したもう一人のユー──「誰かに代わってほしい」という本音の表れ。

　だからそれは、類のよく知る頃のユーであった。

　今の、無理して作られた──いや、彼女の「頑張り」の上に成り立っているユーではない、幼い頃からよく知る、実直で堅かた物ぶつ、けれどいつだって周りのことばかり考えている、そんなユーの素す顔がお。

　メガネをかけていた頃の、あのユー。

　二人は話し方だってよく似ていた。真しん剣けんに話をしていると徐じよ々じよにヒートアップしていく癖くせだって。

　そしてあの日。

　事の発端となった旧校務員室に、ユーはいたのか？　……覚えていない。

　いや、いるはずがないのだ。なぜなら生徒会は文化祭を控ひかえて今が一番忙しい時期であり、ユーは姉の代わりに先頭に立って数々の問題に対処しなければならないのだから。

　なのに。

　それでもあの日、ユーがあの場にいたというのであれば──

　何かの予定を繰くり上げて対処したのか、それとも後で苦労するとわかっていながら後回しにしたのか、いずれにせよ彼女はまた無理をしたのだ。

　直前まで本当に時間が取れるかどうかわからなかったから、類にも告げないまま。

　けれど、結局は引き返そうとしたのではないだろうか。そのときに「扉とびら」が壊こわされ、この現象が起こってしまったのではないだろうか。

　なぜならそれが、譲が──ユーが自分に対してつき続けた「嘘うそ」だったのだから。

　類が生徒会の手伝いをすると言い出した日。

　思いがけず類と二人きりになったとき、ユーは最初、とりとめのない話をし始めて──やがて緊きん張ちようした面おも持もちで、こう切り出した。

『実際問題さ。ルイはどう考えているのかな？』

　そこに答えがある。

　生徒会から解放されて、「理由」がなくなって取った、ユーのその行動に。

　馬ば鹿かだな。どうして自分なんかよりも適任の相談相手がいるからなんて──そんなふうに考えて遠えん慮りよをする必要がある。

　俺がどれだけお前を尊敬しているのか、お前に伝わらないのか──類は少し悔くやしかった。

　それでもユーの本心がどこにあるのか、それだけはしっかりとつかんだから。

　放課後になると、校舎のどこかに居を構える祇良堂ちずを捜そう索さくに行く類──その後についてきていた彼女。

　それを「部活」と言い、とても楽しそうにしていた、その笑え顔がおに。

　だから類は真っ先に「アニャト先せん輩ぱいを説得する」と、もっと頑張ると、もっともっと頑張ると、大切な親友にそう告げたのだ。

「……でも、ルイがわかってくれて嬉うれしいな」

　なんて呟つぶやくユーは、ほんのり頬ほおを染めていた。







　終壊：修理屋さん家ちの破は壊かい神しん







「──してやられたな」

　屋上に吹ふく風は心ここ地ち良かった。

　あの日のように破れた成績順位表を吹き飛ばす激しさはなく、まるで頬を優やさしく撫なでていくかのような、そんな心地良さ。

　気持ちの整理がしたくてやってきた放課後には、実に頃ころ合あい。

　そしてそんな類るいの後には、ちずがついてきていた──いつものように、当たり前に。

「特に祇し良ら堂どう、お前に。お前は譲ゆずり副会長なんて存在しないって、とっくに気づいていたんだろう？」

「すみません。また類さんのお𠮟しかりを受けると思って、黙だまっていました」

　つまりはそういうことだ。まったく、呆あきれて物も言えない。

「ま、無事に元に戻もどったようだし、いまさら──いや、待てよ。待て待て待て。それじゃ祇良堂、お前は結局のところ何者なんだ？」

　深夜の学校での大事件。あのとき譲が言っていたことがすべてアニャト先輩の妄もう想そうを下した敷じきとする「設定」だったというのなら、祇良堂ちずとは何者なのか？

　その件はいったいどうなってしまう？

「さあ？　何せ記き憶おくがないもので」

　……なんだそりゃ。

　結局、以前と変わらず何一つわからないって……そういうことなのか？

　──変わらない。

　類たちはこれまでと変わらず、これまで通りの日常のまま、また日々を重ねていく。

　ただ、もしも──

　もしも、何かが変わったとするならば。

「……意外な伏ふく兵へいということですよね」

　風が踊おどる。けれど祇良堂ちずの小さな声を掻かき消さないよう気き遣づかうかのように、その長い髪かみだけを揺ゆり動かす。

「わたしが思うにですね。今回、旧校務員室の『扉』を壊してしまったことで具現化した願望というのは、ずいぶんと表層的なものだと思うんですよ」

「表層的？」

「はい。あまり本心というか──心の根っこみたいな部分までは引き出されていないと思うんです。起こった現象を今になって振り返ってみると」

　風は彼女を称たたえるかのように、こうして起こった変化を喜ぶかのように、彼女をより美しく見せる。

　──そう。

　変化があるとすれば、祇良堂ちずが少しは自分の起こした現象と向き合うようになったということ。

「どうしてユーさんの願望たる譲副会長が男性だったのか。それはきっと、親友、と必死に思い込もうとされていたからこそなんでしょうけれど……」

「え？」

「それでも、親友が誰だれだか思い出せなくなった、なんて。そのあたりに少し本心が出ています。それに『先輩』であったのだって、きっと類さんが──」

　けれど、やっぱり風は気き紛まぐれで。彼女の声を掻き消してしまった。

「悪い。なんだって？」

「いえ。ユーさんは本当にお姉さんに遠慮しておられるんだな、と思っただけです」

「……？」

「それで気づいたんですが……ええと、類さんはアニャト先輩がお好きなんですよね？」

　──唐とう突とつにストレートすぎるド直球をぶつけられて。類は反応に窮きゆうする。

「なっ？　え、はい？　なんの話だ？」

「ふむ」

「ふむって。何を納なつ得とくしてるんだ」

「ああこの人たちはずっとそうやってきたんだなぁ、そんな三人組なんだなぁ、と。改めて思ったり思わなかったりですね」

「いったいなんの話だ？」

「……そこへ一人、新たに加わってしまってもいいものかと。いや、どうせ勝ち目なんかないんですけど」

「は？」

「あのとき、泣いてしまった自分の気持ちに嘘をつくのは……難しいです。……本当に、嬉しかったから」

「祇良堂？」

「いえ、よくよく考えたら理事長である類さんはお金持ちなのではないかなと、改めて気づいただけです」

　まるで照れ隠かくしのように、そんなことを言ったちず。

　そうして「ま、そういうことです。でもどうしよう。本当にいいのかな？」などと言いながら去っていく。

「待て祇良堂。どこに行く」

「もちろん、今日の寝ね床どこと目星をつけていた場所へと──」

「それこそ待て。今度こそ待て。いよいよ待て」

　はてさて──いったい、祇良堂ちずとは何者なのか？

　それはいまだによくわからないが。

　ただ、どうやら今日もまた、「部活」は始まってしまうようだ──

「あ」

「ん？　どうした祇良堂」

「今度から、何かを壊したら正直に打ち明けるって約束……でしたっけ……」

「……おい、その顔はまさか」

　なんて大団円とは、やっぱり縁えん遠どおい。







　これは修理屋さんと。

　その修理屋さんの学校に家として住む、破は壊かい神しん──？　との。




　──これはそんな、ふたりのお話。
















　あとがき







　はじめまして。もしくはおひさしぶりです、朱しゆ門もん優ゆうです。

　拙せつ作さくを手に取ってくださり、誠にありがとうございます。




　さて、いきなりですが物語というのはどんなジャンルであっても、大なり小なり、いくらかのファンタジー成分が含ふくまれているものだと個人的には思っています。

　それはもちろんこの作品も例外ではありません。しかし、あとがきから読まれている方への配はい慮りよとしてこの作品のどこがファンタジーなのかについてあえて言げん及きゆうするような真ま似ねは避さけたいと思うのですが、ただ一点だけ、この場を借りて触ふれさせていただければと。

　よい子のみなさんは、ちずの真似だけはしないでくださいね。

　舞ぶ台たいとなっている弐に高こうの防犯セキュリティこそがファンタジーです。ですから学校を家代わりにするのはもちろん、深夜の校舎を徘はい徊かいするような真似をしたら、学校の先生に怒おこられるどころかポリスメンのお世話になったりセ○ムさんがいかに優ゆう秀しゆうか身をもって理解する破目になったりします。

　絶対ですよ、絶対。約束。これ前まえ振ふりじゃないですからね？

　ファンタジーという言葉の無限の可能性について──




「新作、まずは朱門さんのやりたいことを書いてください」

　担当編集さんのそんなありがたいお言葉に甘あまえさせていただく形で執筆が始まった本作。

　もちろん、打ち合わせを経る中で初期の構想から二転三転とはありましたが、現在の形へと落ち着くことができたのは、そのお言葉あってこそのものです。

　ありがとうございました。そしてこれからも（懲こりていなければ）どうぞよろしくお願いいたします。

　ただ一点だけ疑問が。いつも二人でしているスカイプでの打ち合わせの最中、一度だけ、他の方が入ったことがありましたよね。あれ、どなただったんでしょう。なんだか流れ的に訊きくに訊けなかったんですが。まったく喋しやべらないし。まさか僕にだけしか感知できていない存在だったとかはありませんよね。ね？

　──アニャト先せん輩ぱいはあのときの出来事をヒントに生まれました。

　嘘うそつきました。すみません。




　それからイラストを担当してくださった、まろさん。

　その節は大変お世話になりました。そして素敵なイラストの数々をありがとうございます。「一番好きなのは、類るいです」とヒロインズをぶったぎってくれたこと、別に泣いてはおりません。本当です。

　──ちずはその反動でこんな性格になりました。

　嘘つきました。すみません。




　他にも、本作に関わってくださった方々、ありがとうございました。

　そして何より、この本を手に取ってくださった方へ最大限の感謝を込めて。

　楽しんでいただけたら、それに勝る喜びはありません。

　これは本当です。





──朱門 優　












修しゆう理り屋やさん家ちの破は壊かい神しん







朱しゆ門もん　優ゆう
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